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プロローグ







　中二の放課後のことだ。

　クラスの男子達たちから陰かげで「ザボンさん」「ドリアンさん」と呼ばれている女子の「ザボンさん」の方から俺おれは呼び出され、公園が隣りん接せつした鄙ひなびた神社で告白されたことがあった。

　俺なんかに好意を伝えることに、ザボンさんは緊きん張ちようしすぎていた。

　だから。

　境けい内だいの石段に腰こし掛かけた俺達の足あし下もとの近くにいた、ちょっと驚おどろくほど発育したムカデの存在に、彼かの女じよは気付いていないようだった。

　実母からだって、こんなに挙げてもらえない量の「俺の好きなところ」を、ザボンさんが列挙してくれるのを聞きながら、時折ギョッとするほどの急発進と急停止を繰くり返かえすムカデの動向がひどく気になっていた。

「……竜りゆう之の介すけくん、わたしと付き合ってくれないかな？」

　当時の俺は、肉体的な快感を精神的な愛だと錯さつ覚かくしがちな季節である思春期の真まっ只ただ中なかなわけだったが。

　本当に好きな人以外とは手の先すら触ふれあわせたくないとの純情潔けつ癖ぺきな乙おと女めを心に住まわせていたため、俺はただただザボンさんを極力傷つけない断りの言葉を探し始めた。

　そのときだった。

　もう何度目かの急発進を見せたムカデが、ザボンさんの桃もも色いろのスニーカーに這はい上のぼったのだ。

　俺に熱っぽい眼まな差ざしを向け、返事を待っていたザボンさんは自身の足の違い和わ感かんに気付いたんだろう。

　ふと視線が落ち――ムカデに気付くやいなや、ついさきほどまで俺に好意を伝えてくれていたときより２オクターブは低い、悲鳴というより怒ど号ごうを発し、立ち上がると足を振ふった。

　ムカデは、地面に振るい落おとされる。

　やらなきゃやられる。ザボンさんがそう思ったかどうかは定かではないが、次の瞬しゆん間かんには、ムカデの姿は桃色のスニーカーの下した敷じきになって見えなくなった。

「………………」

　ザボンさんが靴くつをどかす。複雑に負傷したムカデの姿があった。

「……竜之介くん大好きだよ」

　せめて、ムカデを踏ふんだ直後じゃない彼女からお聞かせ願いたかった。

　わたしとつき合わない？　畳たたみかけてくる彼女に、俺はごめんねと言った。

　ザボンさんは「諦あきらめないで、頑がん張ばりぬく子」という小学生時の校訓を悪い意味で体現するような粘ねばり強づよさを見せ、愛の言葉古今東西を一人でおっ始めたかのように、俺への好意をボキャブラリー豊富に吐はき続けた。

　俺は、その都度ごめんねと言った。心を込めて、必死さが伝わるように。

　視界の端はしには、ムカデの悲劇的な姿があった。同じ運命を辿たどりたくない。

　やがて。

　いつまでも色よい返事をしない俺に、ザボンさんは余よ裕ゆうがなくなってきたのか。

「竜之介くんに首ったけなんだよ。ねえ、とりあえずキスだけしてみない？」

　やけに思い切ったことを口にし出した。

　減るもんじゃないでしょ？　ザボンさんはギラギラした目でそう囁ささやいてくる。

　俺はほとんど命いのち乞ごいをしてる気分で「ごめんなさい」と言った。言い続けた。

「…………」

　ザボンさんは押おし黙だまり、ついに何かを諦めた気配を帯び始める。

　その後、ザボンさんは「友達になろう」的なことを言ったが、それに関しては俺の返事も聞かず、桃色のスニーカーの底を擦するような歩き方で去っていった。

　境内の石段の前には、心的フルマラソンを終えた俺と、もう急発進しそうにないムカデが残された。

　共に戦乱を生き抜ぬいた仲間を見るようにして眺ながめたムカデの脚あしは、ピクッピクッと弱々しく、けれど命を感じさせるように動いていた。




　その記き憶おくは忘れられない。転生してもなお。




※　※




　――え、なんも見えない暗っ。

　夜？　いや夜にしたって暗すぎないか。

　……。自分の手すら見えないぞ。

　……ん？　なんだろうこの手て触ざわり、地面ザラザラする――土？

　野外ってことか？　え、外なの？　外でこんな真っ暗ってありえる？　街灯とか？　せめて月あかりは？




　――――キィィ。




　金属が軋きしむような音がして、小さな光が現れた。

　どうやら正面に扉とびらがあったようで、それが開かれたようだ。

　現れた光の正体は――。

　空中に浮うかんでいるすっごいちっこい人（？）がまとっている光の膜まくだった。

　明るいけど目が痛くなるような眩まぶしさはない。

　背中には、カラーセロファンみたいに透すき通とおった四枚の翅はねがあった。

　妖精フエアリー。

　そんな言葉が浮かんだ。

　こちらに近づいてくる。

　横方向に伸のびた長い耳。嘘うそみたいに小さな顔だ。

　けれど顔立ちは驚くほど精せい巧こうに作られたフィギュアみたい。

　花びらを集めてこしらえたようなワンピースのドレスは花びら不足で、胸むな元もとは大きく開かれ、ふとももは付け根手前までのぞいてる。

　四捨五入したら裸はだかみたいな格好だったけど、卑ひ猥わいさはあまり感じなかった。身体のサイズ感がリカちゃん人形だったからかもしれない。

　釘くぎ付づけになっているうちに、気付けばもう至近距きよ離りにいた。

『――――!?』

　妖精が、俺の唇くちびるにその小さな顔をちょんとぶつけてきた。

　頭ず突つきじゃないんだとしたら、キスだった。

　初対面、出会って数秒で言葉もなく、キスしてくるなんて。

　…………うげっ。

　自分の可愛かわいさを理解しすぎなほど理解し、いきなりキスしたって相手の男は喜びこそすれ厭いやな思いなんてこれっぽっちもしないでしょ？　という自信の色が、妖精の顔に浮かんでいるかもな、と思いながらその顔を見たら――本当にそんな顔をしていた。

　妖精の小ちっちゃな身体から、意外にも芯しんの強そうな声。

『貴方あなたにはね、この世界のこと、歴史の授業みたく教えたいんだけど。時間ないからサクサクッと言うよ。とりあえず今はまだよくわかんなくて大だい丈じよう夫ぶ。貴方は知るべきタイミングでこの世界を深く知ることになるから』
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『…………』

『……貴方の魂たましいにはまだ前世界の残ざん滓しがあるんだね。あまりにも多様な価値観と終わらない争い、場所が変われば変わる罪の概がい念ねんと複雑な法、おまけに沢たく山さんの宗教や統一される兆きざしのない数多あまたの言語――貴方が前にいた世界は、千の物語を用いても語り尽つくせぬほど、歪いびつで不思議なところだったみたいだね』

『…………』

『貴方が今いるこの地上世界は……、こういう言い方で誤解なく伝わるかわかんないけど。――ただの人間と亜あ人じんと獣じゆう人じんと魔ま物ものとが、僕ぼく達たちの基準では平和といって差さし支つかえない日々を送ってる。それはまあ、僕達浮ふ遊ゆう大陸サイドが干かん渉しようしてあげてるからなんだけど。地上世界に暮らす低魔力保持者アウトブリードはそのことに気づいていないの。なにせ浮遊大陸の存在にすら未いまだに。三大始祖による魔ま法ほうの力に包まれた浮遊大陸は、低魔力保持者アウトブリードには見えないから』

『…………』

『浮遊大陸はね、高魔力保有者インブリードが暮らすこの世界の楽園なの。……自分達の足下の地上世界のことなんて、気にもしてなかった。けど、地上世界で夥おびただしい数に増えた低魔力保持者アウトブリードが日々粗そ悪あくな魔法を使い続け、排はい出しゆつされる不可視の魔法スモッグがこの星を包む魔法層を徐じよ々じよに壊こわしていること。魔法層の破は壊かいが進めば世界から魔法が消えてしまうこと。低魔力保持者アウトブリードはそのことをわかってもいないから――って、あぁ時間がないよ』

『…………』

『最後に貴方のこれからの話を手短にするね。貴方にはこの地上世界で一定期間、浮遊大陸からの支し援えんなしで過ごしてもらう。だから貴方は孤こ独どくな時間を生きることになる。でも時期が来たら、僕ぼくが貴方を迎むかえに来るから安心して。そのときは僕と一いつ緒しよに行きましょ、満たされた浮遊大陸せかいに』

『………………』

　俺は、いや、俺以外の人もそうだと思うのだが。

　相手の合意もなく、いきなりキスをしてくるようなやつの一方的な長話ながばなしを、ちゃんと聞こうとはどうにも思えなかった。

　妖精は別れの挨あい拶さつもなしに、幻まぼろしのように消えた。

　夜の吹ふきだまりのような暗くら闇やみに取り残される。

　わけもわからず追いかけようと動き出すと――――痛っ！

　身体のいたるところが硬かたいものにぶつかった。

　そういえばさっき、妖精がまとっていた光が、俺の目の前にある等とう間かん隔かくの棒を照らしていたのを思い出した。

　暗闇の中、手て探さぐりで左右に移動した。

　鉄製だと思われる棒は壁かべまで途と切ぎれることなく続いていた。

　次は、壁伝いに歩いてみて――この空間がわかった。

　三方が壁で、一方は等間隔の鉄の棒。

　なんかまるで牢ろう屋やみたいだ。




　――――ギィイイイイイ。




　金属の軋む音が、世界が千切れるように響ひびいた。

　扉が勢いよく開かれたんだ。

　また誰だれかがくる。暗闇に慣れた目に光。

　木の棒っ切れの先が燃えてる――たいまつ？

　男が二人。若い。

　前まえ髪がみがすだれみたいになっている明るい金きん髪ぱつ（長身）と、ドブに落としたトウモロコシの房ふさみたいな金髪（小こ柄がら）。

　ファンタジーゲームのキャラが着ていそうな、刺し繍しゆうがゴテゴテしてる仰ぎよう々ぎようしい装い。コスプレをお楽しみ中だろうか？

　たいまつを携たずさえた小柄の方が俺を見る。なぜか初っぱなから侮ぶ蔑べつの眼差し。

「うひょ、いたいた。こいつが明日のオルフェーヴルで……。こんなすばしっこさだけが取とり柄えの低脳種。ブレイクさんの敵じゃないっすね」

　ブレイクと呼ばれた男が、バブル期の女性ちやんねーみたいなすだれ前髪の間から俺を見てくる。ゴミを眺める目。

　俺、コスプレイヤーになんかしたっけ？

「無論だ。民たみ草くさはこのブレイクと狼おおかみ風ふ情ぜいとの圧あつ倒とう的てきな力ちか差らさを見たがっている」

　ブレイクが両りよう腕うでを広げた。

「故ゆえに我われはそんな民草の切なる願いを叶かなえてあげねばならぬ。それになにより麗うるわしのエフデ・クリスティアだ。彼女にわからせる、真に強く格かつ好こいい男が誰であるかを」

「クリスティア嬢じようは明日からもう、ブレイクさんにメロメロになるっすね」

「ついに彼女が我に……メロメロ。さすれば我が彼女を……レロレロ。メロメロでレロレロ、フッハッハッハ」

　……劇団員の方かな。

「にしても、こんな暗く汚けがらわしい場所は、このブレイクには似合わぬ。パシリー、さっさと済ませろ」

　パシリー。子分の鑑かがみみたいな名前の男が言う。

「御ぎよ意いっす」

　パシリーが襤褸ぼろ袋ぶくろからなにかを取り出した。

　コスプレイヤーたちの愉ゆ快かいな寸劇に巻き込まれたような気分でいる俺のもとに近寄り、檻おりの中にそれを放ほうり込んだ。

　うしろでブレイクが言った。

「上等な肉だ。ほおれ、たんと食え」

　たいまつに照らされる毛のビッシリ生えたなにか。

　……………………うさぎ？

　ピクリとも動かない。

『おい、これはどういう悪ふざけだ？』

「ワーウルフがこんな夜よ更ふけに人に向かって吠ほえるとは。よっぽど腹をすかしていたんだろう。ご馳ち走そうに喜んでおるわ」

『ご馳走ってなんだ？　そもそもここはどこだ？　お前さん方はなんのキャラのコスチュームをプレイ中なんだ？　このうさぎは何事だよ？　さっき妖精を見たんだが何か知っているか？』

「野うさぎ一羽でこれほど吠えて嬉うれしがれるとは。このワーウルフを見ていると、偉い大だいな先人の言葉を思い出す。『幸せは手に入れるものではない。幸せを感じる心を手に入れるんだ』とな」

「いい言葉っすね、ブレイクさん」

『いい言葉だなあ、ブレイクよ。で、とりあえず俺をこっから出せ。そのあとで小こ芝しば居いにつき合ってやっから。俺はなんの役をあてがわれてんだ？』

「あ、そーえばブレイクさん。こないだ、うちでテイムしているスタリオンの種付けパーティの見学に行ってきたんですが」

「おう、スタリオンもお年とし頃ごろなんだな。具合の良いメスはいたのか？」

『俺を無視するなブレイク。パシリー、なんだそのテニスサークルの新しん歓かんコンパより卑ひ猥わいそうなパーティは。合法なんだろうな？」

「はい、いました。先方が提示してる種付けＮＧ条件が『未勝利』だったんで。明日のテイムロイヤルで一回戦を突とつ破ぱできたら、うちのスタリオンを初種付けパーティに連れてってやろうと思いますっす」

「女じよ帝ていパリピ嬢とさえ当たらなければ、一回戦は余裕だろ。馬男種は、対戦相手の種族別戦せん闘とうスタイルの対策が、得意な種族だしな」

　俺との会話がおそろしいほど噛かみ合あわない二人組は出て行った。

『………………』

　天に召めされたうさぎと、暗いところに置き去りにされた。

　ブレイクとパシリーは、扉をキチンと閉めていかなかったんだろう。

　夜風で扉が開き、なけなしの外光が真っ暗な空間に染しみこんできた。

　夜目に入るものの輪りん郭かくが少しくっきりしてくる。檻のそばに深皿があるのに気付いた。

　俺が野うさぎに目を奪うばわれてる間に、やつらが置いていったのか。

　檻から頭だけをやっと出し、深皿の中を覗のぞきこんだ。

『――――!?』

　カラに思えた皿の中になにかが見えた気がして、ギョッとして仰のけ反ぞった。

『…………』

　おそるおそるもう一度覗きこんでみる。

『――――！』

　いきなり鋭するどい眼光と目が合った。

　真円形の瞳ひとみにジッと睨にらまれて、恐きよう怖ふのあまり動けなくなった。

　硬そうな毛で覆おおわれた面めん貌ぼう。

　皿の中に、獣がいる……？

　イヌ科の動物特有の長い鼻はな面づらの頭部。まるで狼おおかみみたいだ。

　俺はいち早く友好的な姿勢を示そうと、ニッと笑ってみせた。

　すると。

　皿の中の獣の上うわ唇くちびるがせり上がり、白い長牙が剥むき出だしになった。

　口元から粘ねん性せいの強い涎よだれが長い一ひと雫しずくとなって垂れる。怖怖怖っ。

　本能に訴うつたえてくる恐怖。たまらず後ずさった。

　勢いよく床ゆかに尻しりをつくと、

『――うっ！』

　尻の下でなにか踏んだ。

　股こ間かんを打ち付けたような吐き気けに似た不快な痛みが、臀でん部ぶにジワッと広がった。

　振り返り、床を手で払はらった。が、なぜか尻で踏んだらしきものは見つからない。

　自分の尻を撫なでてみると――……ん？

　ケツの割れ目のすぐ上あたり……なんかある。

　フサフサしていて、掴つかみ応ごたえのある、長いなにかが。

　俺から生えてる……？

　ああ、そうか。

　さっきの痛みは、この尻しつ尾ぽを自分の尻と地面で勢いよくサンドしちまったからか。なるほどね。

『…………』

　いやいや、なるほどじゃないし！

　尻尾？　尻尾！

　本当に俺から生えているのか？

　何かの間ま違ちがいじゃないかと思い、うしろにまわした両手で尻尾の根元から先までを触さわっていると――痛っ。

　尻尾に、鋭いもので引っかかれたような痛みが走った。

　俺は薄うす闇やみのなか、自分の両手を確かく認にんする。

　指の先、尖とがった爪つめが伸びまくっていた。

　なんだよこれ？

　獣みたいじゃないか。

　そう過よぎったとき――ふと思ったことがあって、俺は皿の前に移動した。再び覗き込んだ。

　やはり獣の姿があった。

　俺は、ウインクをしてみた。

　皿の中、獣が壊かい滅めつ的てきに似合わないウインクを同時にしてくれた。

『…………』

　たまげた。

　まさか水をコップではなく、深皿に入れて給きゆう仕じされるなんてな。







第一章　オルフェーヴル







　次の日の、おそらく朝だった。

　扉が開け放たれた音で、いつのまにか眠ねむっていた俺は土の上で目覚めた。

　悪夢を見ているわけでないのなら、筋肉を過か積せき載さいさせた上半身裸の男が二人、こちらにやってきていた。

　俺はあの扉から、目を疑うビジュアルの方が出てくるのしか見たことがない。

『なあ、お二人さん。ボディビル大会の控ひかえ室しつはここじゃないと思うぜ？』

　俺へと向けられた褐かつ色しよくのマッスルモンスターズの眼差しは、昨夜のブレイクやパシリーのような侮蔑や嫌けん悪おはなかったが、その分、濃こい哀あわれみがあった。

　マッチョから同情の視線を浴びる一日の始まり。いい日になれ。

　アフリカの仁に王おう像ぞうのような二人は、檻の前でなにやら話しこむ。

　俺の言葉はなぜか伝わらないのに、向こうの言葉は俺にはわかる。

　どうやら俺はこのあと「オルフェーヴル」というのが行われる場所まで連れていかれるらしい。

　ひとまずこの土牢ホテルから一泊ぱく二日でチェックアウトできそうで、何よりだ。




　デスマッチメインでやっているレスラーのような二人に両りよう脇わきを固められ、檻を出る。

　扉を抜け、外に連れ出された瞬間、見上げた空は――いまだかつてないほど広く感じた。

　電柱がないな。異国なのか？

　恐おそろしい獣の姿になった俺だったが。

　こちらに従順な態度を率そつ先せんして取らせたくさせる筋肉二人の圧は凄すごく、俺は素す直なおにホイホイ、馬車に押し込められた。

　いや、馬車とは呼ばないかもしれない。なにせ荷車をひくのは、パンダ柄がらの恐きよう竜りゆうっぽい生き物――国が守らなきゃいけない天然記念物じゃないのか？――だった。

　馬車が動き出す。

　窓から景色を眺めた。

　路面は、土か石いし畳だたみ、たまにレンガ敷じき。

　交通標識の書かれたアスファルトの道はどこだ？

　高層ビルも見当たらない。見慣れないタイプの街並みより、街行く人々に目を奪われた。

　市し販はんのヘアカラー剤ざいのラインナップでは賄まかなえないほど様々な髪かみ色いろで。

　その中には、耳の形がトリッキーな人もちらほら。長く尖った耳。丸く大きな耳。

　格好もエキセントリックだ。

　魔ま法ほう使つかいじゃないと辻つじ褄つまが合わないような漆しつ黒こくの全身ローブ女。

　月一で誰かの生せい殺さつ与よ奪だつの権を握にぎっていそうな鎧よろいの大男。

　お城の舞ぶ踏とう会かい帰りみたいな着き飾かざった婦人。

　目につくみんながみんな、反ファストファッション団体のデモ活動中みたい。お召し物もののコンセプトをお聞かせ願いたい。

　空を見ると、目を疑うほどデカい鳥……？

　ドラゴンにしか見えないものが飛んでいた。

　街行く誰もが、飛行していくドラゴンにしか見えないものを気に留めた様子もない。

　カルチャーショック。

　俺は異世界にいるんだ。

　そんな馬ば鹿かげた考えが自分でも驚くほど馴な染じんでしまった。

　そして俺は二足歩行の狼――つまり人狼ワーウルフになっていた。

　そんな事実を昨夜から一晩かけて受け入れたんだ。

　いまさら異世界くらいで驚かないぜ。

『…………』

　本当に異世界にいるのか。マジかぁ、マジかよ。




「にしても今年のオルフェーヴルは、ミスターコンテストがねえとはな」

「先月のアレだよな、ミスくだもの娘むすめコンテストだかで人外狂暴化現象ドウラメンテが起こったせいだっけか」

「おうよ。んで、こっちのミスターコンを自じ粛しゆくしちまうとは……」

「オルフェーヴルの運営はチキンだな」

「ったく、なぜ人外が突とつ如じよ狂きよう暴ぼう化かすんのか、その原因もわかってねえーつうのに。ビビったところでしょーがねえのに」

「ちきしょー、この筋肉を衆しゆう人じん環かん視しに晒さらせる夢の時間ドリームタイムが！」

　マッチョが高らかに嘆なげき、パンダ恐竜の馬車が停とまった。

　辿り着ついたのは、馬鹿デカい白はく亜あの巨きよ石せきの建築物。

　昔映画か何かで見た円形闘とう技ぎ場じように似ている気がする。

　本日のオルフェーヴルの開かい催さい地ちだそうだ。

　俺は筋肉二人に再び両脇を抱かかえられ、裏口のようなところから控え室に連れ込まれた。

　いったい俺になにが控えているんだろう？

　当然のように筋トレをし始めた筋肉に、ダメ元で聞いてみた。

『なあ、オルフェーヴルってなんなんだ？』

　室内をうさぎ跳とびしながら、こちらに向けられる眼差し。視線で脂し肪ぼう燃ねん焼しようしそうなほど、むさ苦しい。

「本番を前に興奮してんのか。もう吼えられねえ身体になるかもしれないんだ。吼えられるうちに吼えとけよ」

　聞き捨てならないこと言われてる。

『もう吼えられない身体になる？　どういうこった？』

「なあアドン、このワーウルフが十回吼えるまでどっちが多く周回できるか競きそわねえか？」

「いいねサムソン、その勝負乗ったぜ」

　まさか、アドンとサムソンの筋トレ勝負に巻き込まれる日がくるとはな。

「ぬあっ！」「おふぅ！」「はあっ！」「くうぅ！」

　部屋の外周を二つの筋肉の塊かたまりがうさぎ跳びしていく。なんの儀ぎ式しきだろうなこれ。

　俺は、アドンとサムソンのヒザが故障しないように。

　なによりこの部屋の湿しつ度どをアドンとサムソンの発はつ汗かんで上じよう昇しようさせないために。

　可か及きゆう的てき速すみやかに吼えまくった。




　本日はお日ひ柄がらもよく。

　待ちに待った。今月のビューティーガルフ地方武芸披ひ露ろう会かいオルフェーヴル。最後までごゆるりと。

　闘技場の方から、運動会の開会挨拶をする校長みたいな声が、控え室に聞こえてくる。

　武芸披露会？

　ワーウルフにはどんな出番があるんだ？

　俺の出番はすぐにきた。

　うさぎ跳び。指立て伏ふせ。ヒンズースクワット。汗あせの粒つぶを褐色の肌はだに浮かせたアドンとサムソンに両脇を抱えられ、控え室を後にする。

　俺の毛には、己おのれの筋肉をいじめ抜いた男達の汗が付着した。

　体毛を少しだけウェッティにさせられて、俺はどこに連れていかれるのか。

　第一希望はシャワーだ。




　石造りの狭せまい通路を抜けると、急に視界が開けた。

　地じ響ひびきのような歓かん声せい。視線。視線。視線。

　雲一つしかないくらいの青空の下、俺は円形闘技場の舞ぶ台たいに連れ出された。

　舞台を囲む階段状の客席はぎっちり。

　街中にいたのと同じ。バリエーション豊かな耳の人達。

　耳が普ふ通つうな人でも、髪色や肌の色は多た彩さい。

　こんなに不特定多数の人から、視線を浴びたことないな。

　イルカショーのイルカにでもなった気分でいると、俺がいた控え室とは反対側の通路から誰かが出てきた。

　陽光に輝かがやく金色のすだれ前髪。

　会場にいたアナウンスの、たぶんマイクのものではない効果で拡大された声が響く。

　王立ブエナビスタ魔法学校の剣けん聖せいブレイク・コーレイン！

　歓声が大きくなる。やつは観客からの注目を一身に浴びることが好きで仕方ないんだろう。全方位に手を振りながら、やってくる。

　これより武芸披露会オルフェーヴルの開会演目オープニングとして――選ばれし者のみぞ使える攻こう撃げき系魔法、その力を宿した魔ま法ほう剣けん技ぎをブレイク・コーレインが、敏びん捷しよう性せいに優すぐれたワーウルフに見事打ち込んでご覧に入れます。

　会場アナウンスが、そんなことを言ってる。

　聞かされた俺。イルカの気分はどこへやら。

　ボクシングの世界チャンピオンの公開練習のサンドバッグにでもなった気分だ。

　ブレイク様ー。ブレイク様ー。

　客席からは、ドーパミンを異常分ぶん泌ぴつさせてる女達の声。

　俺への声せい援えんは皆かい無む。サンドバッグのことを呼ぶ奴やつはいないよな。

　そもそもワーウルフになった今の俺の名前って？

　竜りゆう之の介すけ。

「竜りゆうのように堂々とした男になれ」という想おもいを込められて名付けられた男は、竜ではなく狼の化け身しんになった。数すう奇きな運命だね。




　ブレイクの出いで立たちは、なんというか。

　ＲＰＧでいえば、これからラスボス戦に臨のぞむような装備だった。

　会場アナウンスが、小手と胸当てはどこどこ産のミスリルを使った、どこだか工こう房ぼうの最高級オーダーメイド品だと語っている。

　それを今年の流行色である朱しゆ赤あかのマントで合わせているのが、最高にイケてるらしい。

　鎧とマントの組み合わせにも、イケてるイケてないがあったなんてな。

　ブレイクが携えていた大ぶりの剣けんを引ひき抜くと、「デュランダル！」と歓声があがる。

　俺は、自分で勝手にそう名付けたわけじゃない「他た称しようデュランダル」を持つ人を初めて見た。

　ブレイクの鞘さやは去年のオルフェーヴルと違ちがっている、とアナウンスが告げる。おろしたての鞘には、マントと色を合わせた朱赤の斑はん紋もんが描えがかれていた。とんだオシャレさんだね。

　会場アナウンスは、俺のファッションチェックはしてくれなさそうだった。

　ムリもない。こちとら毛むくじゃらの躰からだに、革かわ製せいのハーフパンツを穿はいてるのみ。

　野や球きゆう拳けんなら一回負けただけで、もう終しゆう了りようするレベルだ。

　――銅ど鑼らの音が豪ごう快かいに響く。

　なにかの開始が告げられたようだ。

　円形闘技場の石いし舞ぶ台たいには、ブレイクと俺だけ。

　二人の間の距離は、20ｍってとこか。

　会場アナウンスは、俺のことを紹しよう介かいする。メシを抜いているワーウルフの♂だと。

　なにその紹介の仕方。

　と思ったが、どうやら空腹だと敏捷性が上昇する種族らしい。

　それを聞いてわかった。

　昨夜なぜブレイクたちが、わざわざ俺おれに食事を運んできたのかが。

　あいにく俺は、毛皮つきの野ウサギを食べる文化がなかったから、只ただ今いまは紛まごうことなき腹ぺこだ。

　どれどれ。

　いつも以上に俊しゆん敏びんになっているというワーウルフの身体能力を試ためしてみっか。

　俺はその場でジャンプしてみた。

　素す足あしの裏で石の地面を押すように蹴けると――フーゥワッ。妙みように長く宙にいられた。

　飛ひ翔しようって言いたくなるような跳ちよう躍やく。

　トランポリンみたいに、ジャンプがめっちゃ楽しいな。フーゥワッ。フーゥワッ。

　会場アナウンスが、俺の連続ジャンプを冷静に解説する。

　ワーウルフは興奮すると、ああやってその場で意味もなくジャンプを繰くり返かえしたりするんですよ、と。

　俺は大勢の観客たちに、馬鹿みたいに興奮中なんだと思われたくなくて、即そつ刻こくジャンプをやめた。




　ブレイクがくしゃみでも出そうな顔で、なにやらブツブツと早口で言いだすと――やつの身体に赤い霧きり（？）がまとわり始めた。

　紅くれないのオーラ！　攻こう撃げき魔ま法ほうの詠えい唱しようだ！　客たちの歓声。

　アナウンスは声を張る。

　オーラの量と詠唱速度、そして表情から察するに、魔法剣技「狩猟する三日月エルコンドルパサー」だと。

　詠唱後に剣を振ふれば、耳を聾ろうする迅はやく鋭い音が響く。その音を聞いてしまうとごく短い時間、金かな縛しばりにあう。そして詠唱後に振るった剣から音と共に生み出された三日月形の光こう刃じんが放たれ、金縛りが解ける前に対象を襲おそう。

　技わざの特性を事前にしっかり聴ちよう衆しゆうにレクチャーしてくれる――会場アナウンスの人は優ゆう秀しゆうで親切だ。

　ブレイクの詠唱の進しん捗ちよく具合から、アナウンスが魔法剣技発動までのカウントダウンを始める。客席一同も加わる。

　なんか年とし越こしの瞬しゆん間かんみたいで楽しい。

　カウントが２になったときには、客席は耳を塞ふさぐ仕草。

　俺も毛むくじゃらの耳を押さえた。

　ブレイクはくしゃみでも出そうな顔のまま、デュランダルを水平に振るった。

　フリスビーサイズの光刃が、フリスビーの速度でこっちにやってくる。

　耳を塞いでいたから動ける俺。

　横っ飛びはするまでもないか。速すみやかに徒歩で避よけた。

　俺に当たる予定だった三日月の光刃は、俺の後方で音もなく霧む散さんした。

『………………』

　円形闘技場はなんというか、テーブルクロス引きをえげつないほど失敗させた大道芸人を目まの当あたりにしたような、居たたまれない空気に包まれた。

　ブレイクはよほどショックだったのか、微び動どうだにしない。

　と思ったら、どうやら狩猟する三日月エルコンドルパサーを放った直後は、音を聞いた術者自身もフリーズしてしまうらしい。

　円形闘技場内で、ただ一人フリーズしているブレイク。

　そのフリーズが解けるのを待つ、謎なぞの時間が流れた。

　カウントダウンはいらないかい？




　ワーウルフは普通、人間の話している言葉を理解できないものらしい。

　ワーウルフの俺が会場アナウンスの言ってることがわかっていると、誰も知らない。

　だから。

　ブレイクが次なる詠唱を始める。紅のオーラをまとう。観客の期待が高まる。アナウンスはこれから放つ魔法剣技の特性を観客と俺に伝える。ブレイクが魔法剣技を再び放つ。俺はなんなく回かい避ひする。客席から風船が萎しぼんだように息が漏もれる。ブレイクは苦いクスリを水なしで飲んだような顔をする。ブレイク様～。祈いのりや悲鳴にも似た声援におされてブレイクが別の魔法剣技の詠唱を始める。紅のオーラをまとう。観客の期待が高まる。

　こんなことが４回は繰り返された。５回目はなかった。

「…………」

　詠唱をしないで俯うつむいてしまったブレイク。すだれ前髪が重力に抗あらがうことなく垂れてる。

　俺は誰かの心が「あ、今折れた」とわかる瞬間を初めて見た。

　観客たちは何度仕切り直しても成功しない大道芸を見せつけられたような顔つき。不満。消化不良。客の両手はいつまでもヒマ。拍はく手しゆをする場面が訪おとずれない見世物だから。

　顔を上げたブレイクは世界中の悔くやしさを集めたような瞳で俺を睨むと、デュランダルを新調した鞘にしまい、円形の石舞台から降りた。控え室に引き上げていく。

　入場するときはあれだけ盛り上がった客席だが、退場していくブレイクには誰も声をかけなかった。
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　ファッションチェックで絶賛された朱赤のマントの背中が悲しげ。

　一発くらい、くらってあげればよかったかな？

　でもブレイクが俺にくらわせようとしてた魔法剣技は後半にいくに従って、ヤバさが増していった。

　やつが最後に放った魔法剣技の威い力りよくにいたっては、極ごく悪あくだ。

　紅の光を帯びた剣の一いち撃げきをくらった対象は、手の指の股また、脚あしの指の股、そしてお股と、全身の股という股を激げき烈れつな痒かゆみに襲われた挙げ句、かゆさのあまり気を失うものだったらしい。

　同情でくらってあげられる域を、うん、優に超こえてる。




　かくして会場の一人一人にまざまざと。

「見るも無む惨ざんな姿とはこういうことだ！」と、見せつけた男がいなくなった円形闘技場。

「気をと――」

　会場アナウンスは、明らかに「気を取り直して」と言いかけたのをごまかすように「さあ！」と声を張り上げた。

「それでは武芸披露会オルフェーヴル。続いての演目は、魔法少女結社『ジュベナイルフィリーズ』によるイリュージョンパフォーマンスです」

　ブレイクの去った通路の奥おくから、チアリーディングでも始めそうな活気溢あふれる魔法少女たちが、弾はじけるように出てきた。

　客たちは、やっと拍手ができるというように、両手を打ち鳴らす。

　取り残された俺。

　たぶん魔法剣技を一発もくらわなかった場合は、石舞台のワーウルフを誰が退場させるか、想定してなかったんだろう。運営の怠たい慢まん。

　俺は魔法少女たちと入いれ替かわるように、そそくさと石舞台から降りた。撤てつ収しゆう。







第二章　エフデ・クリスティア







　行くあてもないまま、円形闘技場を出ると。

　オルフェーヴルの会場前広場には、屋台が並んでいた。

　香こうばしい匂においの中、行いき交かう人は誰もが陽気で幸せそうに見えた。

　肉を焼いている店がある。魚を焼いている店がある。腹減った。

『………………』

　この世界の通貨もない俺の姿はワーウルフだった。

　客で賑にぎわう屋台を眺ながめてなんていたら。

　人里に下りてきたクマのように、そこらの人々を怖こわがらせてしまうのではないか。

　そんな不安も覚えたが、その心配はなかったようだ。

　朝に土牢を出たときから薄うす々うす感じていたけど。

　どうやらこの世界、人間や亜あ人じん、魔ま物ものらしき生き物らが共存している模様。

　ただ、人間には見えない生き物にも人間と言葉を交わせるタイプと、そうじゃないタイプがいるらしい。そして俺、というかワーウルフは残念ながら後者だと思われているらしい。それでも今こうして行き交う人から怯おびえられることも、拘こう束そくされもしないあたり、ワーウルフ自体、誰かを襲うような存在ではないようだ。

『――ああ、にしても、いい匂いだなぁ』

　屋台の匂いで食欲を刺し激げきされすぎたワーウルフの悲しさかな、口元からは粘ねばっこい涎が垂れてくるのが止まんない。

　そんな腹ペコの俺が彷徨さまよい、人々が楽しげな様子で行き交う広場のはずれだった。

　闘技場で使うのか、建材が堆うずたかく積まれている――その陰かげ。

　柔やわらかな日向ひなたのもと、横たわる大木に腰こし掛かけ、肉の串くしを片手に二本も掴んでいるのに、しょんぼりしている少女を見た。

　食べる気配も、一いつ緒しよに食べる誰かを待っている気配もない彼かの女じよは、突とつ然ぜん変異みたいな美少女だった。

　涼すずしげな目元の瞳は、水の中の宝石みたいな紫むらさき色いろ。

　枝毛に悩なやまされることなど永遠になさそうな艶あでやかな銀ぎん髪ぱつ。

　チョウチョがやっと止まれるくらいの頂上の狭い鼻。

　少しめくれた上唇。

　肌は初雪でこさえたみたいに白い。

　隔かく週しゆうで求きゆう婚こんされかねない、べらぼうな麗しさだ。

　彼女がしょんぼりしている理由と、肉の串の行く末が気になったが……。

　話しかけたりなんて、できそうもなかった。

　だって、ワーウルフの言葉は人様には伝わらないからさ。

　自分の人生と接点のない美少女をむやみやたらに眺めるのは、よしとこう。

　俺は踵きびすを返そうとした――が。

　ワーウルフになった俺は、ある種の勘かんが働くようになったのかもしれない。

　この場にいる何かが発するただならぬ気配が、神経に障さわり――空を見た。

　そこには黒い影かげ。

　カラスを一回り大きくした、カラスみたいな鳥だった。

　何か、獲え物ものを狙ねらってる？

　俯いている彼女が持つ肉の串へと、やつが急降下を始める――その数すう瞬しゆん前から俺は駆かけだしていた。

　黒い鳥の足が串の肉にくいこむ寸前――ビーチフラッグよろしく、ダイブした俺の拳こぶしがやつの胴どうに入った。

「――――!?」

　彼女は、自分の目の前で突とつ如じよ起こったクロスプレーに短い悲鳴をあげた。

　ウルフパンチを受けた黒い鳥は地面を豪快にワンバウンドしたあと、逃にげるようにあさっての空に飛んでいく。

　ちょうどその時、人ひと気けのない建材置き場目がけて、向こうから駆けてくる一団が見えた。

　女性の悲鳴に気付いて、すっ飛んでくる連中がこれから目の当たりにするのは、言葉を失っている美少女と、変に興奮気味（生まれて初めて鳥を殴なぐった！）のワーウルフだ。

　俺はもう見えなくなってしまった黒い鳥が急激に羨うらやましくなった。

　翼つばさがあれば、俺もあさっての空に飛んでいきたい。そんな状じよう況きよう。




　やってきた警備員風の一団は、俺との友好を深める気はなさそうな顔つきで、整列するように立ち止まった。

　あ、褐色のすごい筋肉もいる。アドンorサムソン。たぶんサムソン。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　お怪け我がはありませんか？」と、警備兵。もちろん俺ではなく彼女に。

「ん、このワーウルフは、どっから来たんだ？」

「サムソン隊長はどう思われます？」

「ふむ。さっぱりわからんな」

　え、俺のことを覚えていないのか？

　サムソンは観察力が死し滅めつしてるのか、それとも人間からしたら、そもそもワーウルフは個別に認にん識しきしにくいのか？

　速やかに十回吼ほえて、お前さんのヒザの故障を未然に防いだ心こころ優やさしい、あのワーウルフだよ。

　そう言ってやりたかった。

　迷子のワーウルフか。とりあえず控え室だな。控え室では今アドン副隊長が筋トレ中です。筋トレといえば、アドンのやつ、スクワットするときの重しを欲ほしがってたな。でしたらワーウルフをおんぶすれば、いい重しに。

　連中の口から出る言葉が、俺には地じ獄ごくへのイントロに聞こえた。

　アドンの筋トレ道具になる未来？

　……うん、逃げよう。幸いワーウルフの俺がこの場では一番足が速い気がするし。

　そう思った矢先だった。

　すぐそばにいた彼女と、バッチリ目があった。

　紫色の瞳が、俺のことを真まっ直すぐに見み据すえている。

　ワーウルフになってからというもの、誰だれかから凝ぎよう視しされることがあればその視線にはもれなく嫌悪か同情の成分が込められていた。

　だが、その紫色の瞳には……。

　警備兵たちが、ワーウルフを背中に乗せて腕うで立たて伏せもいいな、と。ワーウルフを筋トレ道具として使えば、国から補助金でも出るのか？　と訊ききたくなるようなことを話し込んでる中、彼女が俺に唇くちびるを寄せた。

「…………きみは、どうしたい？」

　驚おどろいた。

　昨夜も、今日も、話しかけられたことならあった。

　でも、質問をされたのは初めてだった。

　俺は彼女に言った。

『こんなやつらに連れていかれたくない。俺は筋トレ道具になりたくない』

　筋トレ道具になりたくない。初対面の人への間ま抜ぬけな第一声だ。

　でもまあ、気にすることはない。俺が発した言葉は、ワーウルフの低い唸うなり声ごえにしか聞こえないだろうからさ。

　彼女が俺にだけ聞こえるように囁ささやいてくれる。

「きみは控え室に連れてかれるの、ヤなんだね」

　伝わった！

　この世界で初めて俺の言葉きもちが受け止められた！

　不覚にも泣きそうになった。

　涙なみだが零こぼれるまえに、涎が零れた。

　しょうがない。彼女が俺に身体を寄せて囁いてくれるとき、その手に持つ肉の串が鼻先にきて、食欲をでたらめに刺激されたんだから。

　悲しきワーウルフの肉体。泣きたいときに涎だなんて。




　警備兵の方へと向き直った彼女が、

「申もうし遅おくれてごめんなさい。このワーウルフは、わたしのパートナーなの」

　凜りんとした声でそう言い放つと、警備兵の一人が戸と惑まどった声を出す。

「……ワーウルフが、パートナー？」

　彼女の顔をまじまじと見つめる警備兵たち。美少女に見つめ返され、照れたやつから目を逸そらしていく。サムソンがトップ。純な隊長。

　警備兵の一人が言った。

「や、これはこれはクリスティア家のご令れい嬢じようでしたか。失礼致いたしました」

　彼女は小さく微笑ほほえんで胸の前で手を振る。洗練された「気にしないで」の仕草。

「あの、ではさきほどの悲鳴は……」

「それは……、黒鳥種が」

　彼女は肉の串を掲かかげ、

「これを目がけて、上空から一気に」

　彼女は俺を見つめ、

「そこをワーウルフ彼に守ってもらって。黒鳥種に狙われたことに気付いてなかったわたしは驚いてしまって……。お騒さわがせしました」

「やや、そうでしたか。ご無事そうでなによりです。……ところでオルフェーヴルには、どなたかの応おう援えんかなにかで？」

　そう言った警備兵を、サムソン隊長が「おい」と小こ突づいた。

　クリスティア家のご令嬢が、ワーウルフを引き連れてんだぞ。そう耳打ちされた警備兵は「や、大変なご無礼を」と、わかりやすくたじろいだ。

「それにしましても」美少女を前に、顔を赤くしているサムソンが言う。「テイムロイヤルにワーウルフで参加するとはなんとも勇ゆう敢かんですな。今大会は女じよ帝ていパリピも参戦しているとか。我々はクリスティア家の、むぼ――」

「む、ぼ？」

　彼女が静かにそれだけ呟つぶやくと、空気中に無数の小さな針が誕生したように、ピキッとした。

　サムソン隊長は顔を青くして「ゴホンゴホン」と空から咳せき。「おぅいやいや」と上うわ擦ずって言う。

「我々はクリスティア家の方々の、挑ちよう戦せんを応援してます。なっ、お前ら」

　大おお袈げ裟さなほど何度も頷うなずき、警備兵たちは去っていった。

　むぼ？

　無む謀ぼう？

「……ふぅ」

　彼女が小さく息を吐つくと。

　ウブな警備兵たちを落ち着かなくさせた「深窓の令嬢系美人」特有のどこか近寄りがたい雰ふん囲い気きが、フッと解けたように見えた。

「肉の串を守ってくれてありがと。もう警備の人達たちに連れていかれる心配はないと思うから。どこへでもきみの好きなところに、ね」

　俺の言葉きもちよ、再び彼女に届け。

『俺のほうこそ助かった。本当すげえありがとう感謝してるサンキュー神よ』

「…………今、もしかして……、わたしに猛もう烈れつな勢いでお礼をしてくれた？」

　マジだ！

　やっぱり彼女には伝わる！

『ああ言った言ったよ言わせてもらったよ！』

「……そんなわけ、ないわよね」

『ん？』

「わたし、猛烈な勢いでお礼をしてもらえるようなこと、してないもの」

　猛烈な勢いで言ったばっかりに！

『待って待って。猛烈な勢いでお礼言ってホントごめん申し訳ないスマンかたじけない！』

　なに猛烈な勢いで謝あやまってるんだ俺！

『と、とにかく俺はあなたとコミュニケーションを取り合いたい。会話のキャッチボールがしたいんだ。いきなりそいつはムリかな？　そうだな、まず手始めに「待て」でも「おすわり」でも言ってみてくれないか。すぐやるぜ今やるぜ。それでさ、うまくできた暁あかつきにはご褒ほう美びにその肉の串を一口くれないか？　実はメチャクチャ腹が減ってて』

「…………ワーウルフが目の前にいる初対面の人間に対し、二足立ちでこんなに矢や継つぎ早ばやに吠ほえ続ける。……ワーウルフの習性によると、これは目の前の人間が犬派なのか猫ねこ派なのかわからず不安に陥おちいってるってことだったかしら」

　なんか予想外過ぎる受け取られ方した！

「わたし犬派よ」

　そうなんですね！

　言葉が伝わらなくて、俺は頭を抱えた。

『………………』

「……あれれ、急に吠えてくれなくなっちゃった。たくさん吠えたあとに立ち去ることもなく黙だまってる……――これで頭を片手で押おさえていたら、ワーウルフの習性によると『よろしくお願いします』的な従順の表れのはずだけど……。頭を抱えている場合は……きゅうあい、こうどう？　……えっ、きみは、わたしに求愛してるの？」

　ワーウルフの習性、俺もいったん勉強させてもらえませんかね？

「初対面で求愛行動を臆おく面めんもなく取れてしまえるなんて……、きみがもし人間だったら、初デートで水気の多い口づけを迫せまるような下品な男になっていたでしょうね」

『俺が人間だったとき、どれだけ異性を遠ざけていたか教えてやりたいぜ』

「だいたい、わたしはきみと種族が違うのよ。種族の違うメスに求愛行動するなんて……、きみは女ならなんでもいいの!?」

『俺はなにを問とい詰つめられているんだろうな』

「気高きワーウルフの誇ほこりはどこに捨ててきたの？」

『その誇り、最初から持ち合わせてないよ』

「…………わたしはね、初対面のワーウルフに好かれるのは……もちろん嬉うれしいけど。飛び上がって喜ぶほどチョロい女じゃないんだからね！」

　もちろん嬉しいんかい。




　テイムロイヤル参加者は二番ゲートに集合してくださーい。

　そんな声があちこちから幾いく度どか聞こえてきて、遠ざかっていった。

　そういえば、さっき警備兵たちの口から「テイムロイヤル」ってワードが出てたよな。

　美お味いしそうな匂いのする肉の串を持ったままの彼女は言った。

「いきなり求愛行動を取る節操のないきみを見込んで、お願いがあるの」

『どこを見込んでくれてんだよ』

　彼女の紫色の瞳ひとみが、痛いほどの真しん剣けんさで俺にだけ注がれた。

「……わたしと一緒に、テイムロイヤル、出てほしい」

　わけのわからない世界にいて、わけのわからない姿になっていた。

　なにをやりたいのか、なにができるのかもわからない。

　彼女からすれば、俺はテイムロイヤルとやらに出場させたい存在に見えているのなら、それにのるのも悪くない。

　やりたいことなんて、まあ、そのうち見つかるさ。

　それが見つかるまでは……。まず人からできると思われたことをしてみっか。

「もし出てくれたら、わたしにできることならなんでもする。わたしにできることある？　ご褒美はなにがいいの？」

『そうだなー。その肉を食べたい』

　彼女はなぜか自分の身体をギュッと抱だいた。

「……肉。わたしの肉を食べたいの……？」

　おっ。またまた俺の言葉きもちが伝わったか！

「わたしの身体にくを食べたいって……、それどっちの意味の食べたいなの？」

『どっちの意味でもねえな。その、手に持ってる肉の串だよ、それが食べたいんだ』

「え？　え！　テイムロイヤルに出てみたいですって？　ありがとう！　ありがと！」

『猛烈に感謝してもらってるとこすまんけど、俺は出るだなんて一言も言ってねえっす』

「ええ！　しかも何もご褒美なんていらないですって。でも無む償しようだなんてダメだわ。……あ、これ、冷めちゃったけど良かったら食べる？　あ、でも皿がないわね」

『問題ナッシング！』

　俺は彼女が持つ肉の串に飛びついた。

　ほら旨うまい！

　肉にく汁じゆうが口中に広がる。

「……ワ、ワーウルフが、わたしの手から直接……」

　空っぽだった胃に食べ物が溜たまっていく。たまらん！

「よっぽどお腹なか減ってたのね。いっぱい食べて。全部食べていいからね」

　ああ、咀そ嚼しやくできるって幸せ。

「もっと買ってくるわ。ちょっと待ってて」

　彼女が出店からデカい肉の串を買って戻もどってきてくれる。左右の手に三本ずつ握にぎられていた。

　いただきます！

「またわたしの手から食べてくれた……」

　アムゥ、モグ、ジュル、ゴキュ。

『…………』

　モキュ、ゴク、ペロッ、アムゥ。

「――わたしの名は、エフデ・クリスティア。よろしくしてね」

　俺は二親等以外の異性から、メシをおごってもらったことはなかった。

『俺の名は、竜りゆう之の介すけ。よろしくな、エフデさん』

　俺の言葉は彼女には伝わらないだろう。

　でも、俺はさん付けで呼ぶことにした。

　人生で初めてこんなにもメシをおごってくれた彼女のことを呼び捨てにはできない。

「あ、テイムロイヤル前に食べさせちゃった……。敏捷性が……」

　そう呟いた彼女だったが、気を取り直すように言った。

「でも、ゲェーゲェーさせたりしないから安心してね」

『ああ、ゲェーゲェーさせたりしないでくれて安心だ』

　こうして俺は、ワーウルフ相手に一いつ生しよう懸けん命めい話しかけてくれるだけに止とどまらず、ときたま俺の言葉おもいを奇き跡せきのようにわかってくれたりする――エフデさんと出会ったんだ。







第三章　テイムロイヤル







　桃もも太た郎ろうさんのことをふと思った。

　鬼おにヶが島しまへの道中、彼は鬼おに退たい治じに向かうことになった経緯いきさつや胸のうちを、犬や猿さるや雉きじに話したりしたんだろうか。

　本日二回目の控ひかえ室しつにいた。

　テイムロイヤルの参加者なのだろう。スケルトンの兵士がウォーミングアップのストレッチをしてるなか、エフデさんは言葉が通じないとされる狼おおかみの俺に聞かせてくれた。

　経緯と胸のうちを。




「実はね……」

　エフデさんがもともとテイムロイヤルに一緒に出る予定だったのは、数すうヶか月げつ前に大枚はたいて入会したＧⅢクラスのテイム婚こん活かつパーティで出会ったワーウルフ♀だったこと。

　エフデさんは、自由に育てたいと思い、放し飼いにしていたとのこと。

　すると、どこかのワーウルフの子を妊にん娠しんしてしまい、テイムロイヤルに出場出来なくなってしまったこと。

　更さらに、そのワーウルフのオスと一緒に暮らしたがって、エフデさんのもとから去ってしまったこと。

　今日はオルフェーヴルの運営に、出場辞退を伝えにきたそうだったが。

「辞退を告げに行くのがツラくて。奮発した肉の串で、元気出そ、って思ったんだけど……」

　食べる気なんて起きなくて、途と方ほうにくれていたこと。

「そんなときに、驚くべきことがわたしの身に起こった。見知らぬワーウルフが求愛行動を」

　そして。

　いきなり求愛してくるような無む茶ちや苦く茶ちや節操のないワーウルフが相手だったからこそ、

「自分でも無茶苦茶なお願いだとは思いつつも、一生痕あとが残る傷を負うかもしれないテイムロイヤルに巻き込めたの。節操のないワーウルフは痛覚が鈍にぶく、タフネスだと言うものね。ありがとね、節操のないワーウルフでいてくれて」

　心の中の思おも惑わくを全部発表していくスタイルのお嬢じようさんに、短い時間で「節操のない」と言われすぎな俺だった。

　節操のないワーウルフ。この貼はられたレッテルの剥はがし方、求む。

　とりあえず、気にしないでおこう。

　ただ、一生痕が残る傷を負うかもしれないテイムロイヤルってなにをするのかは、気になった。

　控え室の隅すみでは、全身骨だけのスケルトンがストレッチを続けている。

　いったいどこの筋肉を伸のばしているのかも、気になった。




　ほどなくして控え室に、役所勤めみたいな男が冗じよう談だんを言わなさそうな顔でやってきた。主しゆ催さい者しや側の人間のようだ。

　試合前の注意事じ項こうをあれこれ。

　それでテイムロイヤルのことがわかった。

　人間がテイムした魔物を一対一で戦わせるイベント。

　武器の使用はなし。関かん節せつ技わざあり。急所攻こう撃げきあり。まあ、中には関節がない魔物もいるだろうけどね。急所はどこだよ。

　テイムロイヤルにエントリーする魔物は、「人語を話せない」と認にん定ていされている種族に限るそうだ。

　試合中、人間はなにをしているかというと。

　魔物への指示出しの他ほかは、魔物がこれ以上ダメージを負うのは危険と判断した際に、すかさず碧あおの防ぼう御ぎよ膜まく魔ま法ほうを発動させること。

　ボクシングでセコンドがリングにタオルを投入する行こう為いと、意味合い的には同じかな。

　戦せん闘とう中の魔物に向かって、外野から防御膜魔法をかけるというのは、負けを認めるわけだから。

　このタイミングの見み極きわめこそが、テイマーとしての資質が問われるところらしい。

　ちなみに相手の魔物を殺してしまえば、その時点で「失格負け」になるだけでなく、テイマー資格の永久剥はく奪だつだそうだ。

　相手を殺さずに倒たおす技術の競きそいあい。それがテイムロイヤル。

　選手として参加する前に、暢のん気きな客として一度観戦してみたかったな。正直なところ。




　初戦までは、まだ時間がある。

　エフデさんはお手洗いに。緊きん張ちようするとトイレに行きたくなるらしい。

　忠犬改め忠狼。

　お嬢さんをトイレ前の石いし廊ろうでお利口に待つ俺おれの前を、

　メタボな中年を緑に塗ぬったくって縮小しました――ゴブリン。

　バケツ一いつ杯ぱいのローションに魂たましいが宿りましたとさ――スライム。

　世の中を斜ななめから見ている文化人感が半はん端ぱない――顔が猫男。

　シャンプーは何をお使いでいらっしゃいますか――髪かみが蛇へび女おんな。

　そんな連中が通り過ぎていく。

　石廊の壁かべに寄りかかっている俺は、意識高いハロウィン会場にでもいるような気分になった。

『トリックオアトリート』

　言ってみただけだ。意味はない。

　石廊の奥から、また見たことがないのがきた。

　廃はい業ぎようした力士のような身体に、反社会的な面つら構がまえ。ホブゴブリンとかいったか。

　その緑の巨きよ体たいのうしろから、やけに金のかかってそうな刺し繍しゆうの多い服を着た小男が出てきた。

「おやおやー、こんなところにワーウルフがいるノデ？　――アア、そうか。クリスティア家の……」

　やつは「ハァア」と、芝しば居いがかったため息を吐いた。

「ミス・エフデも可か哀わい想そうなお人だ。クリスティア家に生まれたばっかりに、向いてないテイムの道を歩まれて……」

　可哀想？　向いてない？

　エフデさんへの悪口なら、黙って聞いてるわけにはいかねえな。

「たびたび噂うわさに聞くミス・エフデは、優やさしいお人だ。そして、優しい人はテイマーには向かないノデ」

　どういうこった？

「バカちんな魔物ほど自分に向けられた優しさを自分への媚こびと受け取り、自分のほうが上の存在だと勘かん違ちがいを引き起こす。テイマーの言うことを聞かなくなる」

　へぇー、なるほど。

「このボクのように魔物に対して終しゆう始し一いつ貫かんしてドＳな態度を取り続けられる者こそ、一流のテイマーになれるノデ。イヒヒヒヒッ」

『こんな狼相手に講こう釈しやくサンキュ』

　頬ほおが筋肉痛になりそうなほど笑ってたやつの顔が歪ゆがむ。

「おやおや、吠ほえないでおくれよ。ボクの繊せん細さいな鼓こ膜まくはワーウルフの声で震ふるわせていい仕様にはできてないノデ」

　じゃあ、どっか行けよ。

『ばーかあーほ』

「ハァン」

　どしたよ？　やつはビクッと身体をくねらせて、気色の悪い声で喘あえいだ。

　おかしな光が宿った目を、俺に向けてくる。

「……今の鳴き声、なんともいえずよかったな。思わず声が出てしまった」

『…………ばーかあーほ』

「ハァン」

『ばーかあーほ』

「ハァン」

『ばーかあーほ』

「ハァン」

　………………もっと文化的な交流がしたいなあ。

　俺の鼓膜を、男の気持ちよがってる声でこれ以上震わせたくなかった。

　吠えるのをやめた。

　やつは落ち着きを取とり戻すと、ホブゴブリンに持たせていた仕立てのいい収納鞄かばんを手にし、それを開けた。

　中には、色いろ鮮あざやかな小こ瓶びんが並んでいた。

　４×６。24個。24色。

　やつは言う。

「近代のワーウルフは知を喪うしない、巷ちまたでは低脳種呼ばわりされてる」

『……』

「だが、ボクはお主はそんなバカちんではないと思ってるノデ」

『ん？』

　やつは、落ちこぼれを見捨てない熱血教師の目をしていた。

「そこでだ。お主にしか聞けないようなことを聞く。是ぜ非ひこのボクに教えてほしい」

　ワーウルフの俺が、教えを乞こわれる。

　誰かと文化的なコミュニケーションが取れる！　そんな予感に喜びを覚えた。

　さっき「ばーかあーほ」と言ったことを急速に申し訳なく思った。

『なんでも聞いてくれ。イエスだったら青のインク、ノーだったら赤のインクに触ふれろ、とかそういうことか。……なんで24色も出したんだ？』

「お主はクリスティア家にテイムされてる。つまりミス・エフデと寝しん食しよくを共にしてるわけで。つまりミス・エフデの着き替がえを見てるわけだ！　ずばり教えておくれ、本日のミス・エフデは何色の腰こし布をつけてるノデ!?」

『…………』

　視界の端はしでは、胴どう体たいが自じ販はん機きくらいある豚鬼オークが通過していった。

　この世界の常識はからっきしの俺でも、女の子の腰布の色を24色のインクの小瓶を使って、ワーウルフから教えてもらおうとするのはイカレポンチだってわかる。

　さようなら文化的コミュニケーション。

　語ご尾びにちょくちょく「ノデノデ」言うやつに期待した俺がバカだった。

　やつは自分の言葉は俺に伝わると信じてる顔つきで続ける。

「教えてくれたら、お主には後日、盛りのついたメスワーウルフの刈かりたての体毛を、麻あさ袋ぶくろいっぱいに進しん呈ていするノデ」

『………………』

　お前さんみたいな発想力の持ち主が、性せい風ふう俗ぞく業界を盛り上げていくのかもな。

　やつの後ろで、防音材の壁のように立つホブゴブリンを見た。

　彼は自分の主人の発言など気にも留めない顔で、周囲の酸素をあらかた二炭化酸素に変えそうな大あくびをしていた。

　俺も今は人間の戯ざれ言ごとに無関心な魔ま物ものになって、あくびがしたい。




　と、そこへ、エフデさんがお手洗いから出てきた。

　俺のそばにいたやつは笑えみを浮うかべ、「やあミス・エフデ」と手を上げた。

「初めまして、ボクは『パチンカス』です」

　気でも触れたか？　いきなりギャンブル依い存ぞん者だと名乗ったぞ。

「ボクは、国指定の強化種をテイムする者として『パ』の冠かん名めいを授さずかりし者ですが……。よろしかったら、重々しい『パ』の響ひびきを取って、ボクの本当の名を呼んでくださいませ」

　パを取ったら、アウトだろ。

　エフデさんは心の中を覗のぞかせない微笑みで、顎あごの先を沈しずめるだけの挨あい拶さつ。警備兵たちと応対したときと同じ、どこか近寄りがたい雰囲気が出てる。

　見知らぬワーウルフの俺には、とっても気き易やすい彼女なのにな。

「えーっと」

　パチンカスは、話題を探す顔。一生懐なつかない猫と化したエフデさんの佇たたずまいにもめげず、果か敢かんに切り出した。

「そうだ、ミス・エフデは、Ｓ級魔ま法ほうアイテムの『ビハインドザマスク』って被かぶったことあります？　ボクはこの前初体験したんですが、あれは驚いたノデ。首から下は、マスクを被る前と同じ格好なのに、マスクを被っているのがボクだってなぜかバレない魔法暗示効果が働くんですよ。で、肝かん心じんのマスクの色は、日にち没ぼつ間ま際ぎわの空のような色になったノデ。いやあ、『魔ま法ほう耐たい性せい』に恵めぐまれているのが周りにいた人にバレてしまって、あのときは弱ってしまいましたよ。イヒヒヒッ」

　エフデさんに質問しておきながら、答えを待たず流れるように自じ慢まん話ばなしを展開する。

「へー、スゴイノネ」

　エフデさんの声が人工音声みたくなっていた。

「いやあ、それほどでも」

　身体をクネクネさせて喜ぶパチンカス。エフデさんは個別握あく手しゆ会かいで持ち時間が過ぎたファンを無感動に眺ながめる被ひ崇すう拝はい者しやの面つらつきだった。

　少しでも自分のことを知ってもらいたい欲に駆られているパチンカスは止まらない。

「実は、ボクの一回戦の相手は、女帝ことミス・パリピなんです。――嗚呼ああミス・エフデ、ボクの身が心配なのはわかるのですが、どうかその、形のいい胸を痛めないでくださいなノデ。――いやはや、あの無敗テイマーである女帝に、このボクが今日敗北をプレゼントしてあげますよ。巷では男おとこ嫌ぎらいと噂の女帝は、初めて逢あう自分よりも強いテイマーの男に、あの、やけに発育のいい胸をトキめかすノデ。そして早晩ボクに求愛してくることになるでしょうが……。――嗚呼ミス・エフデ、どうかご安心を。ボクは断じて女性を胸で選ぶような男ではござらんノデ！」

　舞まい上あがった男というのは、かくも無む惨ざんなものなのか。

　胸のサイズ感について言われたエフデさんは、氷こおり魔ま法ほう使つかいでしたっけ？と確かく認にんしたくなるほど、なんか冷気が出てる。

　お近づきになりたい野や郎ろうと、そうでないお嬢さん。

　この不毛な一幕を終わりにするべきだ。

　エフデさんがほんの気まぐれにも「パ」を取って、パチンカスの名前を呼ぶ前に、俺は『ばーかあーほ』と連呼した。

　パチンカスは喘ぐのを我が慢まんしたが、快感から声が漏もれそうになるのを悶もだえながら必死に堪こらえてる姿というのは、控えめに見ても「おまわりさんこいつです」と指をさしたくなるような不ふ審しん者しや仕上げだった。

　エフデさんはこの場から離はなれようと思い立ったんだろう。俺の手を引く。

『あ』

　エフデさんの手の柔やわらかさ小ささ――そして、意外に強い握あく力りよくを感じた。

　こんな狼の化け物じみた身体になにも躊躇ためらわず、触れてくれることが、なんだか嬉しかった。

　変態野郎が喘ぎ声を我慢し、ホブゴブリンがまた大あくびをかます。誰かと手を握りあって、心が温かいもので満たされるには、ずいぶんとロマンチックな場所だった。




　手を引かれ、控え室に戻ってきていた。もうそろそろで初戦という頃ころだ。

「わたし今から、きみにメーメーするね」

　エフデさんから出だし抜ぬけに謎なぞの言葉を言われた。

　メーメー？

　羊の鳴きマネ？

　狼の俺の前で、エフデさんが羊になる予告。なにかのごっこ遊びか。

　とりあえず見た目が狼すぎる俺は、エフデさんからメーメーされたら、どうすりゃいいんだ？　お手て柔やわらかに襲おそえばいいのか？

「きみの名前は今から――キズナ……。もし不満があったら身体全体で訴うつたえて、一いち応お、第二候補もあるから」

　あ、メーメーって、「命名」ってことね。

　その名は、エフデさんがいつの日かオスのワーウルフとパートナーになることがあったら、つけようと思ってた名前だったそうだ。

　ちなみに第二候補はアドンだった。

　キズナ。

　褐かつ色しよくのボディビルダーを彷ほう彿ふつさせたりしない、いい名前だ。







※　※







　一回戦　　対　馬男スタリオン（頭が馬で首から下が人型）＆パシリー戦。

　まさか俺が勝てるとはな。

　……俺は、特別強い個体のワーウルフだったのか？

　いや、そういうわけでもなかった。

　ただ、試合において俺にすこぶる有利に働いたことがあった。

　テイムロイヤルに出場する魔物は、どうやら日ひ頃ごろから各種族との戦闘を想定した対策トレーニングを積んでいるようで。

　だから、ワーウルフといえば「噛かみつき」主体のファイトスタイルという先入観と固定観かん念ねんがあるようだった。

　だが、こっちからしてみれば、懇こん願がんされても魔物の地じ肌はだになんて噛みつきたくない。

　叩たたく、押す、蹴けっ飛とばす、投げる。

　丸まる腰ごしの人間のような戦い方をするワーウルフは想定外だったんだろう。

　一向に噛みついてこないワーウルフに、馬男スタリオンは大いに戸惑っていた。

　そして、戸惑いはすぐに、入念にテスト勉強をして臨のぞんだ試験の内容がそもそも科目からして違ちがったというような、「この世の終わり」的悲ひ愴そう感かんへと変わっていった。

「スタリオン、種付けパーティが待ってるぞ！」

　活を入れるパシリーの声も、みるみる戦意を喪そう失しつさせたスタリオンには届かない。

　馬男は状じよう況きようを見て、臨機応変に戦うことのできない種族らしい。

　最後は、諦あきらめたパシリーが碧の防御膜魔法を張り、決着と相成った。

　我ながらアッパレ。よくもまあ、ヘビー級のボクサー然とした馬男の逞たくましい身体にも怯ひるまず、積極的に戦えたものだ。

　それはテイムロイヤルが始まる前、俺の耳には観客のこんな声が届いていたから。

　――白痴狼ワーウルフでテイムロイヤルに出るとか正気？

　――クリスティア家ってまだワーウルフをテイムしてんだね。時じ代だい錯さく誤ご～。

　――冷やかしで参加してんのかもな。

　ワーウルフになりたての俺は、あまり気にならなかったが。

　それを耳にしたエフデさんの、悔くやしそうな顔が強く残った。

　団子をもらっただけなのに、鬼と勇敢に戦った犬猿雉のように、肉の串くしを食わせてもらった俺も勇敢に戦ってやろう、とそう思った。

　――うわマジかよ、スタリオンが負けたぞ。

　――誰だれだよ、ワーウルフは最弱ザコ魔物とか言った奴やつ。

　――ワーウルフが勝つ方に間ま違ちがって賭かけたおかげで、いよっしゃあああ！

　観客のそんな声を聞きながら、控え室に引き上げていく。悪くない気分だ。




※　　※




　――今年って、オルフェーヴルにミスコンないんだっけか。

　――ああ残念だよな。クリスティア家のお嬢じよう様さまに一票入れようと思ってたのに～。

　――俺も俺も。エルフ勢の連れん覇ぱを止められる人間はエフデ様しかいねえ。

　――いいんだよなぁ。あの落ち着いた雰囲気、知的なまなざし、お上品な言葉を紡つむぐ可か憐れんな声。

　――最新版の辞書で「深窓の令れい嬢じよう」って引けば、彼かの女じよの名が出てくるって噂だぜ。

　――クールビューチーだよ、クールビューチー。

　窓の下を行いき交かう人の声が聞こえてくる、一回戦直後の控え室だった。

「深窓の令嬢」と向かいあった俺は、ほっぺたを挟はさみあいっこしていた。

　むぎゅぅう。

　クリスティア家では古くから、テイマーとワーウルフが互たがいのほっぺたを挟みあい、勝利の喜びをわかちあったらしい。ハイタッチみたいなものか。独特。

　ほっぺのお肉を押され、口が「う」の形になっていたエフデさんが言う。

「キズナきいじゆにや、次ちゆぎは二回戦しえんだね」

　巷で評判の、お上品な言葉を紡ぐ可憐な声はただいま滑かつ舌ぜつが死に絶えていた。

「……ありがぁちょ」

　キズナのおかげで、新聞の『次世代に残らなさそうなテイマー家特集』に載のらなくて済むかも。

　それは彼女にとって、よっぽど嬉しいことだったんだろう。

　ほっぺたを挟まれながら話すため、彼女の口くちの端はしから垂れた唾だ液えきの雫しずくが、俺の腕うでに落ちたことに気付いてないほどだった。

　俺の毛深い腕は、クールビューチーの成分でほんのり湿しめった。




「今大会の大穴！　オルフェーヴルに現れし美しき紫の瞳ビユーテイーパープルアイズエフデ・クリスティア＆二足歩行の速度違い反はん、嘘うそはつかない狼少年『キズナ』選手の入場です！」

　二回戦からは入場シーンがあるようだ。

　入場パフォーマンスなんて用意してない。

　エフデさんと香ばしいほどダサいキャッチフレーズを頂ちよう戴だいした俺が一回戦と同じように背筋を伸ばして石いし舞ぶ台たいへと出て行くと、ボルテージの上がった客席から洪こう水ずいのような歓かん声せい。対戦相手の注目度のせいか、立ち見もぎっしりだ。なんか大おお晦みそ日かに試合をする格かく闘とう家かにでもなった気分。

「今大会の大本命！　一回戦はなんと大会記録の８秒失神ＫＯ勝ち。女じよ帝ていパリピ・シェフィールド＆足湯独どく占せん禁止令『むかりん』選手の入場です！」

　石舞台の上、週末にナイトプールに行きそうな名前の対戦相手を待ち構える。

　俺よりイケてないキャッチフレーズがつけられているむかりんに同情を覚えながら。

　足湯独占禁止令って、なんだろうな。

　答えは、すぐにわかった。

　たった今ベッドから出てきたばかりって感じの、クシャクシャな亜あ麻ま色いろのロングヘアーに男ウケしそうな顔をしてるパリピ（女帝っていうから妖よう艶えんな大人の女性をイメージしていたが、すこぶる若い！）のうしろから、入場パフォーマンスのつもりか蛇だ行こうしながら地を這はってくるのは、デカい黒い長い平べったい何か。

　ジェットコースターくらいある全長の側面には、数えるのがめんどくさいほど脚あしが生えてて、その一本一本が片時も静止せずウネウネと動いてる。

　前方に突つき出でた頭部は胴体よりも太く、正面に固定された顔は横広で、ワックスでもかけたみたいに黒光りしていた。

　不意に、昔のことがハッとするほどの解像度で蘇よみがえる。

　放課後。鄙ひなびた神社。境けい内だいの石段。

　――……竜りゆう之の介すけくん、わたしと付き合ってくれないかな？――

　ザボンさんの桃もも色いろのスニーカーが踏ふんづけた、ムカデのこと。




　巨きよ大だいムカデは顔を天に向けていた。

　こんな生命体が存在するこの世界に対する驚おどろきと、

　こんな生命体をテイムしている人間がいる驚きと、

　巨大ムカデに「むかりん」と名付けるセンスに驚きを禁じ得なかった。

　パリピは、身体のラインがわからないほどダボッとした黒装束の懐から、二つの異様に鮮あざやかな虹にじ色いろの果実（？）を取り出した。リンゴサイズのそれを巨大ムカデの口の中に玉入れの如ごとく放つ。試合前のエネルギー補給のようだ。

「二回戦！　レッツファイト!!」

　試合開始の合図と同時に、むかりんはその巨体に似合わない俊しゆん敏びんさで突っ込んでくる！

　おそらく一回戦を瞬しゆん殺さつで決めた攻撃なのだろう。

　俺は真横に跳とんだ。

　数瞬前に俺がいた場所を、黒い土石流になったむかりんが踏み荒あらしていく。

　せり上がった客席への壁の間ま際ぎわで急停止したむかりんは長なが平ひらべったい身体を器用に翻ひるがえし、こちらに振ふり返かえった。

　乾かわいた血のような暗い赤の眼めが二つ、俺だけを見み据すえている。

「シィー！　シィー！」

　Ｃ級パニック映画のモンスターにシィーシィーされる異世界ライフ二日目の昼下がり。トラウマになったら、ワーウルフでも心しん療りよう内ない科かに受じゆ診しんさせてもらえるだろうか。

「キズナ」

　すぐうしろ。試合中のテイマー用防ぼう御ぎよ結界の中から、エフデさんの声。

「避よけ続けて。巨虫種はそんなスタミナないから、10分も経たてばバテるよ」

『…………』

　むかりんの後方で、相手方のセコンドのパリピが言う。

「ワー公は知ち恵えとかなさげな種族だし。そう何べんもちょこまか避けたりできっこないよ。ビッグバイアモン・クイックしまくって！」

『…………』

　俺は巨大ムカデとの鬼おにごっこが10分は続く現実に、呆ぼう然ぜんとしてる場合じゃなかった。

　むかりんの突とつ進しん技わざが来る！

　ＢＢＱビツグバイアモンクイツクは食くらいたくない。必死に避けた！

　俺はただ回かい避ひに徹てつしてるだけではなかった。

　躱かわしざまに、引っ掻かきや跳び蹴げりを、むかりんの漆しつ黒こくの胴体に浴びせてもいた。

　だが、馬男スタリオンの戦意を刈り取った、それらの攻撃も効きやしない。

　ガードレールでもぶっ叩たたいているような手て応ごたえ。タフなむかりん。

　会場アナウンスが言う。

「キズナ選手、ワーウルフ種が最も得意とする噛みつき攻撃を未いまだ見せていません！　これはどこで噛みつきを見せてくれるのか!?　期待が膨らみます！」

　期待に添そえず、申し訳ないね。




　優勝候補筆頭のむかりんが突とつ進しんを繰くり返し、会場アナウンスが、

「今大会のダークホース！　ワーウルフのキズナ選手、脱だつ兎とのごとく逃にげまわるだけではなく、蝶ちようのように舞い、けれど蜂はちのようには刺させず、さながら闘とう牛ぎゆう士しのごとく神回避！」

　生き物の名前をいっぱい言ってる。

　そんな攻こう防ぼうに、会場は飽あく気配もなく盛り上がっていた。

　対戦相手に初速から時速70㎞で突っ込んでいく巨大ムカデの姿は、そうそう見み飽あきるものじゃないよな。

　ただ、女帝パリピは痺しびれを切らしたようだ。

　我慢できないって感じに「むかりん！」と叫さけぶ。
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「まるまって！　ワー公はおバカな種族だから。まるまってれば勝負がついたと思って、油断してダラダラすんよ。そこをもっかいＢＢＱビツグバイアモンクイツク！」

　俺、本当に頭悪いと思われてんだな。

　だがそんなことは、すぐ気にならなくなった。

　従順でお利口さんのむかりんが、パリピの指示を無視したからだ。

　むかりんは、まるまるのと真逆の体勢――胴体最後部だけ地面にビタッと接すると、上体を高く持ちあげた。

　俺の視界いっぱいに、丸見えになった巨大ムカデの腹。

　付け根から伸びる無数の脚がウネウネと蠢うごめいてる。

　グロテスク。夢に出てきそ。

「ギィギイイイ！　ギィギイイイ！」

　鳴き声って「シィー！　シィー！」じゃなかったっけ？

　――そのとき、むかりんの頭上に、何か小さなものが翔とんでいるのが見えた。

　あれは……、土牢にいた妖よう精せい？

「これはいったいどういうことでしょう!?」会場アナウンスの声が裏返る。「この鳴き声は巨虫種が我を忘れて怒おこっている時のものです！」

　パリピは「むかりん！　むかりん！」と取り乱した声を上げてる。妖精は見み間ま違ちがいだったのか、その姿は消えていた。

　むかりんは上体を持ちあげたまま、あさっての方角に猛もう烈れつな勢いで突進を始め――そのまま客席に突っ込んでいった！

「――――!!」

　悲鳴。叫きよう喚かん。怒ど号ごう。

　誰かが叫んだ。狂暴化ドウラメンテだ！

　巨大ムカデは観客がぎっしり詰つまった客席を、黒い竜たつ巻まきになって移動する。

　あちこちで、防御膜魔法の碧の光が同時多発的に生まれる。

　それでもやつが通り過ぎたあとには、防御膜が間に合わなかった不運な誰かが倒れていた。

　なにがどうなってんだ？

　俺はパリピのほうを見る。

　彼女は余よ裕ゆうのない表情で、何かを必死に唱えている。魔法のようだった。それはおそらく、むかりんの暴走を止めるためのもの。だが、その魔ま法ほう詠えい唱しようの負担は、パリピの精神力を凌りよう駕がしてしまったんだろう。

　彼女は気を失った。その場に頽くずおれた。




「ギィギイイイ！」

　怒いかり狂くるった巨虫種が発する金属質な響きの混じる声には、魔ま力りよく耐たい性せいに乏とぼしい者を金かな縛しばりにしてしまう効果が！　会場アナウンスがそう叫んでる。

　誰しもが狂暴化した巨虫種から逃げ惑まどい、客席の出入り口に殺さつ到とうするなか――

　客席へと駆かけていく、細い背中を見た。

　エフデさん!?

　俺も駆けだした。

　せり上がった客席への石壁。エフデさんは、走はしり高たか跳とびの要領で思い切った踏み切きりから跳ちよう躍やくした。

　銀色の髪が宙に美しく流れる。重心の放物線軌き道どう。

　次の瞬しゆん間かんには――エフデさんは、客席に降りたっていた。

　エフデさんが向かう先、なぜか灰色の小山があった。

　逃げ遅おくれた象人族の子供だと、会場アナウンス。

　駆け寄よったエフデさんが、動けなくなってる象の坊ぼうやを抱かかえようとする。

　が、彼女のか細い腕では到とう底てい無理だった。

　暴走を続ける巨大ムカデ、その進路上に二人がいた！

　エフデさんは象の坊やの前に立った。その子を庇かばうように、巨大ムカデに向かって両手を広げた。

　その勇ましい姿に、起死回生の魔法を詠えい唱しようする気配はどこにもない。

　丸腰の華きや奢しやな女の子なのに。

　生身で象人族の盾たてになろうとする。

　なにやってんだよエフデさん!?

　巨大ムカデの突進は止まらない。

　間に合わねえ！

　焦あせる俺の足がもつれ、前のめりに転てん倒とうした。

　両手が地面についた瞬間、なんだろう、妙みようにしっくりした。

　なんだか速く走れそうな予感。

　俺は四つの手足をメチャクチャに回転させる。

　視界が音速の半分の速度で後方に千切れていく――――

　ご乱心のムカデの尾ケツは、もう目の前だ！

　だが、殴なぐる蹴るでは、やつを止められないだろう。

　黒い雪崩なだれと化した巨大ムカデが、エフデさんの身体を呑のみ込んでいくのを真後ろから眺めるために、四足走行したわけじゃない。

　やつの暴走を止めてやる！

　俺は、おそろしく抵てい抗こうがあることを、

「クソがぁぁああ！」

　した。

　雨ざらしの古タイヤを噛みきったような悪夢的食感と、夏場に甲こう殻かく類るいが腐くさったような拷ごう問もん的悪あく臭しゆうに襲われる。

　そう、つまり――俺はムカデの尾ケツにワーウルフ種が最も得意とする噛みつきをやってのけたのだ。

「ウエッ、ペッ！　ペッ！　ペッ！」

　俺の心に消せないグルメ体験が残った。

　が、その甲斐かいあって、突進する巨大ムカデの軌道が逸それてくれる。

　エフデさんと象の坊やは無事だった。

　よかった！　よかった！

　安あん堵どに浸ひたる俺の視界に、尾の一部を噛み千切られたムカデが自分に危害を加えた対象を見つけ出そうと振り返り――激げき昂こうがこもった赤黒い眼と、目が合った。

「ギィギギィギィイイイ！」

　当たり前のように襲いかかってくる。

　俺は、客席から跳び降りた。

　円形の石舞台上だけで逃げ回まわる。

　またエフデさんが誰かの盾になりに行かないように。

「たった今入った情報です！」職務を放ほう棄きしない会場アナウンスが言う。「中央守護職と解呪魔法教『アパパネ』がこちらに向かっているとのことです！　あと10分ほどで到とう着ちやくする模様！」

　巨大ムカデとの10分間鬼ごっこが、まさかの仕切り直しになった俺の身体が、不意に碧あおの光に包まれた。

　エフデさんが防ぼう御ぎよ膜まく魔ま法ほうをかけてくれたのだとわかった。ありがたい。

　この魔法に本来そういう効果はないだろうが、俺の気力も回復した。

　狂暴化したやつの動きは読みにくくなったが、こっちは四足走行。

　オトリになって逃げるだけなら、なんとかなる！

　だが、やつは「ギィイイイ！」と何度も喚わめくから。

　客席のあちこちで、魔力耐性に乏しい者がかかった金縛りはいつまでも解けずにいた。

　むかりんがどんなきまぐれで、いつ客席に突っ込むかわからない。

　そうなったら俺はまた噛みつきか？

　それだって次も有効とは限らないよな。

　できるだけ早く、この危険と隣となり合あわせの状況をなんとかしたい。

　逃げ回りながら眺める世界。いたるところで防御膜魔法の碧の光が見える観客席の隅すみに、紅くれないの光を見た。

　あ、ブレイクだ。

　まわりに誰もいない場所で、金きん髪ぱつの彼かれは大たい剣けんデュランダルを下段に構え、もう半分泣きそうな顔で詠唱を続けていた。

　おそらく本心は逃げたかったんだろうが、この会場に居合わせた攻こう撃げき系魔法の使い手として、そして王立ブエナビスタ魔法学校の剣けん聖せいとして、トンズラするわけにはいかなかったんだろう。

　彼は、ひときわ目ま映ばゆい紅のオーラと「戦ってますよ感」を周囲にまき散らしていた。

　でもブレイクさんよ、開会演目オープニングで動く標的にされた俺おれはわかっちまうんだが。

　詠唱中、ひときわ目映い紅のオーラを発するその技わざは攻撃範囲リーチが、鬼クソ短いやつだよね？

　観客席の隅からじゃあ、石舞台上の標的には届かないにもほどがある。

　俺は半はん狂きよう乱らんの巨大ムカデを引き連れて、客席に飛び込んだ。

　階段状の客席を一気に駆け上がる。

　前方では、ブレイクが自分のもとに向かってくる俺に気付いて、苦虫を噛み潰つぶしたような顔を見せる。

　ついさっき、苦虫ムカデを実際噛んじまった俺は、そんな顔をされたところでお構いなし。

　一直線に駆けた俺は、詠唱をまさに終えるブレイクの眼前で真横に跳躍した。

　俺の背後につけていた巨大ムカデはそのままの勢いで、ブレイクのもとに。

　デュランダルが煌きらめいた。

　―――――――――!!

　ブレイクの魔ま法ほう剣けん技ぎが本日初めて魔物に直ちよく撃げきした。




　手の指の股また、脚の指の股、そしてお股と。

　全身の股という股が激げき烈れつな痒かゆみに見み舞まわれた挙げ句、痒さのあまり気を失うとされる技をくらったむかりんは、世界中の痒さを一手に引き受けたように猛烈にクネクネウネウネと蠢き倒たおす。

　ムカデの脚と脚の間は全すべて「股」として、技の影えい響きようを受けているようだった。

『対ムカデには、一層えげつない技だな……』

　むかりんが気絶すると、歓声は最初から爆ばく発はつ的てきだった。

　ブレイクー。ブレイク様ー。魔法剣技で狂暴化した魔物を無力化させた男への惜おしみない賞賛。

　ブレイクは、周囲に手を振って応こたえてる。

　頼たのまれる前から観客全員にサインでもしそうな、ご満まん悦えつな表情だ。

　とりあえず俺は、ウイニングランが長いブレイクの近くから離れようと思ったが、

『…………』

　二足歩行で一歩踏み出したとこで、立ち止まった。

　すぐそばにエフデさんがいたんだ。

「やあやあ、これはクリスティア。我わが魔法剣技が、トチ狂った巨きよ大だい魔ま物ものを見事一いち撃げきでもってノックアウトしてのけた瞬間をご覧頂けたかな？」

　俺のうしろでなにか言ってる誰かさんのほうに、エフデさんの視線は動かない。

　彼女の瞳ひとみはまっすぐに俺だけを見ていた。

「……ムチャしすぎ、だよ……。きみの身にもしものことがあったら、……わたし、泣くよ」

　そう言いながら、瞳の端はもう少し泣いてるエフデさんだった。

　観客の視線が集まるこの場には、人間の男と少女とのびてるムカデとオスのワーウルフがいた。

　少女が自分以外に話しかけた可能性なんてこれっぽっちも考えない人間の男が言う。

「やあハニー泣かないでおくれ。このブレイクの身はホラ、かすり傷一つ負ってはいないさ」

「……狂暴化した巨虫種がきみを狙ねらって追いかけまわしてた……、わたし、怖こわかったんだから。もぅ、ムチャして」

「ああクリスティアよ、このブレイクを見て話すのは照れるからって、そんな狼おおかみ風ふ情ぜいのほうばかり見て、困ったハニーだ。――なあクリスティア、今こ宵よい二人でオルフェーヴルの打ち上げをしないか？　今思い出したんだが、先日こないだ中々に旨うまいシャコ料理を出す店を見つけたんだ」

　俺は状況が散らかりすぎてて、頭がクラクラしていた。

　象人族の子供を守ろうと、突進してくる巨大ムカデの前に立ちはだかった少女は自分のことを棚たなに上げ、俺に「ムチャして」と言いい募つのり。

　ハニーハニーと独り言を続ける男は、おそらくダウンしている巨大ムカデが視界に入ったことで、シャコ料理店を思い出すだけで留とどまらず、それを食いたくなる始末。

　この場の会話を聞き取った観客の女子たちが「ワタシも打ち上げに連れてってー」と叫び。

　会場アナウンスは「さすがブレイク・コーレイン今日もモテモテです！　よっ、女泣かせ！」と愉たのしげ。

　俺はもう一度、四足姿勢を取ろうと思う。

　最高速度でこのカオスな場所からトンズラしよう。




　――トンズラできなかった。




　エフデさんに抱だきしめられたからだ。

　陽光をめいっぱい吸ったシーツとミルク。そんな彼女の匂においと体温。

「……わかってるから……、オトリになって、たった一人で引きつけ続けて、みんなを守ろうとしたってこと」
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　昨晩土牢に一泊ぱくした挙げ句、デオドラントスプレーもしていない俺だった。

　むかりんとの鬼ごっこで、汗あせだってかいていた。

　筋トレ直後のアドンとサムソンの煮にえた汗も、体毛に付着していた。

　自分では気付けていないだけで、俺は今野性味溢あふれる臭においを放っているんじゃないか。

　そんな俺の身体を、エフデさんは抱きしめてくれていた。

『…………』

　どうしていいかわからず、ブレイクを見た。

　彼は一人でボソボソ言っている。

　ははーん、クリスティアは薄うす汚ぎたない狼風情に抱きついて、我がファンからの嫉しつ妬とを躱したのだな。きっとそうに違いない。そんなこと気にしなくてもよいのに、困ったハニーだ。

　ブレイクは自分の都合のいいように物事を解かい釈しやくする天才かもしれない。







第四章　衣食住







　気絶していたむかりんは駆けつけた中央守護職の方々によって、その巨大な身体を拘こう束そく具で固定されていく。

「むかりん！　私を一人にしないで！」

　円形闘とう技ぎ場じようから運び出されていくむかりんの後を、パリピが追っていった。その姿に、女帝と呼ばれる者の面おも影かげはなかった。一人の少女だった。

　……むかりんはこれからどうなっちまうんだろう？

　そんな疑問が伝わったのか。パリピとむかりんの姿が見えなくなった頃、エフデさんが言った。

「人外狂暴化現象ドウラメンテを鎮しずめるとされる魔ま法ほう『Solemiaソレミア 七詠唱』を成功させる者が現れないかぎり、パリピさんとむかりんちゃんはもう一いつ緒しよには……」

『………………』

　人外狂暴化現象ドウラメンテが起こったため、テイムロイヤルの残り試合は当然、中止となった。

　エフデさんからは一緒にテイムロイヤルに出て欲ほしいとお願いされていた。そのテイムロイヤルが終わってしまった今、俺はつまりお役御ご免めんというわけで。

　……俺はこれからどうなっちまうんだろう？

　そんな不安が伝わったのか。エフデさんが言った。

「ねえキズナ、このあとわたしの、一人暮らしの家に来ませんか？」

　敬語だった。

「ま、まずはテイムロイヤルでの疲つかれを癒いやしてほしいし…………。ごめんなさい、正直に言うね。実は、キズナには今日だけでなく、これからもわたしのパートナーでいてほしいっていう下心があります」

　下心！

「……キズナがさ、もしあのイヤじゃなかったら……、不ふつ束つかなテイマーのわたしですが、一緒に生活を……」

　そこまで言ったエフデさんは、自信を失った顔になってしまう。

　俺は彼女に伝わる言葉を喋しやべれない。それでも、今の気持ちは伝えたい。伝える方法に気づいた。

　俺はなんでもいいから声を出す必要があった。あいうえおかきくけこさしすせそ。

「ど、どうしたの急に吠ほえだして？」

　らりるれろわをん。今度は押おし黙だまり、頭を片手で押さえた。

「たくさん吠えたあとに立ち去らないで黙りこくる、しかも頭を片手で押さえて……。これってワーウルフの習性によると『よろしくお願いします』的な従順の表れ……。わぁキズナ！」

　パッと嬉うれしそうな顔になったエフデさん。俺もエフデさんと一緒にいたいという思いが伝わってよかった。

　巷ちまたで低脳種呼ばわりされるワーウルフに対しても、気を遣つかうエフデさんは、

「あ、でもイヤになったら……。うちを出て行っていいんだからね。そうなってほしくないけど……。キズナだって、いずれは可愛かわいいメスのワーウルフと一緒に暮らしたいもんね。でも、テイムされてるワーウルフは、活かつ躍やくすればメスのワーウルフからすっごくモテるらしいから。一緒に頑がん張ばろうね、キズナ」

　メスのワーウルフにモテなくても大だい丈じよう夫ぶです。それを伝えられるワーウルフの習性が知りたいところだ。




※　※




　テイムロイヤル終しゆう了りよう後の手続きをしに。

　エフデさんと共に大会本部が置かれた一室に入る。

　と、オルフェーヴル実行委員たちの声。

　――このままここに置いとけねえし。コレ、どうする？

　――そもそもテイマーの家は基本金持ちなんだし、こんなしょぼい参加賞渡わたす方が、迷めい惑わくだよな。

　――さっき亜あ人じんのカップルが話してんのを聞いたんだけど、獣じゆう人じん限定の甲かつ冑ちゆうだかの着こなしコンテストじゃあ、Ｓ級魔法アイテムが景品なんだとよ。

　――甲冑だかの着こなしコンテストってなんだよ。どこでやってんだそれ。

　――とりあえずさ、コレは後処理の清せい掃そう班に持ってってもらうか。

　――あぁ、仕方ないな。

　困り顔で話し込んでいた二人だったが、クールでビューティな雰ふん囲い気きを惜しげもなく発散し出したエフデさんの入室に気付くや、恋こいの始まりを予感させるような、しまらない顔つきになった。

「ク、クリスティアお嬢様、どうぞこちらのほうに、ご記入のほどを」

　隙すきのない所作で手続きを進めるエフデさん。

　実行委員の二人は、エフデさんへの間接的なコミュニケーションのつもりか、隣となりに居る俺に「ヘイ、ディープ」とフレンドリーな声をかけてきた。

　あとになってわかったんだが。

「ディープ」というのは、かつて実在したワーウルフ種史上最高の魔ま法ほう使つかいの愛あい称しようだった。それを、現代では低脳種としてお馴な染じみになったワーウルフに向かって、親しげな挨あい拶さつのように声をかける行こう為いは、人間達たちの間で流は行やってる「低脳種にも敬意を払はらおう運動」の一いつ環かんだった。

　隣を見ると、手続きの書面に視線を落としていたエフデさんの横顔に小さじ一いつ杯ぱいの苛いら立だちが混じったのが、俺にはわかった。

　これまた、あとになってわかったんだが。

　エフデさんは、この手の挨拶は、「低脳種に対して自分は差別しませんよ過か剰じようアピール差別」だと思っていて、不快に感じているのだった。

　まあ、実行委員の二人に悪気なんて更さら々さらなく、ワーウルフの俺を「ディープ」と呼ぶことで、エフデさんに少しでも好印象を抱いてもらいたかっただけだろうから。うん、なんかドンマイ。

　手続きを終えると、エフデさんが銀ぎん髪ぱつをかき上げて、言った。

「……さきほど耳にしたのだけど、参加賞があるのかしら？」

　話しかけられたことが嬉しかったんだろう。男二人は背中に鉄板でも入れたような直立になった。

　緊きん張ちよう度合いの軽いほうが口を開く。

「は、はい！　ただ、あるにはあるんですが……ちょっと」

「ちょっと？」

　もう一人のほうが、自分もエフデさんと話したい！って想おもいが迸ほとばしった顔で言う。

「屑くず米まいなんですよ。飼養魔物用の。さっきなんて、ホブゴブリンのテイマーに『失礼な！　ボクんちでは、そんな貧民飯は与あたえてないノデ！』と突き返されてしまって」

「人外狂暴化現象ドウラメンテの影響で、すでに帰ってしまった参加者もいるみたいでして。余ったものは……」

　廃はい棄きですね。実行委員の二人は、弱った顔で笑った。

　エフデさんが「……よかったら」と言う。

「わたしに譲ゆずってもらえないかしら……？」

「え、屑米をですか？　そそそんな、お嬢じよう様さまにこんなものを押しつけるわけには……」

「いいのよ。気になさらないで」

「ですが、クリスティア家のワーウルフクリステイアウルフのお口には合わないですよね……？」

「え、ええ、そうね……。う、うちのキズナは、サンデーサイレンス産の特製フードしか食べない子だから」

　エフデさんの目は、わかりやすいほど泳いでいた。

「ではどうして……？　――あ、わかりました。もしかしてクリスティア家って」

　人外スラム街に慈じ善ぜん活動の配給をなさってたんでしたっけ？　と一人が言うと、エフデさんは、

「ええ、そうよ、そうね、そうなの」すごい勢いで頷うなずいた。どうにも嘘くさかったが、エフデさんと会話できる喜びに浸ひたっている男たちは、気にしてないようだ。

「それでは、こちらをお届けさせていただきますね。えーと、どちらにお運びすれば？」

「いいえ、そんな手を煩わずらわせないわ。配送でなくお持ち帰りで大丈夫よ。う、うちのキズナは、筋トレが好きなの」

　エフデさんの目は水族館みたい。泳ぐねぇ。




　結局、俺は10㎏の麻あさ袋ぶくろを六つ抱え、円形闘技場をあとにした。

　ワーウルフ種の逞たくましき筋力かな。60㎏の重量は三分の一くらいにしか感じない。まあ、体感20㎏でも重いけどね。

　エフデさんはファッションショーのステージモデルのごとき颯さつ爽そうさで、表通りを歩いていく。荷物持ちの俺は、風下で彼かの女じよの匂いを感じるポジショニングでついていく。

　なにかしらの役職を持ってそうな男たちが寄よ越こしてくる挨拶を、優美な微笑ほほえみで返していたエフデさんが、ふとその視線を横に流した。追うと――。

　そこには、世界に祝福されたように陽ひを浴びた表通りとは打って変わって、陰いん気きを煮に染しめたような薄うす暗ぐらい裏路地があった。

　不意にエフデさんは立ち止まると、強こわばった顔で周囲を素す早ばやく見やる。なんだか万引き犯みたいに、誰だれも自分を見ていないことを確かく認にんし終えると、

「あっち行こう」

　そう言って、彼女はひと目を避けるように裏路地に入っていった。

「――キズナすごく重たかったね！　一人で持たせていて、ごめんね」

　陽が翳かげった路地に足を踏み入いれるなり、エフデさんは「フンッ」と勇ましい声を漏もらし、俺が抱えた麻袋の半分を請うけ負おった。

「うぅ、さ、さぁ、おうち目指して。うぅ、うぅ、ファイトね」

　人気ひとけのない裏路地で担かついだ麻袋のあまりの重さに「うぅうぅ」呻うめいているのが、つい今し方まで、陽光降り注ぐ表通りを行いき交かう人の羨せん望ぼうのまなざしも軽かろやかに受け流し、優ゆう雅がに歩いていたお嬢様なのだった。

『…………』

　俺は、エフデさんの目を見た。残念ながら、泳いでいない。

　どうやら、本当にこれを抱えて、徒歩で帰るようだ。

　俺は、あることに気づき始めていた。

　エフデさんの出いで立たちは高級素材感があり、かつ動きやすさも備えていそうなドレスだった。低脳種のワーウルフをテイムしているのは時代遅れらしいのだが、それでも周囲からは、その美び貌ぼうも相まってお嬢様として扱あつかわれていた。

　だが、彼女の言葉を思い返せば。

　――奮発した肉の串くしで、元気出そ、って思ったんだけど……――

　オルフェーヴルの出店で売られていた「肉の串」は、なにもセレブ御ご用よう達たしという感じではなく、庶しよ民みん然とした人々がなんともなしに買っていた。

　そしてエフデさんは優やさしいから、ワーウルフの俺に重いものを全て押しつけたりは、心情的にできないのだろう。

　でも、この麻袋をエフデさんも担いでいるところを、街の人には見せたくない。

　だから今、俺おれ達たちは歩きやすい表通りではなく、足あし下もとの悪い裏路地にいるのだろう。この世界ではタクシー感覚で利用できそうな馬車を使う素そ振ぶりも見せずに。

　これらのことから……。

　クリスティア家の金銭事情というか、名家としての体面を気にしなきゃいけない事情というのが、なんとなくわかってしまったような。




　30㎏を担いで行こうとするエフデさんから麻袋を二つ奪うばい、俺は50㎏の麻袋を抱え、裏路地の行軍を続けた。

　俺と二人でいるときは、隙のないクールビューティーの雰囲気は霧む散さんし、気安くいろいろと話しかけてくれるエフデさんなのだが……。

　持ち手のない10㎏を抱きかかえて歩くのは、こたえるんだろう。彼女の可か憐れんな唇くちびるからは時折「うぅ、うぅ」と漏れるだけだった。

　――もう、小一時間くらい歩いたかもしれない。

　人々の生活が感じられる住居エリアっぽい一帯を抜ぬけ、潮の香かおりがする倉庫ばかりが目立つエリアに入っていた。

　本日ミスコンが開かい催さいされていたら、エルフ勢の連れん覇ぱを阻そ止しできるとまで言われた美しいお顔の額に、汗で前まえ髪がみをペタッとさせたエフデさんが言う。

「もう少しで着くからね」

　え、もう少しで着くの？

　周りに、倉庫しか見えないけども……。

「キズナ、着いたよ」

　そこには、レンガ作りの倉庫があった。

「…………」

　何度見ても、倉庫だった。




　誰にも見られないように屑米入り麻袋を持ち帰ったのは、むかりんのＢＢＱビツグバイアモンクイツクを最後まで躱し続けた以上の達成感があったが。

　女の子の一人暮らしの家に入ったというのに、馬男スタリオンと戦ったときほどのドキドキ感もなかった。なにせ、倉庫だし。

「キズナ、どこでも好きなところに座すわってね」

　学校の教室二つ分くらいある、だだっ広いワンルームの室内を見まわした。

　レンガ壁かべの高い位置のあちらこちらに――穴が開いたと思われる箇か所しよを、透とう明めい度どの高いカラフルなガラス片へんで塞ふさいだ窓（？）があり、そこからステンドグラスよろしく光が採とられていた。

　この海かい賊ぞくのアジトめいた家の雰囲気に、なじめないでいると、

「シャワータイム来そう。次のを逃のがしたら、明日までナシになっちゃう」

　シャワータイム来そうって、どういうこと？

　エフデさんは俺の手を引いて、倉庫内唯ゆい一いつと思える死角に行く。

　そこは天てん井じよう部ぶだけポッカリ空いていて、夕暮れが近づきつつある空が見えた。

　エフデさんは、近くの棚にあったタオルを取ると、

「恥はずかしいから、ね」

　そう言うと、なぜか俺に目め隠かくしをするように、それを巻いた。

　視界が奪われた世界に、衣きぬ擦ずれの音がする。

　すぐそばでエフデさんが服を脱ぬいでいるのだとわかった。

　――恥ずかしいから、ね――

　どうやら、エフデさんはこんな狼おおかみの化け物に対しても、自分の肌はだを晒さらすのは恥ずかしいと考えてくれているようだ。

　俺の視線なんて全く気にせず、目の前で裸はだかになられるより、ドキドキした。




　いきなりシャワーのレバーを「強」にしたくらいの勢いの水すい滴てきが、俺のけむくじゃらの身体に浴びせられた。

　タオルで目隠しされる前に見た光景に、シャワーなんてなかった。

　いったいどこから水が？

　雨なのか？　エフデさんは夕立が来るタイミングがわかるとか？

　そうじゃなかった。

　なんでも俺に教えてくれるエフデさんが、水浴びしながら話してくれる。

　水の妖精たちがこれくらいの時間帯に毎日決まって、人気のない倉庫エリアの上空で水みず魔ま法ほう遊びをすることを。

　俺はこの世界の入浴事情には壊かい滅めつ的てきに疎うとかったが、それでも妖精たちが魔法遊びで生み出した水を、シャワー代わりにするのはレアケースだろう。

「――キズナ、大人しくしててね」

　俺は、低脳とされるワーウルフなわけで。

　すなわち俺をシャワールームに置き去りにすれば、こざっぱりして出てくるわけがないと思われていた。汚よごれた犬を浴室に放置したところで、勝手に身体を綺き麗れいに洗って出てこないのと同じだ。

　だから当たり前のように、エフデさんの手によって直接、俺の身体はハーフパンツごと洗われていた。

『ハァ～』

　エフデさんの手て際ぎわよさよ。ガソリンスタンドで洗車されるクルマの気分。気持ちいい。

　ただ、俺の腕うでも脚あしも腹も胸も背中も尻しつ尾ぽも、うざったい長さの体毛に覆おおわれている。

　手洗いをしてくれるエフデさんの手間と、倉庫暮らしのエフデさんちの石せつ鹸けんをえげつない勢いで消費させることが、恐きよう縮しゆくだった。

「――キズナの身体洗い終っわり♪　じゃあ、次はわたしが洗ってるからそのまま待ってて」

『へーい』

　水魔法のシャワーに大人しく打たれ、身体に泡あわが残らないようにしていると。

　水を含ふくんだため、タオルの結び目が緩ゆるんだのだろう。俺の目隠しタオルが落ちた。

　急に明るさを取とり戻もどした視界には、

『――――――!?』
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　目を瞑つぶり銀髪を泡あわ立だてているエフデさんの、ありのままの姿があった。

　膨ふくらみのさきっぽが目に飛び込んでくる。

　俺は今日24色のインクが入った小こ瓶びんを見た。

　その中に桜の花びらのような淡あわくて薄うすいピンク色があったのを、出し抜けに思い出した。

　洗せん髪ぱつ中のエフデさんに気付かれないように、俺はタオルを拾い、自分で目隠しをするように結んだ。

　一いつ般ぱん的てきにオスのワーウルフが、人間の若い女性の裸を見ても、恥ずかしがったりしないだろう。ご主人様の裸を見た飼い犬と同じで。

　だから、ワーウルフが自ら率そつ先せんして目隠しをし直すという――この行為を、もしエフデさんに見られでもしたら、不ふ審しんがられる恐おそれもあった。

　が、可か及きゆう的てき速すみやかに目隠しせずにはいられなかった。

　――恥ずかしいから、ね――

　メスのワーウルフだって俺に恥じらいを覚えてくれるのかわからない世界で、人間じゃない獣の姿になった俺に肌を晒すことを恥じらってくれる、そんな女の子の裸なんて、こっちも恥ずかしすぎるよ。

　そうこうするうちに水の妖よう精せいたちは遊ぶのをやめたんだろう。シャワーが終わった。

　目隠しのタオルを外してもらう。

　眼前には、銀色の髪かみを後ろで結ゆったエフデさんが、古い洋品店で売られていそうな、俺の感覚的には鬼オニのようにダサい、けれど綿素材のラクチンそうな格好になっていた。

「ほんじゃ、キズナのお着き替がえするよー」

　つい先日まで居たワーウルフ先せん輩ぱいの衣類は着き心ごこ地ち抜ばつ群ぐんだった。

　ただ、

「キズナってば可愛い子！」

　ワーウルフ先輩は、オスではなかったわけで。

　俺の見た目は、赤ずきんへの奇き襲しゆうをもくろみ、おばあさんのコスプレをした狼のコスプレになった。

　レースにフリル。リボンもついてる。俺もエフデさん同様、年中閉店セールの洋品店みたいな古めかしいフェミニンになってしまった。

　自じ慢まんのワイルドさ九割減だ。トホホ。




　倉庫型住居の隅っこ。

　煙えん突とつもある炊すい事じスペースから、屑米が炊たき上あがったいい匂い。

　食事タイムだった。

「わたしとおんなじゴハンでごめんね。ワーウルフが好きな野ネズミ料理とか、自じ炊すいできたらいいんだけど……。わたし、本当に野ネズミだけは触さわれなくて」

　野ネズミが苦手なエフデさんで心底よかったです。

　にしても。

　裏路地から運んでいる段階で、この飼養魔物用の屑米は俺のメシになるんだろうな、と察してはいたが、まさかエフデさんも食べるとは思ってなかった。

　炊きたての米に、おかずは一品。

　豚ぶたの頬ほほ肉にくを塩しお漬づけにした「グァンチャーレ」という食い物だった。

　これの入手方法は、衝しよう撃げき的てきだった。

　さっき、空から落ちてきたのだ。

　どういうことかというと。

　月一ナイター開催の飛行系人外レース「ペガサスワールドカップ」の食料補給ポイントが、この倉庫上空にあるっぽいんだが。

　毎回おっちょこちょいの誰かが食料を取り損そこね、落っことすそうだ。

　よって、ある程度の質量を感じさせるものが倉庫の屋根にぶつかる音を聞きつけるたび、エフデさんはくくりつけのはしごを登った。

　そして、グァンチャーレを回収してきてくれたのだ。

「わたしが猛もう特とつ訓くんの末、会え得とくしたとっておきの魔法を見せたげる」

　エフデさんは、食べ物の表面に付着してしまった雑ざつ菌きんなどを消し去る聖せい浄じよう化か魔ま法ほう（地面に食いもんを落としたとき便利！）を披ひ露ろうした。

　俺は、月に一回屋根に落ちてくる食べ物のために猛特訓したんですか？　と聞きたかったが、ワーウルフの身の上ゆえ聞けなかった。

「――くぅー、うまっ、死ぬほどうまっ！」

　舌した鼓つづみを連打するエフデさんだった。

　俺は、一種類の肉と米を交こう互ごに口に運ぶことで、これほど幸福そうな顔になる女子を見たことがなかった。

　ふと、エフデさんはブレイクの食事の誘さそいに乗らなくてよかったのかなと思った。

　シャコ料理を筆頭に、レストランで美お味いしいものをいろいろと堪たん能のうできただろうに。

「ねえ、キズナ」

　ナイフもフォークも使えない低脳種らしく、イヌ科特有の長い鼻はな面づらを深皿に突っ込むスタイルでメシを食っていた俺に、エフデさんが手に乗せたグァンチャーレを差し出した。

　その手からパクッと食べる。

　ワーウルフが自分の手から直接食べることがよほど嬉しいのか、エフデさんは「でぇへへ」と酔よっ払ぱらったみたいに笑った。

　それからは、手に乗せたグァンチャーレが目の前にちょこちょこやってくる。

　据すえ膳ぜん食わぬはワーウルフの恥はじ精神で、パクついていた俺だったが、最後のほうは遠えん慮りよした。

　グァンチャーレもエフデさんを喜ばすのも好きだが、彼女が食べる貴重なおかずがなくなっちゃうからさ。




　今日から日記をつけたくなるほど、いろんなことがあった一日が終わろうとしていた。

　倉庫内の端はしっこのベッドに、エフデさん。

　反対側の端っこのハンモックで、俺おれは横になっていた。

「……わたし達、出会ったその日に同じ部屋で眠ねむるのね」

　１００平米はあるワンルームの端と端だった。同じ部屋で眠る感が、ビックリするほど乏しかった。

　お開きが近い百物語の怪かい談だん会かいみたいに、いくつかのキャンドルの光だけが、幻げん想そう的てきだと思えば幻想的に、おどろおどろしいと思えばおどろおどろしく灯ともる部屋で、

「あのね――」

　そこからエフデさんは俺に、いろんな話を聞かせてくれた。

　人間の言葉がわからないとされるワーウルフの俺に、いろんな話をしてくれる理由も聞かせてくれた。




　ワーウルフ種はそのまた昔。

　人外の中でも、賢かしこさに秀ひいでた魔法使い向きの種族だった。

　それがある時代から、子孫の代になるごとに、徐じよ々じよに知能を喪うしなっていったという。

　遺伝子の損傷による退化なのか、何なのか。原因は不明。根こん拠きよのない噂うわさでは、知能封ふう印いんの禁呪をかけられた説があったり、ワーウルフ種は組織的に馬ば鹿かなフリをしているなんてトンデモな説もあるらしい。

　昔は、ワーウルフ種をテイムしていた家は、ゴブリン種の次に多く、ドラゴン種の次に羨望の的だった。

　だが、それらの家も近代では、国指定の強化種（補助金もたんまり出る）をテイムするようになったという。

　けれどクリスティア家は、ワーウルフ以外をテイムする気はないそうだ。

　そう頑かたくなになるのは、なにか理由でもあるんだろうか。いつか聞きたいところだ。

　クリスティア家では今でも自分の言葉は伝わっていると信じていて、日ひ頃ごろからワーウルフに話しかけ続ければ、心を通わせられると信じられていた。

　今では沢たく山さん話しかけることで、ワーウルフ種の喪った知能も戻るかもしれないと考えられている――それは祈いのりのように。

　だから、エフデさんは会話のキャッチボールもできない俺なんかに、こんなにも話しかけてくれるんだな。

　俺はこの世界で、どう振ふる舞まえばいいか、わかってなくて。

　わからないうちは、慎しん重ちように慎重を重ねるに越こしたことはないと思っていた。

　一般的なワーウルフの行動学はわからないけど、低脳種にあるまじき行動を連発したら……。不審がられるを通とおり越し、取り返しのつかないことになるかもと不安があった。

　でも、外ほかでもないエフデさんを喜ばすため。

　俺は明日から、自分には一応あるつもりの知能をひけらかすように生きようと思った。

　シャワー中も自ら手ぬぐいを泡立てて、全身ゴシゴシやっちまおう。

　そうすれば、ワーウルフの世話に関するエフデさんの負担は減るし、前ぜん代だい未み聞もんのお利口さんだと喜んでもらえる。

　そんな決意を、ハンモックでユラユラしながら抱いていたら。

「――今年は、六年ぶりに『キングヘイローの予よ言げん年どし』なんだけど……。予言によると『知能適性外種族の中に、突とつ如じよとして「豊かな知」「豊かな才」を兼かね備そなえた個体が現れる。その者は、未み曾ぞ有うの災さい厄やくの種にも大いなる救世主にもなり得るだろう』」

『…………』

「キングヘイローの予言は、これまでも幾いく度どとなく当たっているの。災わざわいが起きてしまう前に、予言に当てはまる低脳種らしくない低脳種を、過激派組織のあの『ロンシャン』が捕つかまえようとしてる、なんて怖い噂をこないだ聞いたわ」

　あのロンシャンってどんなロンシャンなんだ？　過激派組織？　絶対ヤバい組織だよねそれ。

　……とりあえず、年内は低脳種っぽくしとこうかな。

　ワーウルフな見た目の俺だけど、本当は人並にアレコレ考えてるんだよ――そのことを誰にもわかってもらえない日々が続くのか。

　誰にもわかってもらえないといえば、ドリアンさんのことを思い出すなぁ。




　中二の、一月一日だった。

　事前に思おもい描えがいていた総額より数千円多くお年玉を手にし、心が日向ひなたにあるような、そんな気分の午後だった。

　正月特有の、間延びした時間。

　何の気なしに、年賀状を郵便ポストから取ってきた。

　まさか新年早々、戦せん慄りつの代しろ物ものを目まの当あたりにするとも知らずに。

　それは、クラスの男子達から陰かげで「ザボンさん」「ドリアンさん」と呼ばれている女子の「ドリアンさん」の方から届いた年賀状だった。

　俺と彼女は、学校で挨拶も交わさない間あいだ柄がらだった。

　いつだったかの賑にぎやかな自習時間に、俺が隣の席の加か藤とうさんと新刊の小説本の話で盛り上がっていたら、女子が好んでする「折おり畳たたまれまくった小手紙」が、バケツリレーよろしく俺のもとまで届けられた。

　匿とく名めいの手紙には「加藤なんかと話さないでよ」と書いてあった。

　振り返かえると、デレる直前のツンデレヒロインみたいな視線を送ってくるドリアンさんと目があった。

　俺とドリアンさんに関するエピソードといえば、こんなものだった。

　男子だけの何人かで下校しているとき、一度たまたま前方を歩いていたドリアンさんが、「ダルマさんが転んだ」でもしてるみたいに、チラッチラッとこちらを振り返ってきたこともあったかも。まあ、それくらいだ。

　年賀状には、あのときの「折り畳まれまくった小手紙」と同じ、丸っこいのに筆圧の強い字で俺の名前と、印刷されていた賀正の挨拶とは別に、手書きの一文が添そえてあった。

「また竜りゆう之の介すけとキスがしたいよ♥」

　封ふうのされた手紙とは違ちがい、ハガキという性質上、家族の目にひょいと触れる可能性が十二分にある年賀状では、およそ見かけない類たぐいのメッセージだった。そして、恐ろしいことに、当時俺は誰ともキスしたことなどなかった。

　凶きようのおみくじの一千倍は不ふ吉きつに見えるその賀状を呆ぼう然ぜんと眺ながめていると、居間に誰かがくる気配。

　年賀状来てたの？的なやりとりが始まるかもしれないときに、この一枚は持っていたくない。

　俺は反射的に、カーペットの端をめくり、その下にドリアンさんからの年賀状を隠かくした。

　夜中にでも、家族が寝ね静しずまってから回収しよう。

　そう思っていた俺は、このとき居間に来た母さんに、年賀状を隠したところを目もく撃げきされていたことに気付けていなかった。

　その夜。

　台所で皿洗いをしてる母さんのもとに食べ終えた食器を持って行った。

　そんな、つかの間二人きりになったタイミングで、母さんは俺に訊きいてきた。

　カーペットの下にあった年賀状は、カノジョからの？

　俺の胃の中の黒豆やら伊だ達て巻まきやら栗くりきんとんやらが逆流しかけた。

　ゲロを吐はく前に、真実を吐こう。

　俺は、恋こい人びとなどいないと訴うつたえた。キスもしていないと訴えた。

　だが、母さんは信じてくれなかった。

　キスもしてないのに、「またキスがしたいよ」と書いて年賀状を送ってくる子なんているわけないでしょ、と。

　母さんがそう言うのも無理はないのかも。俺だって、昨日までそんなサスペンス気き質しつの女子は、自分の人生の登場人物にはいないと思っていた。

　母さんは自分の息むす子こが、つき合う気もない娘むすめと遊びでキスをしておきながら、しらばっくれている――ゲスなメンズでも見るかのような、蔑さげすみや失望の混じった目つきになった。

　元日の夜よ更ふけの布ふ団とんの中。俺は予想よりも多かったお年玉の使い道も考えつかなくなるほど、清せい廉れん潔けつ白ぱくなのにそれをわかってもらえないやるせなさに震ふるえた。

　月日は流れ、ドリアンさんは別の男子に夢中になった。

　そして、サスペンス色の強い恋の小当たりを受けた男子は親や学校になりふり構わず相談し、ドリアンさんは「なんかヤバい子」という認にん識しきを大人たちも持つこととなった。

　ドリアンさんがその男子を好きになる前、俺を好きだった期間があることを知った学校の先生が、我わが家やに連れん絡らくをしてきて、母さんに「なにか変わったことはありませんでしたか？」と言ってくれたことで、俺の「ゲスなメンズ」疑ぎ惑わくは一いつ切さいのわだかまりも残さず消し飛んでくれた。

　母さんは、息子の言葉を最初から信じてやれなかったことを長く悔くいていた。

　過ぎたことはいいんだ。俺と母さんの関係は、なんだかんだあっても、いつもしぶとく良好だった気がするし。

　それに「人生には、わかってもらうのは無理かなと思っていたことが、突とつ然ぜんわかってもらえる日がくることもある」という、力強い教訓を身を以もつて得られたし。

　だから。

　エフデさんにもいつの日か、俺のことをわかってもらえる日がくることもあるんじゃないかな。

　そうワケもなく、強く思えた。







第五章　受験費用







　朝。

　寝ね起おき直後は目をちゃんと開けられないのか、紫むらさき色いろの瞳ひとみで睨にらみを利きかせているエフデさんがそのスパイシーな表情で「キズナ、おはよぅ」と言い、「今日はね、隣となり町まちにお出かけするよ」と楽しげに続けた。

『エフデさん、おはよう。どこへでもお供しまっせ』

「キズナの服を見に行きたいの」

『服、いいんすか!?』

　俺は、ワーウルフ先輩♀の服で生きていく運命を受け入れようとしていた。

　ワーウルフ界かい隈わいではきっと珍めずらしい女装家にならずに済みそうだ。

　ところで隣町までは、歩いていくつもりなのだろうか？

　なにせエフデさんといえば、節約のために米がどっさり詰つまった麻袋を一時間も歩いて持ち帰るような体力と根こん性じようの鉄人だ。

　けれどエフデさんといえば、他人の目があるところでは、与くみしにくそうなクールビューティーな佇たたずまいで、おそらく彼女がセルフイメージするところの「名家のお嬢様らしさ」を死守しがちだった。

　だから、昨日は屑米運びをしているとこを、街の誰にも目撃されぬよう、裏路地だけを練り歩いたんだ。

　さてさて、エフデさんは隣町までどうやって行く気なのか。

　職人の技術とセンスと手間を感じさせる仕立ての良い服に身を包んだ彼女は、部屋の隅すみにあった長方形の収納箱チエストの中から――なにやら小箱を、大事そうに取り出した。

　花の美しい細工が施ほどこされた宝石箱だった。

　それを開け、エフデさんが手にしたのは、折おり畳たたまれた妙みように長細い紙だった。

　ミシン目があるようで、丁てい寧ねいに千切りだす。

　俺が、それはなんだったか気付いたのは、エフデさんちを出てすぐのこと。

　宝石箱の中に、隣町までの馬車の回数券をしまっているエフデさん。

　馬車に乗り込むときの、ワクワクを隠せていない彼女の紫むらさきの瞳は宝石のように美しい。




　馬車の中。

　エフデさんの鼻歌を耳にする。

　鼻歌でやるには随ずい分ぶん音域の広いトリッキーな曲だったが、聴きいてると彼女の愉ゆ快かいな気持ちが伝でん播ぱしてきて、俺もしたくなった。

『うゔぐぼびぅゔうぎぃびびゅゔ』

「どどどしたのキズナ!?」

　俺から奈な落らくの調べが奏かなでられた。ワーウルフの鼻び孔こうと口こう腔こうは、鼻歌に悲しいほど不向きだ。

「ワーウルフのあんな呻き声ごえ、初めて聞いたわ」

『お騒さわがせしました。鼻歌は封印しとくよ』

「……キズナ、どっか苦しいの？　もしかして馬車酔いしたのかしら？」

『ううん、大だい丈じよう夫ぶ。すこぶる元気だ』

「ゲェーする？　ゲェーする？」

『ゲェーしない。ゲェーしない』

「……じゃあ今からキズナの喉のど奥おくに、わたしの指を突っ込むからさ。うまくゲェーしてね」

『…………え？』

「キズナってば可か哀わい想そうに、表情がゲッソリしてるわ。よっぽど吐きそうなのね」

『いやいや、指突っ込まれる宣言されたからだ』

「ゲェーすればすぐラクになるからね。はい、あ～ん」

『意思疎そ通つうしたいよー』

　エフデさんの指が、俺の口元に向かってくる。

　俺は口を開けた。

　受け入れるためじゃない。

　拒きよ絶ぜつの意思を込めた叫さけび声を上げるためだ。

『―――――――――――!!』

　その叫びは、馬車を引く馬からすれば、すぐ背後の荷車から突とつ発ぱつ的てきに響ひびいたワーウルフの遠とお吠ぼえ以外のなにものでもなかったわけで。

　驚おどろいた馬は暴れだし、飛とび跳はね、道なき道を疾しつ走そうしていく。

　それから、馬が落ち着くまでは……。

　荷車は耐たい久きゆう性せいテストの如く揺ゆれまくった。

　そして、

『…………』

　馬車はなんとか街に着いた。

　馬車酔いの末、ゲェーしてしまったエフデさんを乗せて。

　ちなみに、エフデさんのゲェーを受け止めたのは、ワーウルフらしい俊しゆん敏びんさで脱いだ俺の上着だった。

「キズナ、ごめんね、ありがとう、ごめんね」

　気にせんでおくれ。

　赤ずきんちゃんの祖母の寝ね間ま着きみたいな格好で街を出歩くより、上半身裸のほうがまだマシだったんだ。

　さあ、服さ買こうてくれ。




　思ったよりも繁はん華かしてる繁はん華か街がいの服屋に着いた。

　元の世界で人間だったときもファッションに疎かった俺。

　オスのワーウルフファッションの良よし悪あしなんてわかるわけない。

　でも、そのハーフパンツを見たとき――。

　ときめいた。

　サイドスリットに金糸の刺し繍しゆうが施されたそれは、魔ま法ほう縫ほう製せい技術で黒くろ革かわを特別になめしたらしく、触さわらせてもらうと革製とは思えないほど滑なめらかだった。

「最近のオスのワーウルフファッションの流行りトレンドとしては――」豹ひよう人じん族の店員さんが教えてくれる。上半身裸に素す足あしがキてる、と。

　コーディネートの必要なし。カッコイイハーフパンツ一枚穿はいとけば、周りからダサいとは思われないで済む。人間よりワーウルフのほうが楽だ、と思えることの一つだ。

　俺がそのハーフパンツを気に入ったことは、エフデさんに伝わっていたと思うが……。

　彼かの女じよはなにも買い物をせずに店を出た。

『…………』

　そして、なぜか裏路地へと入っていった。

　エフデさんはそこで、この世界の通貨と思おぼしきコインを懐ふところから出すと、真しん剣けんな様子で二度ほど数えた。コインを袋ふくろにしまうと、

「やっぱり、ギリ足りない」

　ため息を吐いた。

『ギリ足りなくてよかったよ。俺用のシャレオツパンツを買って、すってんてんになるエフデさんを見たくないんだ』

「キズナ、安心して。わたし、なんとかするから」

　まさか値切り交こう渉しようでもしにいくんだろうか？

　歩き出したエフデさんは、さっきの服屋とは違う方向に進んでいく。




※　※




　隣町から馬車で、レンガ倉庫の我が家に帰ってきた。

　エフデさんは手作業をしながら、いつもようにワーウルフの俺に向かって、話してくれる。

「巷ちまたではね、手料理を作れたりする家庭的な女の人って、男の人からとかくもてはやされてるけど。わたしはね、思うの。美味しい料理を作れて掃そう除じが得意なメイドを雇やとえたりする経済力のある女の人って素す敵てきだなぁ、て。たとえばその経済力がさ、仕事を頑がん張ばって外貨を稼かせいできたんだとしたら、そりゃもう褒ほめそやしたくなるほどアッパレだよね」

　そう仰おつしやってるエフデさんは現在、手作業中――つまりハーフパンツを縫ぬってくれていた。

　外貨不足のため、あの服屋で購こう入にゆうが見送られた品にそっくりなものを。

　裏路地でコインを数えたあとのエフデさんは、手芸用品店に寄ったのだった。

　そこで、なめされた黒革と黒糸、それに金糸を購もとめたのだった。

「キズナ待たせてごめんね。今日中には出来上がるからっ」

　俺は肉親からだって、手て縫ぬいのものなんて貰もらったことはなかった。

　革かわを糸で手縫いするため、力が入るのだろう。針を通すときにエフデさんは「フンッ」と勇ましい声を上げたりする。そりゃもう褒めそやしたくなるほどアッパレなお人だ。




　日がすっかり暮れた頃ころ。

　サイドスリットに金糸の刺繍を施された黒革のハーフパンツは完成した。

『大変お疲つかれ様さまでした！』

　俺はご機き嫌げんで穿かせてもらう。

「そろそろ行かなきゃ」

　ラクチンそうな部屋着姿だったエフデさんは、倉庫の死角に消えた。

　着替えを終えたエフデさんが戻ってきて、

『――――!?』

　俺は目を見張った。

　肢し体たいのラインが出たその紫し紺こんのドレスは、露ろ出しゆつがとりわけ多いわけではなかったが、元気いっぱいラジオ体操でもしようものなら、見えてはいけないところがポロチラしそうな、油断のならない衣服感が強かった。

　エフデさんが手になにか持っている。

　ツノのついた金きん髪ぱつのウィッグ？

　コウモリみたいな羽？

　尖とがった耳？

　それらを慣れた手つきで装着すると――。

「どお？　キズナ、わたしサキュバスに見えるでしょ？」

『…………』

　エフデさんがなぜサキュバスのコスプレをおっ始めたのか。

　それは自分の正体を隠して、ギルドの依い頼らいを受けるためだった。

　世間的には名家のご令れい嬢じようが、ギルドに出入りするのはおかしなことで、変な噂も流れかねない。

　だが、ギルドの仕事をしなければ、エフデさんの生活はままならない。

　よって、彼女はサキュバスへと変身し、24時間営業の無認可ギルド（身元確かく認にんもされなくて済む）に、これから赴おもむくそうだ。

「本当は、キズナも連れて行きたいんだけど。サキュバスが、隣となりにオスを引き連れている場合は……」

　エフデさんは、赤面させて続けた。

「人前でもかまわずイチャイチャ淫みだらなことしないと、サキュバスとしては不自然かもだから……。わたし、だから、キズナ、ごめん」

　俺のほうこそ、オスでごめん。




※　※




　どこかから入ってきた隙すき間ま風かぜが、複数のキャンドルの火を揺らし、倉庫内の壁かべになにかに見えてきそうな影かげを映し出していた。

　一人っきりでいると、もれなくホラーな気分になってくるエフデさんちの夜。

「――キズナただいま！　割のいい仕事ゲットできたよー」

　エフデさんが帰ってきてくれた喜びたるや！

　俺はご主人様大好きワンコよろしく、ワーウルフのしっぽをぶるんぶるん振っていた。

　ギルドの依頼とは如い何かなるものか？

　モンスターの討とう伐ばつか？

「明日の日中に、呪のろわれてたり呪われてそうな人形１５０体がここに届くから。呪いを全部解けば、依頼成功。ギャラは３万ドバイ。前金でもうもらっちゃった。解呪の仕事はこれまでもちゃんとやり遂とげてるから、信しん頼らいの成功報ほう酬しゆう前まえ払ばらいってやつね。でねキズナ、わたし明日の日中、塾じゆくに行かなきゃだから。人形は放置しといてね」

　呪いの人形１５０体。エフデさんちは昼間っから、ホラーな気分にさせてくれる場所になりそうだった。




　明日に備えて、解呪魔ま法ほうを諳そらんじるエフデさんを眺めていた。

「Solemiaソレミア.Treveトレヴ.Treveトレヴ.GoldenHornゴールデンホーン.Foundフアウンド.Enableエネイブル.Enableエネイブル」

　妙に耳に残る文言だった。

　唱えるたび、エフデさんの手が、皮ひ膚ふの下に蛍けい光こう灯とうでも仕込んだみたいに白色に発光した。

　触れたものの呪いを、浄じよう化かしていく効果があるそうだ。

　夜はさらに更ふけた。エフデさんはベッドに、俺はハンモックで横になった。

「ねえキズナ」

『へい』

「わたしね。来月、王立ブエナビスタ魔法学校のテイマー科を受験するんだけど」

『うん』

「もし受験に失敗したら――……、わたし、結けつ婚こんしなきゃいけないの。多分、ブレイク・コーレインと」

　消灯後に、こんな強きよう烈れつな打ち明け話は修学旅行の夜にだって聞けないだろう。

　俺は今目覚めたってくらいに目が覚めた。

『ブレイクって、あのすだれ前まえ髪がみの』

「以前ブレイク・コーレインに聞いたことがあるの。どうしてわたしのこと、『クリスティア』って呼ぶの？って」

『うんうん』

「そしたら、彼かれはマントを翻ひるがえして『貴女あなたのことをクリスティアとお呼びできるのは今だけだからさ。もうじきコーレイン夫人になるのだから』って」

『…………』

「わたし、あのとき二つのことに気付いたの……。ブレイク・コーレインはわたしを本気マジで狙ねらってるってことと、気持ちが悪いとこんなにも鳥とり肌はだ立つんだってこと」

　血統的に早熟の魔法素質に恵めぐまれた証あかしである銀ぎん髪ぱつに生まれた女子は16歳さい時じにお見合いをすると、国際的な制度で大おお真ま面じ目めに決まってるそうだ。

　しかし、その女子が王立ブエナビスタ魔法学校を始めとした六大学府のいずれかに入学できた際は、16歳時にお見合いをしなくてもいいそうだ。

　ちなみにお見合いの相手は、魔法能力を指数評価する国際統一基準である「ratingレーテイング」の高い順から、優先権が与あたえられる。

　ただ「お見合い」とは名ばかりで、よほどのことがない限り、最初のお見合い相手と結婚することになるらしい。女性がお見合い相手に断りを入れるというのは、男への侮ぶ辱じよく行こう為いと考えられているとか。酷ひどい話。女性の意志よりも野や郎ろうのプライドが尊重されてるなんてな。

　で、エフデ・クリスティアとのお見合い希望者の中で、現在もっとも ratingレーテイング が高いのが、ブレイク・コーレイン（ratingレーテイング121.7）その人だった。

「――結婚って、残りの人生をその人と共に歩んでいくってことでしょ。……本当に心を通じ合えたと思えた人と、歩んでいけたならどんなにか……どんなにか……」

　エフデさんは静かになった。眠ってしまったのかな。

　俺のほうは眠りに落ちるとき特有の頭の芯しんが緩ゆるんでいく感覚が、訪おとずれてくれない。

　ほんの思いつきで羊を数えてみた。

　狼おおかみの姿になった俺が羊を数えながら眠りにつこうとする。

　なんか猟りよう奇き的てきな行いに思えなくもなかった。




※　※




　お見合いをしたくないため。

　クリスティア家の名めい誉よのため。

　魔法学校への入学を目指すエフデさんが、現代魔ま法ほう塾じゆく「トレセン」に出かける仕し度たくをする朝。

　塾の先生からはいつ試験に臨のぞんでも大丈夫と太たい鼓こ判ばんをもらってるんだ、とエフデさんは照れながら教えてくれた。

　受験に際し、履り修しゆう証明書というのが必要なため、通つう塾じゆくしているようだった。

「キズナ、行ってきまーす」

『頑張ってね、エフデさん』

「お利口さんで待っててね。夜は一いつ緒しよにお腹なかいっぱい屑くず米まいと何かを食べよう」

　何かに対する期待感募つのる！




　圧あつ倒とう的てきに、

『……暇ひまだ』

　家に一人っきりだった。

　もしかしたら一いつ般ぱん的てきなワーウルフ種は黙だまってお座すわりしてるだけで、暇ひま潰つぶししたい欲に駆かられもせず、特にストレスなく時間をやり過せるのかもしれない。

　が、俺には無理だった。

　だから、退たい屈くつしのぎのほんの気まぐれで。

　昨日、エフデさんの声で何度か聞いた――妙に耳に残った解呪魔法の詠えい唱しようを、俺もしてみようと思った。

『Solemiaソレミア.Treveトレヴ.Treveトレヴ.GoldenHornゴールデンホーン.Foundフアウンド.Enableエネイブル.Enableエネイブル』

　――――――――!!

　俺の右手が白く輝かがやいた。マッチ一本分の寿じゆ命みようくらい輝かがやいたのち、消えた。

『Solemiaソレミア.Treveトレヴ.Treveトレヴ.GoldenHornゴールデンホーン.Foundフアウンド.Enableエネイブル.Enableエネイブル』

　もう一回、唱えてみた。白く輝く手。消えた。

『…………』

　俺、魔法、完全に出せちまってるな。




　エフデさんのお役に立ちたい。

　居い候そうろう先の家計をお助けしたい。

　覚えた魔法を使いまくりたい。

　一人の退屈さを紛まぎらわしたい。

　俺のそれらの願望を一いつ切さい合がつ切さい叶かなえてくれる代物が、昼前にエフデさんちの玄げん関かん外に届けられた。

　呪われている、及および、呪われていそうな人形の詰め合あわせだ。待ってました！

　人形からは、「呪われてます」感がこれ見よがしに可視化されたドス黒いオーラが放たれていた。

　そのオーラの強弱は個体差があり、中にはごく少数、全くオーラを出していないものもあった。おそらくこれは呪われていそうなだけで、実際は呪われていない人形なんだな。

『Solemiaソレミア.Treveトレヴ.Treveトレヴ.GoldenHornゴールデンホーン.Foundフアウンド.Enableエネイブル.Enableエネイブル』

　白く輝く手で、オーラの弱い１体に触ふれてみる。

　ドス黒いオーラがみるみる薄うすくなっていき、そして消えた。

　おお！

　こいつは片かたっ端ぱしから呪いを解いていっちゃいますか。

　……いや、待てよ。

　解呪魔法の必要がある呪いの人形が全然なくなってしまっては、エフデさんに不ふ審しんがられてしまうよな。

　よし、とりあえず俺おれが手をつけるのは半分くらいに止とどめておいて、その半分もなるべくドス黒いオーラが完全消失する間ま際ぎわで、解呪をやめておこう。

　そう作業目標を決めると、俺は嬉き々きとして覚えたての魔ま法ほう詠えい唱しようをし、勤労の喜びを感じながら呪いの人形へのお触りを続けた。

　しばらくすると――魔法詠唱をして、手を白く輝かせる。それが消えたら、また魔法詠唱する、という一連の流れにまどろっこしさを覚えた。

　俺は手が白く輝いている状態でも魔法詠唱をかまわず唱え続けてみた。

　手から白い光が消える時間がなくなった分、効率が良くなった。いいね。

『Solemiaソレミア.Treveトレヴ.Treveトレヴ.GoldenHornゴールデンホーン.Foundフアウンド.Enableエネイブル.Enableエネイブル』

　そんな風にして魔法詠唱を繰くり返しているうちに――。

　ん？

　気付けば手の白い輝きに、金色の光の粒つぶが交じるようになっていた。

　俺の魔法詠唱が未熟なためだろうか？

　ひとまず金色の光の粒が交じり出した手で触れても、順調に呪いのオーラを消していけるので――まあいっか。すぐに気にならなくなった。

　どういうわけか、１体だけ他とは桁けた違ちがいに強烈なオーラを放つ人形があった。

　これもオーラが薄くなるまで解呪すっか。

　と思っていたのだが。

　あまりのオーラに気合いが入り、うっかりドス黒いオーラを完全に消してしまった。

『…………』

　うん、次から気をつけよう。




　日が暮れて、エフデさんが帰ってきた。

「ただいま」

　呪いの人形の顔を半日見続けたせいだろうか、エフデさんの顔が人形のように元気なく見えた。

　俺の寝ね床どこであるハンモックに腰こし掛かけて、エフデさんが言う。

「キズナ、聞いて」

　ワーウルフの俺にだけ向けられたエフデさんの話は、一日の楽しみだった。熱ねつ狂きよう的てきなラジオリスナーの気分でオールナイトだって拝はい聴ちようしたい。さあ、なんでもどうぞ。

「現代魔法塾『トレセン』でお世話になった先生が二人、退職と転勤になるから、塾じゆく生せいのみんなで魔法アイテムを贈おくろうってなって。カンパを集めてたのね」

『いいですね』

「で、その中にテイマーの名家の子がいたんだけど、その子がいきなりポンっと５万ドバイ、カンパしたの。それで、わたしも一応テイマーの名家とされるクリスティア家なわけだからさ……」

『え、まさか５万ドバイ、カンパしちゃったんですか？』

「先生一人につき５万ドバイ、二人分でしめて10万ドバイ、カンパしてもうたよ」

　10万ドバイって、それ呪いの人形の解呪、何体分なんだ!?

　ハンモックでゆらゆらしながら、エフデさんは悲しい歌のように続けた。

「銭ぜに子こがなくなってもうたよ」

　俯うつむいたエフデさんはしばしハンモックでゆらゆらしていたが――突然、顔を上げると、ハンモックから飛び降りた。

　近くにあったタオルを手にし、その両りよう端はしを握にぎって広げたスタイルで、俺のほうに向かってくる。

　エフデさんは経済的困こん窮きゆうを苦に無理心中を思い立ち、まず俺を絞こう殺さつする気――だったわけじゃない。屋根に水音が響いていた。

　エフデさんちの倉庫上空で、水の妖よう精せいたちの水みず魔ま法ほう遊びが始まったのだ。

　途と轍てつもない出費に打ちのめされ、呆然としているときでも、シャワーに行かなければいけない。今を逃のがすと、次のシャワーは明日以降だ。今日は一日家にいたので、別に身体が汚よごれるようなことはしていない俺だが、呪いの人形なら触りまくった。気分的に身を清めたい。

　目め隠かくしシャワーを終え、少し気分転てん換かんができたのか、エフデさんは元気を取とり戻もどした声で言った。

「この世界には最近、解決が望まれている一つの問題があるわ」

　何の話です？

「人外狂暴化現象ドウラメンテ。そして我が家にも解決を望まれる問題が生まれた。王立ブエナビスタ魔法学校テイマー科の受験費用の捻ねん出しゆつよ」




※　※




　金策に走る前に。

　腹が減ってはなんとやらで、エフデさんと俺は炊たきたての屑米をオカズなしでかっ食くらった。塾帰りに出店の惣そう菜ざいを夕食用に購もとめようと思っていたらしいのだが、10万ドバイ出費の衝しよう撃げきにより、その予定は消し飛んだそうだ。

　食後。呪いの人形に向き合ったエフデさんは、

「……あれ、どれもこれもオーラ、思ったよりなんか弱いかも。これならすぐ終わりそ！」

　とても嬉うれしそうに言ってくれるから、人知れず行った俺の作業は心底報むくわれた気分。

　エフデさんの解呪作業は二時間ほどで終わった。あとは倉庫の外に置いておけば、後日回収にくるそうだ。

「じゃあ行ってくるねキズナ。必ず割の良い依頼をゲットしてくる。わたしね、受験費用を用意できず、ブレイク・コーレインとお見合いしなきゃいけないって未来を想像するだけで、全身にこう、力が、勤労意欲が湧わいてくるんだ」

　サキュバスの格好に着き替がえたエフデさんは、次なる稼ぎを求めて夜のギルドへと向かっていった。

　頼たのもしいです、エフデさん。どんまい、ブレイク。




　数時間後。ギルドから帰ってきたエフデさんは、どこか強こわばった顔をしていた。

　割の良い依頼はなかったんだろうか。

　ハンモックに腰掛けると、ゆらゆらしだす。

「わたし、一線を越こえる仕事に手出しちゃったかも」

『…………』

「人外カップル喫きつ茶さ『スティルインラブ』のサクラのバイト。一応、防ぼう御ぎよ膜まく魔ま法ほうを使えるかどうかも確認されたから、警備的な意味も少しあるかもだけど」

『…………』

　今度からはエフデさんが帰宅後に俺の寝床のハンモックに直行したら、心の準備をしておこう。

　人外カップル喫茶。なんかちょっとヤバそうですね。

「……『スティルインラブ』はね、エリア最大級の大箱店らしくて、豪ごう華かな魔法アイテムが景品のよくわかんないイベント？とかもやったりして……、人外カップル向けの愉たのしい社交場って感じなんだろうけど。でも、恋こい人びととイチャイチャしてるところをまわりに見せたいカップルとかもいたりして……。そんなのわたしからすれば、性的嗜し好こうの逸いつ脱だつ見本市みたいな場所だよ」

　性的嗜好の逸脱見本市。あ、それ、完全にヤバいやつだ。

　美しいサキュバスがお客にいれば、店のイメージも良くなり、宣伝になるとのことで。

　人外カップル喫茶に一晩いれば、それだけで２万ドバイを貰える仕事だった。

　シャワーでは俺への目隠しを欠かさない恥はずかしがり屋やのエフデさんにはミスマッチ感がすごい、夜の匂においがする仕事だった。

　王立ブエナビスタ魔法学校の受験費用が工面できなかったら、ブレイクとの婚こん約やくルートに突とつ入にゆうする故ゆえの、苦く渋じゆうの決断というか、背に腹はかえられない根性というか、やけを起こしたわけではないと思うが、依頼選びのなりふり構ってなさよ。

　しかし、これならカンパで失った10万ドバイを五日で稼げる。

　屋根に落ちてきたグァンチャーレではなく、屋台でグァンチャーレを買えるだろう。グァンチャーレ。この世界で食べた二大忘れられない味だ。もう一つは、巨きよ大だいムカデのケツ。

「それでね、キズナにお願いがあるの」

『へい』

「わたしとカップルになって」







第六章　人外カップル喫茶







　謎なぞの妖精にキスをされ、前髪すだれ男から差し入れされた野ウサギを食わず嫌ぎらいして、ワーウルフになっていると気付いて、土牢で寝ね泊とまりし、ウサギ跳とびをするマッチョの膝ひざを案じて、円形闘とう技ぎ場じようで魔ま法ほう剣けん技ぎの的になりかけ、エフデさんと電でん撃げき的てきに出会って、狂暴化した巨大ムカデと鬼おにごっこして、裏路地経由で屑米を運び、シャワー中に目隠しが落ちて、馬車の中で彼女のゲェーしたのを受け止め、異性から初めて手縫いの品をプレゼントされ、魔法が使えるようになっていて、呪いの人形の解呪作業をし、人外カップル喫茶にサキュバスの彼かれ氏しのフリをしてこれから行くことになる。

　生きることは驚きの連続だなあ。




　長所・カッコイイハーフパンツを着こなしてる。

　短所・言葉でのコミュニケーションが取れない。

　そんなナイスガイを引き連れたサキュバスが夜の街を行く。

　スライムの施せ術じゆつがウリのオイルマッサージ店から出てきたやつらが、こちらに下げ卑びた顔を向け、「低脳種を性奴ど隷れいにしてるのかーい？　ヒャハハハ」と、はやし立ててくる。

　いきなり徳の低そうな連中が現れたな。

「いきなり徳の低そうな連中が現れたわ」

　俺の心の声と同じことを言ったエフデさんは、底冷えのする眼まな差ざしを連中に向けた。

「サキュバスの最高位魔法をご存じ？　あなた達たちの夢、死ぬまでずっと、自分とそっくりの顔をした女に迫せまられる悪夢にしてさしあげましょうか？　――ホラ、とっとと失うせたら？」

　連中は謝罪の言葉みたいなのを残して、すごすごと去って行った。

　エフデさんは日ひ頃ごろ、人前では彼女が思う「クリスティア家のお嬢じよう様さま」らしい振ふる舞まいに徹てつしていたが、サキュバスの格好をしているときはエフデさんだとバレてないわけで、体面を一いつ切さい気にしていない感じだった。

　どっかの誰だれかからの出で会あい頭がしらのセクハラ発言に、「とっとと失せたら？」って言い返せるエフデさんが眩まぶしいくらいに勇ましく、そんな一面が彼女にあることが嬉しかった。

　もし、セクハラ発言に何も言い返せず、エフデさんが傷ついてしまっても……。

　ワーウルフの俺じゃあ、慰なぐさめの言葉一つかけられないからさ。




　人外カップル喫茶「スティルインラブ」は、賑にぎやかな通りから一本入った路地――獣じゆう人じん専門のプレートアーマーショップと、亜あ人じん専門の耳かき屋さんの並びにあった。

　オスの人外とメスの人外のペアが、吸い込まれていく。

　中でもフェアリーとオスの人外の組み合わせをちょいちょい見かける。

　たった今も。

　勇ましいピッグフェイスの豚鬼オークがフェアリーを肩かたにちょこんと乗せ、店に続く階段を下りていった。

　オークとフェアリーが愛を育はぐくめるなんて、素敵な世界だな。

　そう思っていたが。

「ギルドで、依頼を受けるときに聞いたんだけどね」

　エフデさんがコソコソ声で教えてくれた。

　フェアリーは、同種族のフェアリーにしか恋こいをしない。

　カップル喫茶に入っていくフェアリーは、オスの人外から金銭を受け取って、一晩の恋人を演じているだけ。

　人外のオス達の間でレンタルフェアリー彼女が大流行している、と。

　絶対恋に落ちないフェアリーに金を払はらって、カップル喫茶で疑ぎ似じ恋れん愛あいごっこだなんて。

　日曜昼下がりの「ザ・ノンフィクション」で観みたい題材だ。サンサーラ。

「キズナ、ごめん。ちょっとお手洗いに行ってくる。ここで待ってて」

　緊きん張ちようするとトイレが近いエフデさんだった。

　人外カップル喫茶の店先で、エフデさんを待っていたら、

『――――!?』

　横合いから、強い力で手首を捕つかまれた。丸太のような緑の腕うで。

　ほとんど首のストレッチみたいな角度で見上げると――。

　ホブゴブリンの、電子レンジみたいなデカい顔があった。

　……もしかして俺、カツアゲされるの？

『…………』

　ホブゴブリンの妙みようにモジモジした様子と、ぎこちなくハニかんだ顔で。

　俺は二つのことがわかった。

　このホブゴブリンは女の子だ。

　そして、これはカツアゲじゃない！

「…………」

　わがままボディの彼女は無言のまま、カップル喫茶の入口を、圧あつ力りよく釜がまのような顎あごでクイッとした。

　すごいな。

　見ず知らずの異性と仲良くなりたければ、手首を掴つかんで、これから二人で行きたい場所を顎の先で示せば、終しゆう了りよう。

　シンプルなアプローチ！

　言葉をしこたま頭に詰つめ込んでしまった現代人にはできない芸当だ。いっそ清すが々すがしさを覚える。

　だが、俺はこのほとんど交通事故みたいな逆ナン（？）に戸と惑まどっていた。

『俺は今、別の子を待ってて。君とは行けないよ』

　そう告げたが、ホブゴブリンの彼女は、なにかを期待する目でこちらを見続けていた。

　……やっぱり俺の言葉は伝わらないんだ。

　断られたことに気づかないホブゴブリンは、腰こしをくねらせ、俺の男心を不思議なほどくすぐらないでくれるウインクを、土ど砂しや降ぶりの日のウインカーのペースで寄よ越こしてくる。実に積極的なお嬢じようさんだ。

『…………』

「…………」

　俺と目が合っている限り、彼女はまぶたが筋断だん裂れつを起こすまでウインクをやめないかもしれない。この状じよう況きよう、どうすりゃいいんだ。

　途と方ほうに暮れかけたとき、俺の手首をがっちり掴んでいる彼女の視線が、不意に俺の後方へと流れたことに気づいた。

　振り返かえり、彼女のその視線を追うと――。

　スラッと長身のシルエットが見えた。

　深緑色にぬめぬめ光る鱗うろこ状じようの皮膚、魔ま物もの屈くつ指しのスタイルの良さを誇ほこるリザードマンだ。

　ホブゴブリンの彼女は永遠に緩むことのなさそうな力で掴んでいた俺の手首を、あっさり放すと、モデル体型のリザードマンのほうへ掘くつ削さく機きのような足音を立てて、向かっていった。

　彼女はリザードマンの手首を掴むと、カップル喫茶の入口に、自分の顎をクイッとした。

　リザードマンは惚ほれ惚ぼれするほど男前の表情で、太いトカゲの尻しつ尾ぽを一度しならせた。

　ホブゴブリンとリザードマン。

　新規のカップルが入店していく姿を見届けていたら、エフデさんがお手洗いから小走りで戻ってきた。

「キズナ、お待たせ。……あれ、どしたの？　『なんだかなあ』って顔してるよ？」

　言葉で伝えなくても、俺の表情で気持ちを受けとめてくれてありがとう。




　さあ、いよいよ人外カップル喫茶に入店するぞ。

　俺の隣、見た目がサキュバスのエフデさんは、初めてのお化け屋や敷しきに挑いどむ幼女のような引きつった顔をしていた。

　でもエフデさんは、緊張とは無む縁えんの種族と言われるサキュバスが、店先でまごまごしてるわけにはいかないと思ったんだろう。

　ドレスの胸を張ると、

「さあキズナ、いざ大人の世界へ、共に参りましょう」

　俺の腕に自分の腕を絡からませてきた。

　腕の外側にエフデさんの体温を感じながら、地下へと続く石階段を下りていく。

　エフデさんは直前に自らが言ったセリフが恥ずかしかったようだ。もぉ大人の世界ってなによ。小声で悶もん絶ぜつしていた。




　石階段を下りた先の鉄てつ扉ぴを開けた。

　最初に目についたのは――幻げん想そう的てきな光だった。

　天てん井じようはどういう仕組みなのか、青い光を帯び、揺ゆれていた。まるでプールの中から夏空を眺ながめたみたい。

　おのぼりさんの気分で天井を眺めていたら、

「いらっしゃいませ」

　真横からカシミヤみたいな滑なめらかな声がした。

　ヤギの頭部の男が恭うやうやしく微笑ほほえんでいた。執しつ事じの格好がサマになってる。

「こちらは初めてですか？」

「ギ、ギルドの依頼で来たの。ああ案内してくださる？」

　緊張感から、ちょっと噛かみ噛みのエフデさんだった。

　だが案外、興奮して呂ろ律れつが怪あやしくなったサキュバスっぽいといえば、ぽいような。

　ヤギ男は目を笑えみの形に細めた。

「蠱こ惑わく的てきなサキュバス様と逞たくましいワーウルフ様にご来店いただき、光栄に存じます。――どうぞ、こちらへ」

　ヤギ男のあとを、エフデさんと俺はついて行く。

　仕切りや死角が極きよく端たんに少ない開放的な店内は、どこかホテルのロビーを思わせた。

　法則を感じさせない間かん隔かくで配置されたソファーが、青い光の空間の中、小島のように浮うかんでいる。

　亜人や魔ま物ものの姿をいくつも横目にしながら。

　店内の目立つ場所、オーク同士のカップルでもじゃれ合えそうなソファーに、案内してもらった。

「お飲み物はなにをご用意いたしましょうか？」

　ヤギ男に聞かれ、エフデさんと俺は顔を見合わせた。

　ディナータイムの人外カップル喫茶での最初の一いつ杯ぱいは、なにがベターなのか。

　エフデさんが言う。

「オススメはなにかしら？」

「当店のオリジナルドリンク『ハーツクライ』が本日から提供になります。今年、初めて魔ま法ほう栽さい培ばいに成功した果実を搾しぼり、水の妖精が楽しく遊んでいるときにだけ出す、ストレスのかかっていない魔法水を数すう滴てきブレンドした特製の一杯です」

「遊んでるときの水の妖精が出す魔法水って、良いものなの？」

「ええ、とてもとても。生み出された直後の、空気以外には触れていないその水を浴びれば、大変な美び肌はだ効果が得られるとも言われております」

「…………」『…………』

　明日からは、今まで以上にありがたがってシャワーを浴びよう。そう思ったエフデさんと、俺だった。

「ハーツクライと言ったかしら。それをくださる。彼にも同じものを」

「かしこまりました。――本日のイベントタイムでは、大好評の『亜人カップルなら彼氏の尻尾を当ててみろコンテスト』と、前々から告知させて頂いていた『獣人甲かつ冑ちゆうイケメンコンテスト』がついに今こ宵よい開かい催さいされます。お楽しみくださいませ」

　ヤギ男は一礼し、隅すみのほうへ消えていった。

　二人だけになると、エフデさんが店内で初めてやっと呼吸ができるというように、長く息をついた。

　俺たちは初めての場所で落ち着かないときは、

「キズナ。キズナ」

『エフデさん。エフデさん』

　意味もなく相手の名を呼びたがる二人組だった。




　ここは、人外カップル同士の交流の場になっている。

　なので他ほかのカップル客に話しかけるのは、何もおかしなことでもないし、遠えん慮りよなく眺めてもいいそうだ。

　中には、自分達のイチャイチャを見せつけるのが趣しゆ味みのやつらもいる。

　現に斜はす向むかいのソファー席では、ゴブリンとゴブリンのキスシーンがフルスロットルで繰り広ひろげられていた。

　エフデさんと俺は、駆けつけ一杯のハーツクライ（異様なほど鮮あざやかな虹にじ色いろの液体）を飲み干す。ほんのり甘あまくて、旨うまい。

　とりあえずギルドの仕事としては、この場を楽しんでいればそれでオッケーだった。

　なるべく多くのお客に、見目麗うるわしいサキュバスが来店していることを見せつけるのが好ましいわけなので。

　あとで店内を周回することにした。

　――ね、ね、ガーゴイルは～、うなじが性感帯なんでしょ？

　――えーでも、魔ま力りよくの強さとあっちの強さはイコールっていうじゃん。

　――あはぁん、ゴーレムって、ここが一番硬かたいのネ。

　俺おれ達たちのいるソファー席の前を、何組かのカップルがなんとも文化的な会話をしながら通り過ぎていく。

　エフデさんは、こういう話題は聞くのも大の苦手なんだろう。

　サキュバスのフリに徹するため、余よ裕ゆうの顔を取り繕つくろって、聞き流そう――としているのだけど、残念ながら顔には出ちゃってて、その紅潮した頬ほおを両手でパタパタあおぎ、誤ご魔ま化かすためか「この店暑いかも」と小こ芝しば居いを始めていた。

　羞しゆう恥ち心しんを必死に隠かくし、余裕ぶりたいのにぶれないエフデさん。それは激げき烈れつに可愛かわいい有様だった。

　俺は、恥じらいを誤魔化そうとするエフデさんフェチになってしまいそう。

　性せい癖へきのネクストドアが開かれる。おそるべし、性的嗜好の逸脱見本市。




「――サキュバス様、あちらのお客様からです」

　ウェイターがエフデさんにドリンクを届けてくる。

　どうやら、亜人の女の子たちにとって美しいサキュバスは、お近づきになりたい憧あこがれの存在のようだった。

　だが初対面で話しかけるのは、おこがましい行こう為いだそうで。

　サキュバスとお知り合いになりたかったら、初回はドリンクを黙って奢おごる。それが人外カップル喫茶「スティルインラブ」の流りゆう儀ぎらしい。

　そして。

「あちらのお客様からです」をハイペースで聞くこととなった。

　飲み物の単価は、だいたい１０００ドバイ前後か。

　金欠から、オカズも買かい控びかえる生活を送ってるエフデさんだ。一方的に奢られたとはいえ、１０００ドバイもするドリンクをお残しするなんて発想そのものがなかった。

　――――――♪

　不意に店内のどこかから、俺の鼓こ膜まくが新品になったんじゃないかと思うほど綺き麗れいな歌声が聞こえてきた。あまりの心ここ地ち好よさ。「スティルインラブ」専属のセイレーンが唄うたっているようだ。

　奢りのドリンクを二人で飲みつつ、エフデさんと俺はセイレーンの歌声にまったり浸つかりながら、立て続けに呑のんでいった。

　いつのまにか、斜向かいのソファー席のゴブリンカップルはいなくなっていた。

　どっちが♂でどっちが♀かわからない触しよく手しゆカップルが、知ち恵えの輪わみたいに絡みあっているのが、視界の端はしに入ったりしつつ――。

「キィジュナァ」

　滑かつ舌ぜつが絶ぜつ滅めつした声こわ音ねで名前を呼ばれた。

　気付けば、エフデさんの紫むらさき色いろの瞳ひとみは、とろ～んとしていた。

　ドレスからのぞく鎖さ骨こつも赤みを帯び、少し汗あせばんでいるようだった。

「キィジュナァ」

『…………』

　エフデさん史上、類を見ないほど弛し緩かんしきっているエフデさんがそこにはいた。

　あとになってわかったんだが。

　人外カップル喫茶のドリンクの中には、亜人や魔物は平気なのだが、人間が摂せつ取しゆすると酔よっ払ぱらってしまう成分があった。

　しかもセイレーンの歌声を聴きき続けると、自分の心にいつもよりちょっとだけ正直になれるようで……。

　エフデさんは心に秘ひめていた話をしてくれた。全体通して滑舌がへちょへちょだったが、それは脳内で補正して聞いた。




「昔むかし、あるところに一人の少女がいました。

　ワーウルフテイマーの母と、魔物医の父のもとに生まれた一人ひとり娘むすめ。

　小高い丘おかの大きなおうち。部屋の窓からでは果てが見み渡わたせない庭。いつだって笑え顔がおのメイドさん達。なにもしなくても出てくる温かくて美お味いしい食事。常に誰かが用意してくれてる綺き麗れいな服。世界はいつも少女をワクワクさせるもので溢あふれている。幼き頃ころの少女は、楽園の住人だった。
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　少女はまだ、寂さびしさの意味も知らなかった。

　魔物医の父は仕事が忙いそがしくて、家にいないことが多かったけれど……。

　テイマーの母の愛情やぬくもりは、どんな日も感じられていたから。

　でも、いつまでもそんな幸福な日々は続かなかった。

　六年前も、今年と同じ、キングヘイローの予言年だった。

　予言で告げられた厄やく災さいを防ぐため、少女の母と父は彼かの地に赴おもむいた。

　そして二人とも……。それを機に、当時９歳さいだった少女の人生は一転した。

　魔物医だった父は、稀き少しような魔ま石せきや聖せい水すい、含がん魔ま華かや四元素草なんかを集めて、低脳になってしまったワーウルフを、元の優ゆう秀しゆうな種族へと還かえす研究をしていた。

　その研究がどこまで進んでいたのかは、少女にはわからない。研究資料は魔薬協会「ラムタラ」が回収していったから。

　母と父がいた家で、思い出を胸にこれからも暮らしていこうと思っていた少女だったけど……。

　少女の父が研究のために庭で育てていた含がん魔ま華かに、栽さい培ばいが禁止されているものがあって、それで少女は財産も住むところも失った。――不可解な疑問が残った。

　たとえ研究のためでも、少女が遊ぶクリスティア家の庭で、父が触しよく法ほう植物を育てていたなんて考えられない。

　何者かが禁止含がん魔ま華かを庭に植えた……？

　ううん、今となっては少女には、もうわからない話。わかりようのない話。

　少女は、クリスティア家に長年仕えてくれていたメイドさんの一人、ジェシカさんの新たな雇やとわれ先の住み込み寮りようで一いつ緒しよに暮らすことになった。

　ジェシカさんは、もうおばあちゃんと呼ばれる年だったけど。

　いつもキビキビ動いてて、驚きよう異い的てきな早起きで、話し好きで優やさしかった。少女はジェシカさんの疲つかれた顔なんて見た記き憶おくがない、思い出すのは顔をクシャッとして笑っていた顔ばかり。でも、そのジェシカさんも昨年の秋、流行はやり病やまいで……。

　少女は本当に一人ぼっちになった。住み込み寮から出されて、彷徨さまよった。

　なんの思い入れもない街にたどり着いた。なけなしのお金で、住むところを借りた。月々１万６千ドバイ。格安物件。管理費はなし。誰も管理していないから。

　その街では、誰も少女がクリスティア家の人間だとは知らないはずだった。

　けれど、少女の髪かみが銀色にもかかわらず瞳が紫むらさきなのは、とても珍めずらしく、気品のある物腰だったため、王立ブエナビスタ魔ま法ほう学校を受験するために親元を離れてやってきた遠方の名家のお嬢様だと、街で噂うわさされるようになった。

　倉庫みたいなところに住んでるのがバレたりなんかしたら、小こ汚ぎたない身なりをしていたら、少女の両親や先祖が懸けん命めいに築いてきたクリスティア家のことを、馬ば鹿かにされてしまう。そんなのはきっと耐たえられない。

　少女は住んでいる場所をひた隠し、生活を切きり詰めて、たとえお腹なかを空すかせても、外では綺麗な身なりをした。

　いつも同じ格好をしてると思われないためには、新しい服だって定期的に。

　名家のお嬢様らしいイメージを守る。それが全すべて。

　でも、現代魔ま法ほう塾じゆくで知り合った女の子から誘さそってもらえたりしても、その集まりには行けない。人付き合いって、とってもお金がかかるから。

　誰からの誘いも全部断っていたら、少女はやがてクールビューティなんて言われるようになった。

　少女はね、まわりから貼はられたレッテルをそっくりそのまま引き受けて、こっちから演じてみたくなるところがあったの。

　近寄りがたくて、隙すきがなさげで、誰にも懐なつかない猫ねこみたいな、そんな子でいようって思った。そんな子でいられたら、親しい人なんてできないだろうから。親しい人さえできなければ、断だん片ぺんもお見せできないような生活をしているってバレないから。

　多た彩さいな種族が暮らすため、プライバシー意識の高い街だったのも幸いして、少女は名家のお嬢様らしいイメージを未いまだに守れている。

　でも時に、少女は朝目覚めて、まだ一日なにもしていないうちから『疲れた』なんて呟つぶやいちゃうこともあって。

　なんだろう、この生きづらさ。

　たまにだけど、夜もうまく眠ねむれないときがあって。

　――そんなときは、心の中でママに会いに行くの。

　訓練服が似合ってる、カッコいいテイマーのママ。雨の日、わたしが水たまりをジャンプして、笑ってた。よく道に迷うママ。秋には庭で甘い果物を狩かった。人助けをして、大勢の人から感謝されてるママ、照れくさそうに微笑んでる。夕暮れの街、肉の串くしの行列に手を繋つないで並んだ。お誕生日会で踊おどってるママ、ほらエフデもこっちにおいで、楽しいよ…………。

　――――………キズナ、なんかごめんね。変な話しちゃってたね。わたしってば、こんな場所でこんな格好なのに。……可お笑かしいね」

　そう言って、サキュバスになっていた彼かの女じよは儚はかなく笑った。

　……エフデさん、泣いたっていいんだよ。

　その言葉は、伝えられなかった。

　俺おれはワーウルフだったから。臆おく病びようだったから。

　エフデさんは中身が少し残っていたグラスを呷あおった。ふぅー。甘い息。

「――今、こうして生きて、美味しいものを飲んでられるのも、キズナのおかげだね」

『……？』

「…………実はね、さっきの少女の物語は……、出会ったワーウルフがきみじゃなかったら、多分もう『おしまい』になってたんだ……。

　――キズナと出会えた日。テイムロイヤル。わたしは客席に飛び込んでいって、象人族の子の前で、狂暴化した巨大ムカデに向かって両手を広げた。

　……あのとき、ちょっと思ったんだ。

　ここで死ねたら永遠にセーフだな、って。

　クリスティア家が代々築いてきたものを。傷つけることのないままにできる。

　一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばっても、立派なテイマーになれませんでした――……そんな未来になってしまうことは永遠になくなるから……、セーフだって」

『………………』

　俺の身体のどこに心があるのか、ハッキリわかるくらい、心が苦しくなった。

　もし俺が人間の言葉のわからないワーウルフだったなら……。

　彼女の話の意味がわからず、こんなに心が苦しくなることもなかった。

　でも。

　俺は、人間の言葉がわかるワーウルフで心底よかった。

　エフデさんの話を、悲しいひとりごとにさせずに済んだんだから。

　俺は聞いていたよ。忘れないよ。

　俺はテーブルに投げ出されていたエフデさんの腕を最小の力で噛んだ。

「え？」

　エフデさんのキョトンとした顔が、視界の端に見えた。

　なぜ甘あま噛がみしたのか、自分でもいまいちよくわからない。

　なんの言葉も伝えられないフラストレーションからかもしれない。

　身体だけじゃなく、心も少しイヌ科っぽくなってきたからかもしれない。

　目の前の通路をワニ頭の獣人カップルが、肩をじゃれ噛みしながら横切っていったからかもしれない。

　俺はエフデさんの腕から口を離した。

　彼女の白く細い腕には、ワーウルフの涎よだれがついてしまっていた。

『ご、ごめん、エフデさん！』

「テイムロイヤルのとき」彼女は愉ゆ快かいそうに笑っていた。「狂暴化した巨大ムカデの尾おに噛みついて、わたしを救ってくれたね。……もしかして今、わたしを励はげまそうとしてくれたの？」

　ありがとう、大だい丈じよう夫ぶだよ。

　ここで死ねたら、永遠にセーフだな。なんてもう考えたりしない。

　……二人で屑くず米まいをモリモリ食べて、思ったの。

　立派なテイマーになって、一緒に美味しいものをいーっぱい食べていきたいって。

　ねえ、キズナ。きみはもう、わたしの希望にされちゃってるよ。




　それから俺とエフデさんは、ギルドでの依い頼らい仕事（サキュバスが来店していることを見せつけるサクラ）をより全まつとうするため、ソファーから腰をあげ、店内の周回を始めた。

　エフデさんは頭よりも足に酔いが廻まわっていたらしく、少しだけフラフラしてる。その覚おぼ束つかない足取りも、夜を満まん喫きつ中のサキュバスっぽいといえば、ぽい。

　ただ、俺はエフデさんがてっ転んでもいけないので、彼女と腕を組んで歩く。

　――あれ、見て。キレイなサキュバスがワーウルフを連れているわ。

　――サキュバスに腕を組ませてもらえるなんて、きっとあのワーウルフはかなりの……。クーゥ、男としてマジで憧れるぜ。

　何かをマジで憧れられた俺がエフデさんの腕を抱かかえたまま、自分達のソファー席に戻もどっていく途と中ちゆうだった。どこかから、

　――クリスティア。

　その名を口にする誰かの声を聞いた。

　エフデさんも聞いたようだ。キョロキョロしてる。

　――クリスティア。

　再び、耳に届く。

　ドワーフカップルがお互たがいの顔を分厚い手で挟はさんで見つめ合ってる奥おく――壁かべ際ぎわの席から聞こえたような。

　エフデさんと俺は、そちらに向かった。

　壁際のその一角は薄うす暗ぐらく、遠目には男のシルエットしか見えなかった。近づいていく。

『……ヴァンパイア？』

　男は、自分の顔のそばに手を掲かかげ、その手のひらにフェアリーが寝ねそべっているのが見えた。

　至近距きよ離りでの秘密の会話を愉しんでいるのかな？

　さらに近づいていくと――――!?

　ヴァンパイア男はフェアリーの足先を、俺やエフデさんの視線にも気付かない集中力で舐なめ上げていた。時折、「クリスティア。クリスティア」と熱っぽい声を漏もらしながら。

『…………』

　誰かの性的嗜好については、特に意見はない。

　当人同士が幸せなら俺からは何もない。

　というわけで、黙だまって立ち去ろうと思ったんだが。

　漆しつ黒こくの衣ころもに身を包んだヴァンパイア男の前まえ髪がみがすだれになってるのを見て、

『おっ』

　ブレイクみたいな前髪って他にもいるんだなー。

　と、ヴァンパイア男の死人のように漂ひよう白はくされた顔をよくよく眺めてみると――。

『あっ』

　これブレイク本人だ！

　足先をレロレロされてるフェアリーが「アンタってホント」と、蓮はすっ葉ぱな声で言う。

「クリスティアクリスティアいーながら、フェアリーの足に舌を這はわせるのが好きな変態豚ぶた野や郎ろうね。――ところで、クリスティアって誰なの？　まあ、どうでもいっか。そろそろ時間なんだけど、延長すんなら前まえ払ばらいだかんね」

　ブレイクは人間だとバレないようにヴァンパイアに扮ふんし、人外カップル喫きつ茶さに来店し、エフデさんの名みよ字うじを声にしながら、金銭を介かいしたフェアリーの足を舐め、豚野郎呼ばわりされているという――公こう序じよ良りよう俗ぞくと、人として大事な何かに反してる光景が、目の前には広がっていた。

　フェアリーの足を一心不乱に舐め続ける顔面白しろ塗ぬり男をこれ以上見続けては、今こ宵よい悪夢を見そうだ。

　触手カップルの組くんず解ほぐれつが斜向かいで繰くり広げられるソファー席に戻ろう。




全身を投げ出すようにソファーに沈しずみ込ませると、エフデさんは言った。

「今さっき見た、ヴァンパイアね。……人間なの。ブレイク・コーレインって名前の。――……わたし、受験費用をなにがなんでも集めて、ブエナビスタ魔法学校に絶対合格したいって思いは、もうとっくにマックスになってたつもりだったんだけど……。今そのマックスを超こえたよ」

　隣となりにいるエフデさんの手が、俺の毛むくじゃらの手をギュッと強く掴んだ。

「ブエナビスタに入学できなかったら、ブレイクと婚こん約やくすることになって……。心を通わせたくもない人から、足の指をレロレロされる人生が待ってるんだと思ったら……、頑がん張ばれる。わたし史上一番頑張れる」

　エフデさんの瞳が燃えていた。

「だから。わたし今からさっそく頑張る。キズナを、夜な夜な人外カップル喫茶に来るような亜あ人じん娘むすめや獣人娘の、視線に晒さらすの嫌いやだったけど……。頑張って耐えるわ。さあ、キズナ。ひと思いに獣人甲冑イケメンコンテストに出てちょうだい」

『ん？』

「それで優勝賞品のＳ級魔法アイテムを手に入れて。質しち屋やに持ち込めば、もうドバイまみれ。ブエナビスタの受験費用は、余裕のよっちゃんで工面できるわ」

『…………』

「たとえステージ上にいるキズナを嘗なめ回まわすように見てる娘こに気付いても……、わたしすごく頑張って、その娘と一ひと悶もん着ちやく起こさないようにするから」

　うん。悶着はよくないね。

　エフデさん史上一番頑張れるエフデさんになると、なぜ俺が謎なぞのコンテストに出ることになるのか、その展開についていけてなかったが。

　俺もすごく頑張って、いろいろと気にしないことにした。




　ということで人外カップル喫茶「スティルインラブ」本日のイベント。

　～亜人カップルなら彼かれ氏しの尻尾を当ててみろコンテスト～

　尻尾がある亜人彼氏が、このイベントのために作られた特製仕切りの向こうに横一列に並び、腰の高さに開けられた丸い穴から、尻尾だけを出す。

　ギャラリーから見えるのは、「１」「２」「３」「４」「５」「６」と書かれた六つの穴から、尻尾がぶら～んと出ている間ま抜ぬけな光景。

　そこに目め隠かくしをされた亜人彼かの女じよが六人。係員に誘ゆう導どうされ、よちよち登場する。

　彼女たちは一人ずつ、順番に「１」～「６」の穴から出てる尻尾を、恥はじらったり恥じらわなかったりして、消極的に積極的に触さわっていく。

　彼女のほうはいくら声を出してもオッケーだが（むしろ声を出すのを求められてる？）、尻尾を触られる亜人彼氏のほうは声出しＮＧ。即そく失格になるらしい。緩ゆるいんだか緩くないんだかわからないゲームのルールといえばそんくらい。

　で、自分の彼氏の尻尾を触しよつ感かんだけで見事当てた亜人彼女には、人外カップル喫茶「スティルインラブ」の月間フリーパスが進しん呈ていされるという。

　尻尾のある身体になって日が浅い俺には、彼女が彼氏以外の男の尻尾を触るとか、彼氏が彼女以外の娘から尻尾を触られるとか、そこらへんのドキドキ感が残念ながら（？）よくわからず。

　盛り上がりを見せる「亜人カップルなら彼氏の尻尾を当ててみろコンテスト」の喧けん噪そうをどこか向こう岸に感じながら、控ひかえ室しつでそそくさと「獣人甲冑イケメンコンテスト」の出場準備をしていた。

　参加者全員分の甲冑は、カップル喫茶の二軒けん隣となり、獣じゆう人じん専門のプレートアーマーショップから無む償しようで貸し出されたもので、甲冑の着付けもそこのスタッフがやってくれる。プレートアーマーショップの協力あってのコンテストだ。なんでも、アーマーショップのオーナーがカップル喫茶の大の常連なんだとか。ご近所仲良しだ。

　にしても、

『……多いなぁ』

　俺は控え室に詰めかけた獣人たちを見まわした。

　参加者は三十人近くいそうだ。

　まあ、エントリー人数がでたらめに少なすぎるよりは、カップル喫茶のステージにおっちょこちょいにも甲冑姿で登場していく、恥ずかしさが薄うすれていいが。

　ただ、その分、優勝賞品を手に出来る可能性がな……。

　控え室の隅のテーブルに、それは透とう明めいなケースの中に置かれていた。

　Ｓ級魔法アイテム「ビハインドザマスク」

　面上は、まるでプロジェクションマッピングみたいに、様々な文様が浮かんでは消え、また浮かんでいた。

　永久に電気代のかからない間接照明としても重宝しそう。




※　※




　――最初、扉とびらの向こう側が一ひと際きわ騒さわがしくなったとき。

　控え室の俺には、事態がよく呑のみ込めていなかった。

　彼氏の尻尾を当ててみろコンテスト馬鹿みたいに盛り上がってんなぁ。と思っただけだ。

　扉の窓から何気なく見ると――目に飛び込んできたのは赤々とした天井だった。

『…………あれ？』

　天井って青っぽくなかったっけ。

　――そのとき、天井の付近に、何か小さなものが翔とんでいるのが見えた。

『妖よう精せい？』

　フェアリーの密集スポットと化している人外カップル喫茶だ。妖精なんていくらでもいる。でも、俺は土牢で見た妖精を思い出していた。よく見えなかったけど、あのときの妖精に似ているような気がしていた。なんでこんなところに？

　そんな疑問はどっかに行く。不意に響ひびいた誰だれかの悲鳴のような声に、

「人外狂暴化現象ドウラメンテ！」

　その単語が交じっているのを聞いたからだ。俺は甲冑を着込んだまま、控え室を転がり出た。

『……うぅ』

　炎えん天てん下かの屋外にでもテレポートしたみたいに、顔面に熱波を受けた。

　何かが壊こわれる異音がしたほうに目を向けると――

　尻尾当てコンテストの特製仕切りの板が壊れ、倒たおれているのが見えた。

　その下で、正気を失ったような顔で吼ほえている竜りゆう人じん種の男が屈くつ強きような獣人たちに取とり押おさえられていた。

　なにがあったんだ……？

　そばのソファー席にいたフェアリーの話し声で、状況がわかった。

　テクニシャンの亜人女に尻尾をソフトタッチされていた竜人が突とつ如じよ狂きよう暴ぼう化かし、天に向かって火炎吐息を大放流させたそうだ。

　その天井を覆おおっていた竜人の炎ほのおは、水みず魔ま法ほうの使い手である者たちによって、幻まぼろしだったかのように消失したようだ。優秀な消防士に感謝。

「グゥヴヴヴヴ――」

　俯うつぶせの竜人は口くちの端はしから涎を垂らしていた。その傍かたわらに、純白の貫かん頭とう衣いの狐きつね耳みみ娘がスッとやってきた。

　彼女の口から、耳みみ馴な染じみのある詠えい唱しようが漏れる。

「Solemiaソレミア.Treveトレヴ.Treveトレヴ.GoldenHornゴールデンホーン.Foundフアウンド.Enableエネイブル.Enableエネイブル」

　近くに呪のろいの人形でもあるんだろうか。

　店員が店内の隅すみ々ずみまで安心を届けるように言う。

「中央守護職に通報致いたしました。そして、本日はお客様の中に解呪魔法教『アパパネ』の信者様がおられました」

　貫頭衣の狐耳娘のことのようだ。

　尻しつ尾ぽ当てコンテストの司会者が、喋しやべる機会を失った手て持もち無ぶ沙さ汰たを埋うめるように、狐耳娘の行為の意味を説明し出した。

　人外狂暴化現象ドウラメンテが起こる原因は不明だが、人外狂暴化現象ドウラメンテに見み舞まわれた者を鎮しずめる方法は、理論上確立されている。

　それが解呪魔法「Solemiaソレミア 七詠唱」。

　一詠唱後には、手に白い光を帯びる解呪魔法「Solemiaソレミア」。

　その光が消える前に、二詠唱三詠唱四詠唱と重ねがけするごとに格段と難しくなるそうだが……。

　七詠唱まで成功させると、悠ゆうき久ゆう解呪魔法へと変わり、原因不明の狂暴化ドウラメンテをはじめ、どんな異常でも鎮める力を持つと信じられている。

　解呪魔法教『アパパネ』の開祖が使えたというその魔法だが、今は誰だれ一人ひとりとして使える者がいないらしい。

　そんな「Solemiaソレミア 七詠唱」を、純白の貫頭衣の狐耳娘がこの場でいきなり成功させるのは、さすがに厳しいだろう。

　それでも。

　二詠唱や三詠唱された Solemiaソレミア で、狂暴化の症しよう状じようを少しだけでも緩かん和わするかもしれない。そんな想おもいから、詠唱が続けられていた。

　貫頭衣の亜人娘の隣に、いつのまにか魅み惑わくのサキュバス――エフデさんの姿もあった。

　エフデさんも Solemiaソレミア を唱えているのが見えた。

　他にも数名、この場にいる解呪魔法が唱えられる者達たちが、狂暴化した竜人のために詠唱を始めていた。

　――Solemiaソレミア.Treveトレヴ.Treveトレヴ.GoldenHornゴールデンホーン.Foundフアウンド.Enableエネイブル.Enableエネイブル

　教会に響く賛美歌のようでもあった。

　この空間をどこか神こう々ごうしくもした。

　ついさっきまで彼氏が穴から尻尾を出し、彼女がそれを撫なでたりしごいたりして盛り上がっていた場所とは、思えないほどだ。




　――ん？

　詠唱が響いている中。

　貫頭衣の狐耳娘とエフデさんのうしろ、なにかが気になった。

　頭にツノの生えた黒鬼族の大男が、どういうわけか、棍こん棒ぼうを構え出していた。

　そのいかにもこれからフルスイングします感のあるポーズは、ここが球場で、彼のいる場所がネクストバッターズサークルなら、自然な光景だった。

　Solemiaソレミア を唱える者達は、詠唱により集中するためか目を瞑つぶり、それ以外の者は詠唱者達を祈いのるように見つめている。

　棍棒を持つ黒鬼族の大男の行動は、特に誰も気に留とめていない。

　顔が黒い故ゆえ、表情が読めなかった大男の、その目に尋じん常じようじゃない光を見た瞬しゆん間かん――。

　やつも狂暴化してる！

　俺は最初から四よつん這ばいになって、駆かけだしていた。

　黒鬼族の大男が棍棒を振ふりかぶる動作をスローモーションで捉とらえる。

　男が棍棒を振り抜ぬこうとしている軌き道どうには――エフデさんの華きや奢しやな身体があった！

　俺の手て脚あしは、フェアリーの素す足あしをレロレロするブレイクの舌よりも速く動いた。

　黒鬼族の大男は自分に猛もう然ぜんと向かってくる俺の存在に気付いたようだ。

　内角の危険球を避よけようとするバッターのように、やつは後ろに仰のけ反ぞった。

　俺は構わず、前方に飛んだ。

　甲冑のタックルが、黒鬼族の大男を吹ふっ飛とばす――と思われた直前。

　後ろに仰け反った姿勢のままのやつが振り抜いた棍棒が、俺の胴どうを強したたかに捉えていた。

『―――――!!』

　身体の内側が大破したような衝しよう撃げき。目の前が一いつ瞬しゆん白くなり、俺は後方に弾はじけ飛んでいた。

　人外カップル喫茶の壁かべでも突つき破やぶったのか。気づけば俺は、さっきまでいた控え室の床ゆかに倒れていた。

『――――。――。ぁ』

　痛みでまともに声が出ない。

　馬男スタリオン、巨きよ大だいムカデのむかりん、戦ったやつらのことが頭を過よぎる。

　思えば、敏びん捷しよう性せいに優すぐれたワーウルフである俺は誰の攻こう撃げきも、まともに受けたことはなかった。

　他者からこれほどの痛みを故意に与あたえられたことが、ショックだった。

　Solemiaソレミア の詠唱が止やんでいた。

　天てん井じように火を放った竜人以外にも、狂暴化しているやつがいることに、みんなが気付いたんだろう。

　その喧噪は、けれど靄もやがかかったように遠ざかっていく…………。

　―――――――。

　意識を失っていたのは、ごく短い時間だったと思う。

　だが、目覚めたとき、すぐに目覚めたとはわからなかった。悪夢を見ているのかと思ったからだ。

　啼てい泣きゆう。喚かん声せい。咆ほう哮こう。誰かの放った火魔法が、逃にげ惑まどう者や、床に倒れている者を無ぶ遠えん慮りよに照らして消えた。

　数秒間かん隔かくで起こる衝しよう撃げき波はに、体毛を撫でられる。

『…………』

　俺は事態を呑み込んだ。

　この場にいる何人も、もしかしから何十人もの身に、人外狂暴化現象ドウラメンテが巻き起こっている！

　起き上がるぞ、と自分の身体に命令し、甲かつ冑ちゆうの身体を起こした。

　棍棒の一いち撃げきを受けた上半身には鈍にぶい痛みが重く疼うずいていたが、足あし腰こしには力が入る。

『……暗いな』

　視界の彼方かなたでは、誰かが生み出す魔法の光が絶え間なく、煌きらめいていたが。

　こちら側には光源はなく、足あし下もとすらよく見えない……。

　俺は自分でも、この場を少し明るくできる唯ゆい一いつの方法に気づいた。

『Solemiaソレミア.Treveトレヴ.Treveトレヴ.GoldenHornゴールデンホーン.Foundフアウンド.Enableエネイブル.Enableエネイブル』

　籠手ガントレツトの手に白い光が生まれる。解呪魔法は便利だな。懐かいち中ゆう電灯代わりにも使える。

　エフデさんはどこだ？

　俺は、人外が暴れているほうへと踏ふみ出だした。詠唱は続けたまま。手の白い光を片時も切らしたくはなかった。

　エフデさん無事だよな？

　最悪の想像を頭に居い据すわらせないように、Solemiaソレミア の詠唱にだけ意識を向けていた。

　俺は冷静ではなかったんだろう。

『Solemiaソレミア.Treveトレヴ.Treveトレヴ.GoldenHornゴールデンホーン.Foundフアウンド.Enableエネイブル.Enableエネイブル』

　七詠唱を超え、手の白い光に金色の粒つぶが交じったことにも気付かずにいたのだから。




　幾いく夜よも人外カップル達の火ほ照てった身体を受け止めてきただろうソファーの残ざん骸がいを、また一つ乗のり越こえたときだった。

　俺の頬ほおの横―――ビュッ。なにかが鞭むちのように風を切った。

　慌あわてて、頬を触り、確かく認にんする。毛先は焦こげたかもしれないが、頬の肉はちゃんとついている。大丈夫だ。

　振り向むくとそこには、赤黒い斑はん紋もんに覆われた全身がヌメヌメと濡ぬれ光っている火蜥蜴サラマンダーが、地面に近い顔をこちらに向け、俺をヒタと見み据すえていた。

　あらゆる負の感情を煮に染しめたような瞳と、目が合う。狂暴化してる！

　火蜥蜴の長い尻尾が動く気配に、俺は咄とつ嗟さに顔を守るように両りよう腕うでをあげた。

　ビュッ。

　尻尾は鞭と化していた。

『――ッ！』

　前ぜん腕わんに、熱した油をぶっ掛かけられたような酷ひどい痛みが走る。たまらずにその場に頽くずおれた。

　蹲うずくまってしまった俺のもとに、火蜥蜴が今にも追つい撃げきをしかけてくると思ったが。

『…………』

　何もなかった。

　近くで、若い女性の悲鳴を聞いた。

　見やると――、火蜥蜴が誰かに覆い被かぶさっていた。

　細長いやつの身体越しに、仰あお向むけになった狐耳娘の姿が見えた。その純白の衣類は無む惨ざんに引ひき裂さかれ、胸部が露あらわになっている。

「……いや、……やめて……」

　狐耳娘の悲痛な声。

　火蜥蜴のチロチロと動くドス黒い長舌が、狐耳娘の白い肌はだに下ろされていく。

「……ゆるして……」

　俺は這うようにして駆けだした。

　噛かみついてでも、止めてやる！

　こちとら、巨大ムカデのケツをほんの一部だが噛み千切ったこともあるんだ。ムカデに比べりゃ、トカゲがなんだってんだ！

　火蜥蜴は狐耳娘を襲おそうことに夢中で、その尻尾はたやすく掴つかめた。

　そのまま囓かじりつこうとした矢先。

　火蜥蜴の身体が燦さん然ぜんと輝かがやき出した――！

　……なんだこれ……？

　白く光る火蜥蜴の身体は、金色の光の粒りゆう子しを撒まき散ちらし――。

　直後、瞬しゆん間かん的てきにやつの身体から力が抜けたのがわかった。

　火蜥蜴の身体は発光をやめ、俺の手の光も消えた。

　あたりは真っ暗になった。

　興奮状態だった火蜥蜴は急に眠りにでも落ちたように、動かなくなったのが暗くら闇やみの中でもわかった。

　いったい、なにが起こったんだ……？

　狐耳娘の声がした。

「…………どうして？　狂暴化ドウラメンテのオーラが、完全に消えてる……」

　闇やみの中、身体を起こした狐耳娘の顔がこちらに向けられたのが、気配でわかった。

「――私を助けてくださった貴方あなた様さまは誰なのですか？　もしや『Solemiaソレミア 七詠唱』が使えるのですか？」




※　※




　あれは中一の頃ころだ。

　遠足だった。我わが校こうはどういうわけか、どういうつもりか、遠足が30㎞あった。

　朝一で郊こう外がいの小さな駅に集合し、全校生徒でスタート、畑だらけの国道を母校へと向かっていく。

　楽なコースというわけでもなかった。

　後半には、「急な」と言っても差さし支つかえない登り坂が、４・６㎞続く区間があった。

　仲の良かった友人は、所属していた運動部からトップ集団でのゴールを義務づけられ、そのためスタート直後から俺を置き去りにしていた。
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　遠足の行程の大半を、誰かとくっちゃべりながら歩いていたけど、その坂を登っているとき、俺は一人だった。

　よく晴れた日だった。六月になったばかりなのに、酷く暑かった。

　坂の下で補給した水すい筒とうの水の残りが、歩くたびにリュックの中でチャポチャポと揺ゆれた。

　この坂を登り切ったら、あとは坂を下ってゴールだ。

　遠足の次の日は平日だが、休校になる。明日はなにをしようか。

　そんなことを考えていたときだ。

　坂の道みち端ばたの木こ陰かげに、誰かが一人座すわり込んでいるのが見えた。体育ジャージの色で、同学年の生徒だとわかった。女子だった。

　俺は見ず知らずの人に、いきなり声をかけられるような人間ではなかった。

　でも、でたらめに長い時間歩き続けていた俺の心は、この日の雲一つない空のように開放的になっていて、だから、

「頑張ってください、ファイト」

　そう声をかけた。

　道端にいた子は顔を上げ、俺を見た。

　突とつ然ぜん声をかけられた戸と惑まどいの表情は一瞬で、すぐさま友達に向けるような笑え顔がおに変わった。

　俺も笑いかけたと思う。立ち去った。遠足での、なんてことのない一幕。俺視点では、もし遠足の作文を書かされることがあっても、一行も触ふれることのないエピソード。

　だが、彼女にとっては違ちがったのだ。

　彼女はそのあと「頑張ってください、ファイト」という俺の声を、何度も脳内でリピート再生し、あくまで本人の体力と根こん性じようによる遠足のゴールを、「頑張ってください、ファイト」のおかげで成なし遂とげられたと思ったそうな。

　それからというもの、人生の中でしんどいことに直面するたび、俺の例の声を脳内で蘇よみがえらせたという。

　今までよりも勉強を頑張れる、部活を頑張れる、いっぱい頑張れたからゴハンが美お味いしい、よく眠れる、毎日が楽しい、生まれてきてよかった。それら全すべては「頑張ってください、ファイト」のおかげだという、こちらが面食らうほどの大おお仰ぎような捉え方かたをしていた。

　ある日、彼女はふと耳にしたラブソングのその歌詞に、稲いな妻ずまに打たれたような共感を覚え、自分は今恋こいしていると気づいたそうな。

　以降、中々勇気が出ず、行動に移せていなかったが……。

　今日は「頑張ってください、ファイト」という声がいつもより頭の中に強く響き、ついにこの放課後に告白する勇気が持てたという顛てん末まつを、俺は境けい内だいの石段のところでザボンさんから聞かされていた。足下には、自分の行く末を知らないムカデが元気に動き回っていた。

　この経験から学んだことがある。

　自分の何気ない言動が、およそ自分では把は握あくできない影えい響きようを他者に及およぼし、思いも寄らぬほどその人の中で特別な意味を持ちだし、祭り上げられ、ストップ高で神格化し、そして取り返しのつかない事態を招いたりすることもある、と。

　だから。

　俺の言動が他者の中でどんな風に発展していくか予測もできないが、絶対なにかしらの未知の発展を遂げていくと思えることには、ことさら慎しん重ちようでいようと心に決めていた。

　よって。

　低脳種ワーウルフの俺が、今現在世界で誰もできないとされる「Solemiaソレミア 七詠唱」を使えることがバレるのは――。

　避けろ！　なにが起こるかわからないぞ！　取り返しがつかなくなったらどうする!?

　心の奥おく底そこ、中二の放課後の神社に取り残された俺が、訴うつたえていた。

「――『Solemiaソレミア 七詠唱』のお方、どうか近くにきてくださいませんか？　お顔を見せてくださいませ」

　胸むな元もとがはだけている女の子から、接近を望まれたが……。

　俺はなにも言わず立ち去ろうと思った。

　顔は見せられなくても「ごめんよ」くらいは言いたかったが、ワーウルフの吠ほえた声を聞かせるわけにもいかない。ごめんよ。




　そうして狐耳娘の前から離はなれ、辿たどり着ついたのは暗闇の小空間だった。

　倒れたテーブルの陰かげに、変化し続ける不思議な光があった。俺おれは導かれるようにして、歩み寄った。

『……これは』

　不思議な光を放っていたのは、マスクだった。質屋に持って行けば、ドバイまみれになれるＳ級魔ま法ほうアイテムの一品だ。

『…………』

　エフデさんと出会い、エフデさんと暮らすことになったときに似た――このタイミングでビハインドザマスクを見つけたことに、なにか自分の人生にまるで最初からそう決まっていたかのような「流れの良さ」を感じた。

　俺はマスクに顔を寄せた。

　お面の内側に顔が触れた瞬間、それは俺の頭部を熔とけた金属のように包み込んできたが、どうしてか、俺は取り乱すことはなかった。何かが起こる予感があったんだ。

『Solemiaソレミア.Treveトレヴ.Treveトレヴ.GoldenHornゴールデンホーン.Foundフアウンド.Enableエネイブル.Enableエネイブル』

　懐中電灯代わりの魔法を詠唱する。さっきまで甲冑の着付けが行われていた控え室の隅すみに、大きな鏡を見つけた。

　近づいて、確認した。

　不思議な光を放っていたマスクが、今は夜空よりも暗い色に沈んでいる。

　手で触れると、硬こう質しつで滑なめらかなマスクに鼻も口も覆われていたが、呼吸は問題なくできていた。それよりも気になったことがあった。鏡に映っているのは俺しかありえないはずなのに、なぜだかそこにいるのが自分ではないような気がしてならなかった。

　――首から下は、マスクを被かぶる前と同じ格好なのに、マスクを被っているのがボクだってなぜかバレない魔法暗示効果が働くんですよ――

　パチンカスの声が蘇ってきた。

『………………』

　住まいの頭上で、水の妖精が水遊びを始めれば、なにを置いてもシャワーを浴びに行くように。

　人外狂暴化現象ドウラメンテの夜に、正体を隠かくせる術すべを得たのなら、なにを置いてもSolemiaソレミア を連続で詠唱すべきだと思った。

『Solemiaソレミア.Treveトレヴ.Treveトレヴ.GoldenHornゴールデンホーン.Foundフアウンド.Enableエネイブル.Enableエネイブル』

　さあ、狂くるったように暴れるやつらが生み出す魔法の光が、千切れる方へ。

　七詠唱を唱え終える前から、もう走っとけ。







第七章　パリピ







　先日、人外カップル喫茶「スティルインラブ」で起こった同時多発的人外狂暴化現象ドウラメンテが、たった一人の「Solemiaソレミア 七詠唱」使いによって、鎮ちん静せい化かされた奇き跡せきは今や大陸中に知しれ渡わたっていることと思う。

　13種族19体の人外が狂暴化するという、最悪の事態だったにも拘かかわらず、今日までに死者は出ておらず、現在入院をしている者にも命に別状はないと魔法医会「オークス」が公表している。

　これも偏ひとえに、謎の「Solemiaソレミア 七詠唱」使いと、広こう範はん囲いに防ぼう御ぎよ膜まく魔ま法ほうを素す早ばやく展開したサキュバス娘の活かつ躍やくによるものだろう。

　今回の大規模事件で、狂暴化状態から回復した19体の人外の精密検査が行われた結果、人外狂暴化現象ドウラメンテを巻き起こす原因が、遂ついに明らかになった。

　大陸保安局による注意喚かん起きの号外が出たため、国民には周知のことと思うが、要因は二つであった。

「虹にじ色いろの果実の摂せつ取しゆ」と「心しん拍ぱく数すうの上じよう昇しよう」。

　ビューティーガルフ地方、チェスナットイースト地方に、今年から突然実った虹色の果実を摂取した直後、その未知の成分が未消化期間に心拍数が上昇すると、狂暴化が引き起こされるということだ。

　直近に起きた人外狂暴化現象ドウラメンテ事件の舞ぶ台たいになった「ミスコン会場」「オルフェーヴルのテイムロイヤル」「人外カップル喫茶」を例に挙げたい。

「ミスコン会場」ではダイエット目的で虹色の果物を日ひ頃ごろから摂取していた出演者が、ステージ上で大勢の視線を感じた緊きん張ちようと興奮から心拍数が上昇し、狂暴化した。

「テイムロイヤル」でも、狂暴化した巨虫種は日常的に虹色の果実を食べており、狂暴化時はすばしっこいワーウルフに攻撃を与えるべく追いかけ回し、心拍数が上昇したとのこと。

「人外カップル喫茶」では、事件当夜より虹色の果実が使われたオリジナルドリンク「ハーツクライ」が提供されており、それを飲んでいた竜人種が、「亜人カップルなら彼氏の尻尾を当ててみろコンテスト」なる催もよおしで、自身の尻尾を撫で倒されたことで興奮し、狂暴化した。それ以降は、ハーツクライを飲んでいた者達が狂暴化した人外を目まの当あたりにしたことで心拍数が上昇し、結果「人外カップル喫茶」では同時多発的人外狂暴化現象ドウラメンテが巻き起こってしまったわけである。

　魔法医会「オークス」の発表によると、虹色の果実を摂取した後に心拍数が上がっても、狂暴化していない者もいることから、種族間の個体差があると考えられる。

　どの種族なら無事なのかわかっていない以上、大陸保安局の号外で注意喚起されたように、虹色の果物は絶対に食べないことだ。

　禁止含がん魔ま華かの中にも虹色の花を咲さかせるものがあるが、この虹色の果実はどの体系にも属さない植物であると、魔ま薬やく協会「ラムタラ」が公式に発表した。虹色の果実の成分解かい析せきが待たれる。

　虹色の果実の謎は残ったが、狂暴化を引き起こす条件が判明したため、大陸を騒さわがせた人外狂暴化現象ドウラメンテはひとまず解決の雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

　だが、巷ちまたでは、人外狂暴化現象ドウラメンテに関する噂うわさが絶えない。

　現代を生きる者で唯一の「Solemiaソレミア 七詠唱」成功者にして、多くの人外を救ったにも拘わらず、未いまだ正体不明のヒーロー――通つう称しよう「ビハインドザマスク」のことである。

　仮面を被りし者の才能を明るみにするビハインドザマスクは、魔ま法ほう耐たい性せいの高い者ほど、暗い色を帯びるわけであるが。

　かのヒーローの面上は、一いつ切さいの光も反射しないほどの暗黒色だったと、目もく撃げき者しやは語っている。いったいどれほどの魔法耐性保有者なのか。

　人外カップル喫きつ茶さ「スティルインラブ」は、人外狂暴化現象ドウラメンテによる被ひ害がいを最小に止とどめたヒーローに対し、Ｓ級魔法アイテム「ビハインドザマスク」を進呈すると発表している。

　獣人専門のプレートアーマーショップ「ステイゴールド」も同様に、甲冑一式を進呈すると発表しており、ぜひ当店のイメージキャラクターに、とのオファーを出しているようだ。

　解呪魔法教「アパパネ」の司祭もまた「Solemiaソレミア 七詠唱」成功者のビハインドザマスクを捜さがしている。アパパネ次期司祭の座と祈りの巫女みことの結けつ婚こんを、打だ診しんしたいとのこと。

　人外カップル喫茶に突とつ如じよ現れた謎のヒーロー「ビハインドザマスク」。

　名乗り出れば、誰もが羨うらやむ地位も名めい誉よもお金も手に出来るというのに、一向に名乗り出てこないことへの謎は深まるばかり。

　国が極ごく秘ひに養成した魔導師なのか？

　はたまた、「愛人もしくはレンタルフェアリー彼かの女じよと来店した既き婚こん者しや」といった、人外カップル喫茶にあの夜にいたことが決してバレてはいけない恐きよう妻さい家かなのか？

　正体不明のヒーロー「ビハインドザマスク」の熱は高まるばかりです！




　以上の話を、往来の多い路地の掲けい示じ板ばんに貼はられた新聞を、読み上げる者（文字が読めない種族のために、朗読する職業人）の声で聞いた。

　人外カップル喫茶にサキュバスとして五連勤すれば、ブエナビスタ魔法学校の受験費用10万ドバイを稼かせげたはずだったのだが、カップル喫茶はあの夜に全ぜん壊かいしたため、営業再開は未定。それでも、碧あおの防御膜魔法で大だい活かつ躍やくしたエフデさんには一日分のギャラの２万ドバイの他ほかに特別手当もつき、計５万ドバイを受け取っていた。

　これで受験費用までは、あと５万ドバイ。

　金策を巡めぐらせながら、今朝もエフデさんは現代魔ま法ほう塾じゆく「トレセン」へと通っていった。

　気づけば、新聞朗読者は次のニュースを読み上げていた。




　六年ぶりに「キングヘイローの予よ言げん年どし」である本年。

『知能適性外種族の中に、突如として「豊かな知」「豊かな才」を兼かね備そなえた個体が現れる。その者は、未み曾ぞ有うの災さい厄やくの種にも大いなる救世主にもなり得るだろう』

　この予言を「未曾有の災厄」の危機と捉えた「ロンシャン」（キングヘイローの予言を絶対の教えとし、「世界への積極的で幸福な働きかけ」を標ひよう榜ぼうする活動家集団。巷ではヘイロー過激派組織とも言われる）は、低脳種らしくない低脳種を攫さらう――「低脳種狩がり」を続けている。

　予言に該がい当とうするような「豊かな知」「豊かな才」を持っているか試ためし、予言該当種でないとわかりしだい、攫った低脳種を解放している「ロンシャン」。

　もし予言該当種が見つかれば、「魔ま体たい実験ののち、抹まつ殺さつする」との声明を出している。

　大陸有数の武力保持組織でもあるロンシャンは、一説では国際魔法能力指数 ratingレーテイング130 以上の者も複数在ざい籍せきしているともいわれ、中央守護職や民間の自警団も「低脳種狩り」を食い止められないのが現状だ。




　俺は掲示板前をあとにする。

　背中に重い麻あさ袋ぶくろを担かつぎ、エフデさんちのお留守番を抜けだしてきたのには目的があった。

　土と地ち鑑かんがない俺だが、

「ふぅー」

　円形闘とう技ぎ場じように無事辿り着けた。安あん堵ど。一度この場所からエフデさんちまで歩いたこともあったが、あのときは裏路地だけを迷めい路ろのように歩いていた。

　闘技場前の広場には、武芸披ひ露ろう会かいオルフェーヴルのときに匹ひつ敵てきする人だかり。だが活気は感じられない。肉の匂においが漂う出店なんかもなかった。

　俺は入口を抜ける。

　石の通路から、舞台を見下ろす客席に出た。

　席は埋まっている。立ち見だ。

　石いし舞ぶ台たい上では、全身の無数の脚あしに枷かせをつけられながらも暴れる巨大ムカデの姿があった。

　長なが槍やりを携たずさえた白装束の者達が取り囲んでいる。

　むかりんの公開安楽死処置が始まろうとしていた。




　人外狂暴化現象ドウラメンテに見舞われた魔ま物ものは意識がある間、暴れ回るという。

　第一級結界施し設せつに拘こう束そく隔かく離りされ、解呪魔法教「アパパネ」や魔法医会「オークス」の技術の粋すいを結集した治ち療りようを受ける。

　しかし狂暴化は、「Solemiaソレミア 七詠唱」以外では、完治した前例はない。

　人外における宗教観では、十三日以上精神が錯さく乱らんし続けた状態で死を迎むかえると、善よき転生ができないと考えられていた。

　よって、人外狂暴化現象ドウラメンテが十三日間続く前に、公開安楽死処置が行われるのだ。

　善き転生が行われることを、みんなに祈られながら。

　石舞台の端はし、ダボッとした黒装束にクシャクシャな亜あ麻ま色いろのロングヘアーの――見覚えのある少女がいた。

　むかりんのテイマーのパリピだ。

　離れているから、その表情はよくはわからないはずなのに。泣なき腫はらしているように見えた。

　闘技場全体が大きな葬そう儀ぎ場じようのようだと思った。誰だれかの声がこれからの流れを淡たん々たんと告げる。

　むかりんに緊きん縛ばく魔ま法ほうを放ち、一時的に動けなくなったところを、無痛覚魔法印の長槍を持つ執しつ行こう人達が一いつ斉せいに突き刺さし、絶命させるという。

　狂暴化した魔物への緊縛魔法は通常、中央守護職の重賞魔法士が行うそうなのだが。

　今日はテイマーのパリピ自ら、緊縛魔法を放つそうだ。

　石舞台にパリピが上がった。

「Taghroodaタグルーダ.Postponedポストポンド.HighlandReelハイランドリール.Enableエネイブル.Poet'sWordポエツツワード」

　詠唱するパリピの身体に、幾いく筋すじの光の横糸がまとわりついていく。

　武芸披露会のオルフェーヴルでなら、魔法が可視化されていく場面では客席は盛り上がっていたはずだ。今、客席の群衆は固かた唾ずをのんで見つめていた。

　俺は客席を出た。誰もいない通路を行く。

　手近の控ひかえ室しつを外から窺うかがうと、思った通り無人だった。

　中に入り、背負っていた麻袋を下ろした。




※　※




「Taghroodaタグルーダ.Postponedポストポンド.HighlandReelハイランドリール.Enableエネイブル.Poet'sWordポエツツワード」

　私の口からは、忌いみ嫌きらっていた詠唱が淀よどみなく紡つむがれていた。

　石舞台の中央、夥おびただしい数の枷に痛々しく押さえつけられたむかりんのもとへ。

　普ふ段だんなら、私の姿を見つけると、私にはわかる柔やわらかい表情を見せてくれるのに。

　今は――。

　なにもかもを恨うらむような、そんな怒いかりに満ちた赤い眼めが二つ、近づいてくる私に向けられていた。

　一昨日までは、狂暴化の最中にあっても私の姿を見ると、瞳ひとみに穏おだやかな色が過よぎったりしたのに。

　もう、むかりんは私が誰なのかは……。

　詠えい唱しようを終えた私の右手には、漆しつ黒こくの粉を零こぼす魔法の鞭が誕生していた。

　手を動かしていないのに、この近代緊縛魔法の結けつ晶しようとされる魔ま法ほう鞭むちの先は躍おどるようにのたうっていた。

　この前のテイムロイヤルでむかりんが狂暴化してしまったとき、私はこの忌まわしき魔法を人生で初めて生みだそうとした。

　でも「私が緊縛魔法を生みだす」という精神的負担に、初詠唱の肉体的負担も重なり、情けないことに気を失ってしまった。

　それから今日までの間、緊縛魔法の耐たい性せいをつけ、練度を上げ、使いこなせるようになった。

　むかりんが最さい期ごを迎える儀ぎ式しきで、ただの傍ぼう観かん者しやにならないで済むように。

　……ごめんね。助けてあげられなくて。

　私は左手でむかりんの頭を撫でて、右手で漆黒の魔法鞭ダンスインザダークを振るった――――！

　枷をガチャガチャ鳴らしていた大きな軀からだがビクッと痙けい攣れんし、

「………………」

　動かなくなった。

　私の役目は終わった。もう終わってしまった。

　石舞台の端、時計の文も字じ盤ばんのように等とう間かん隔かくで直立していた十二人の執行人が長槍を携え、舞台の中央に歩みを始める。
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　これからむかりんを刺し貫つらぬこうとする刃は先さきは陽光を浴び、なんの遠えん慮りよもなく輝いていて――痛みを覚えた。まるで私の身体に槍を深く突き立たてられたような、痛みを。

　むかりん、いつもそばにいてくれてありがとう。私の悲劇の濃のう度どを薄うすくしてくれたね。酷い男達たちのおもちゃにされずに済んだ。暗い夜から私を守ってくれたこと忘れないよ。ずっと。




　14歳さいの夏、なにもない地面でよく転んだ。

　14歳の秋、入院した。

　のちに、無意識下魔ま力りよく異常放出性硬こう化か人形症しようという不ふ吉きつな響ひびきの名がつく、病だった。

　内なる魔力が無意識下で恒こう常じよう的てきに漏もれ出でて、自身の肉体にその魔ま法ほう影えい響きようを与え続けてしまう奇き病びよう。

　無意識下で漏れ出た魔力は、その者が最も素質に恵めぐまれた系統の魔法へと非詠唱発現を引き起こす。

　たとえば。

　炎ほのお系魔法の病人である場合は自分の身体を無意識下で燃やし、直ちに死を迎えることになる。

　回復魔法がそうである場合は自分の身体を無意識下で癒いやし、やがて死を迎えることになる。

　魔力が絶え間なく漏れ出し、魔法を発現させ続けることは、心身に大きな負担をかけるからだ。

　私の場合は、緊きん縛ばく系魔法だった。

　無意識下に漏れ出る魔力量が増していき、ある日を境に私は動けなくなった。

「無意識下魔力異常放出性」の症しよう例れいは、魔法医会に数十例ほど報告されていたが。

　緊縛系魔法を発現させ続けるケースというのは、前例がなかった。

　私は、無意識下魔力異常放出性の病気とは考えてもらえなかった。

　意思ではなく反射として、まばたきを時折するだけの人形のような身体。

　医師も家族も、私は謎なぞの病により、意識のない植物状態患かん者じやになったと思っていた。

　でも、私には意識があった。

　人の話もわかる、光や温度を感じる、痛みや痒かゆみ、喜き怒ど哀あい楽らくの感情もある。意識があることを伝える方法はなかった。




　私が入院していた施設は、魔法医を養成する最高学府の敷しき地ち内ないにあった。

　病室には、魔法医学の教授が魔法医を志す学生達を引き連れて、毎日のように訪おとずれた。

　当時の私のように十代半ばでありながら、現代魔法医学でも回復させられない植物状態患者というのは珍めずらしい存在だった。

「――こんな可か哀わい想そうな患者を一人でも多く救うため、我々は魔法医学への研けん鑽さんを怠おこたってはならない」

　私に意識があると思っていないからこそ、教授は躊躇ためらいもなく、本人の前で「可哀想な患者」と言うのだった。

　このお決まりのセリフに、この日初めて私の前に連れてこられた学生達は、使命感を帯びた顔つきで強く頷うなずいたりした。

　私は、魔法医を志す学生達のモチベーションを上げるための見世物だった。

　社会貢こう献けんができて……、涙なみだが出そう。私の動かない身体は、泣きたくても涙も出させてはくれなかった。

　病室には、なんのモチベーションも上がっていない私だけが白々しく取り残される。

　教授はきっとこのあとの授業で、弛たるんでいる学生を叱しかるときの材料に私を使うのだ。

「なんだこの成績は!?　もっと真しん剣けんに学ばんか。いいかこの前見たあの少女はな、初等部では『年度代表生』にも選出されていたんだ。なのにもう何も学べない、もう何も想像することすらできないんだぞ」

　…………。

　私の病室にきた学生達の日常にはどんなことがあるんだろう。

　美味しいものを食べたり。走って汗あせをかく。綺き麗れいな景色を立ち止まってまでは眺ながめない。鼻歌を思いのままに。得意な魔法をぶっ放してみる。友達と笑い合う。好きな人と目が合ったりなんて。

　彼かれら彼女らがそんな瞬しゆん間かん瞬しゆん間かんを生きている――、一方その頃、私のほうはなんにもない。

　私の顔の向きを、窓のほうではなく明確な意図によるものではなく、ただなんとなく壁かべのほうに向けた誰かさんのおかげで、起きている間中、白い壁を思う存分眺められるだけ。

「――こんな可哀想な患者を一人でも多く救うため」

　教授が新規の学生達を連れて、今日も来ている。

　私は近ちか頃ごろ機き嫌げんが悪い。心は出口のない叫さけびでいっぱいだ。

「我々は魔法医学への研鑽を怠ってはならない」

　うっさいな。アンタはどうせ、そんな熱意を込めた声を上手に吐はける口で、女生徒に愛の言葉も囁ささやいてるんでしょ。

　深刻ぶった顔して、私を見ている学生達は気づいていないんだろうけど、私からはよく見えてんだから、ホラ隣となりにいる純情そうな女生徒、教授のアンタに尊敬とは明らかに違う熱を持ったまなざし向けてんじゃん。

　ねえ、教授、この病室の外でなら、好きなだけイチャイチャしていいから。

　その子にさ、この病室ではそういう、この世の素す敵てきなものをかき集めたみたいな恋の視線を馬ば鹿かみたいに飛ばさせないでよ。

　緊きん縛ばく系魔法を間断なく発現させる私はね、魔力を休みなく消費し続けたせいで、もうじき身体も衰すい弱じやくして死に至るの。

　死ぬときは、遠くで死なせてよ。

　恋とか夢とか、そういうキラキラしたものから遠く離れたところで、死にたいの。

　実はこの世界に生きる人達は誰もが生きづらさを抱かかえて、恋も夢もない、ろくでもない日々をどうにかやり過ごしているだけだって、誤解して死にたいの。

　私はそんなろくでもない世界から、みんなよりも早く退場できる幸せな人間だって、思い込んで死にたいの。

　身体と心は連動している。動かせない身体は、私の心を沼ぬまのように澱よどませていく。




　私の魔力はどうなっているんだろう。

　緊縛系魔法を休みなく発現させているはずなのに、私の身体はそれほど衰弱してはいかなかった。

　つまり幸か不幸か、私は身の裡うちにかなりの魔力量を保有している人間だったのだと知った。

　そして、もう一つ知ることになる。

　この世界には、意思もなく動けない人形と化した女の子に用がある男がいるということを。

　その夜も、闇に沈しずんだ部屋を眺めていた。

　眠ねむりはもうすぐ訪れてくれるだろう。

　尋じん常じようじゃないほどの密度の退たい屈くつさを私に突つきつけ続ける意識が、やっとぼんやりしていく中。

　最初、病室の扉とびらが開かれたことに気づかなかった。扉の音は気味が悪いほど小さかったのだ。

　ぼわっとした小さな光が入ってきた。来訪者は蝋ろう燭そくを持っている。その火が、若い男の顔をでたらめな影かげをつけて照らす。白無地の魔法医服。いつだったか教授が連れてきた学生の一人なのかも知れない。

　男は蝋燭を、部屋の隅のくくりつけの机に置いたようだ。眼球を動かせない私の視界では、男の表情がわからなかったが、

「…………やっと、二人っきりになれた……」

　その声は、ゾッとするほど嬉うれしそうだった。

　14歳だった私は瞬間的に悟さとった。

　深夜に病室に忍しのび込んだ男が、動けない私に何をしようとしているのか、を。

　男がこちらに進んでくる。顔を寄せてくる。蝋燭の火が逆光になっていたが、男の色白でむくんだ顔が、途と轍てつもない近さにあった。鼻息が荒あらい。

「ご安心を」

「…………」

「歯を、よく磨みがいてきました」

「…………」

「し、知っていますよ。女の人というのは、男より長いキッスが好きだってことを。女の人は、キッスを10秒以上すると官能的な気分になるらしいですね。男はキッスが10秒を超こえると苦痛になるらしいんですよ」

「…………」

「ご安心を」

「…………」

「ぼくは苦痛なんて覚えませんから。女心がわかる紳しん士しなんです。さくらんぼのヘタを、いくつも舌で結んできました」

　私の人生はどこまで私を粉ふん砕さいする気なんだろう。

　――不意に。

　過去の私の姿が、脳のう裏りに立ち現れる。

　それは、優ゆう秀しゆうなテイマーになりたくて、夜よる遅おそくまで勉強に励はげんでいる私。

　それは、太りやすい体質だから、太んないようにジョギングをしてる私。

　それは、くせっ毛の髪かみが摩ま擦さつで傷いたまないような寝ね方かたを試し行こう錯さく誤ごしてる私。

　それは、習い事の舞ぶ踏とうの発表会で拍はく手しゆを浴び、花束を受け取っている私。

　過去のどの場面の私も、自分の人生がこんなバッドエンド（動けない私を思いのままにしようとする男との夜。そして衰すい弱じやく死し）を迎えるとも知らずに、未来を信じていた――。

　ジョギングをして、髪をケアしていた。こんな男の、少しでも良いおもちゃになるという結末に向かって、私の人生は昔から進んでいたんだ、と。そう強く思えた。

　興奮した男の顔が降りてくる――――そのときだった。

　男の顔を何かが素早く這はった。男は短い悲鳴を上げた。のけぞって、尻しり餅もちをついたようだ。

　壁に何かが張り付いているのが見えた。ベルトくらい長いムカデだった。

　ムカデに顔を這われた男は半べそで、去って行った。

　むかりんと出会った夜のことだった。




　植物状態患者だと思われている私は、人の裏の顔を特等席で眺められる毎日だった。

　大多数の人は、ボロを出さないように理性的で、善人だと思われたいから優やさしくて、体面を気にするから非犯罪的で、不器用だから本音が言えない。

　でも意識がないと思ってる私と二人っきりになると、誰もが本ほん性しようをすぐさま晒さらしてくる。

　つまり。

　私になにかするために、病室にくる男がたびたびいたということ。

　王子様のキスで目覚めさせてあげるよ。

　そんな傑けつ作さくなセリフを吐くやつもいたが、どいつもこいつも未み遂すいで終わる。

　ベッドの下から突如出てきたむかりんに腰こしを抜ぬかし、逃にげ出だすから。

　たとえ虫嫌ぎらいの人間でなくても、下心で頭がいっぱいのときに見る大ムカデは、さぞかし煩ぼん悩のうを滅めつ却きやくされるものらしい。

　去り際ぎわに、むかりんに向かって、「うわ、気持ち悪っ」と言う男もいた。

　私はそういうとき、心の中で「気持ち悪いのはアンタだよ」と吐いた。

　心の内面の悍おぞましさ、醜しゆう悪あくさ、その気持ち悪さったらもう。




　ふと夜中に目覚めるときがある。

「いずれ衰弱死する」という現実を何度も何度も意識する日々を過ごす私にとって、夜中に目覚めてしまったときは恐おそろしかった。

　視界には闇やみだけが広がってて――私はもう、死んでいるのかも、と過った。

　そんなときは、むかりんが動くカサカサという音に救われた。

　真まっ暗くら闇やみの病室の中でその音を聞くと、私はまだ生きているんだ、と思えた。すごく大きな安堵をくれた。

　カサカサカサ。むかりんが動く音を子こ守もり歌うたにして、再び眠った。




　毎日のようにやってくる教授は、私の病室に隠れていたむかりんにはいつまでも気づかなかったけど、私が「無意識下魔力異常放出性」の病気を患わずらっていると気づいた。

　そして、ある日。

　その治ち療りよう法ほうは突とつ然ぜん見つかり、私は動けるようになった。嘘うそみたいに、元に戻もどった。

　周りの人は、意識のない植物状態患者と思っていた私にはずっと意識があったということを知り――……私に酷ひどく同情し、うっかり本性を晒した人なんかは私に脅きよう威いすら感じているようだった。

　評判のいい親切な人にも、裏の顔がある。身近な人も、裏ではなにを考えているかわからない。

　これからの私の人生には、誰もいらない。私には、むかりんがいる。

　むかりんは私が退院すると、それを待っていたかのように脱だつ皮ぴし、巨虫種の軀をみるみる成長させた。

　むかりんのテイマーとして、生きていこう。

　闘とう病びようしていた頃ころの私の苦しみを帳消しにするような幸福が、この先の人生に待っていると、なぜだかとても前向きに思えた。

　巨虫種はその見た目から忌み嫌われることもある。だから、むかりんを傷つけようとする全すべてのことから、守ってあげたい。

　私を守ってくれたむかりんを、今度は私が――！




　――そう心に決めていた私の前で今、むかりんの軀に執行人の長槍が突き立てられようとしていた。

　私はもう、動けない人形だったときと違ちがって自分の意思で、ツラい光景から目を背そむけられるけど……。

　むかりんから目を離さなかった。

　動けない人形だったときと違って、涙が止めどなく流れた。

　号令が響く。

　十二本の長槍の穂ほ先さきが、私の緊縛魔法によって一時的に大人しくなっているむかりんの軀に一斉に刺し入れられる――――そのときだった。

　舞台上でのことを固唾を呑のんで見守っていた客席が、途と端たんに騒がしくなる。

　舞台の端、執行人とは明らかに違う装いをした誰かが立っているのに気づいた。

　――甲かつ冑ちゆうの姿に、不可解なほど光を反射しない頭部は、そこだけ空間にぽっかり穴が開いたかのような暗黒だった。

　瞬しゆん間かん、むかりんと過ごせる最期のひとときを冒ぼう涜とくされたような、激しい怒りを覚えた。

「誰なの!?」

　私の声に、そいつがこちらに振ふり返かえった。なにも言わない。その手は白く輝かがやき、金色の粒つぶも交じっているのが見えた。

　客席で誰かが叫んだ。

「ビハインドザマスクだ！」




　闖ちん入にゆう者しやのそいつが、風のような迅はやさで舞台中央に進み出て、その白く輝く手でむかりんの軀に触ふれると――――！

　光の洪こう水ずいが生まれた。その中心に軀全体を白く輝かがやかせたむかりん。

　…………なにが起こってるの……？

　闘技場全体が騒そう然ぜんとする中、客席から――「七詠唱」「Solemiaソレミア」そんな言葉が、聞こえてきた。

　むかりんから数歩離はなれたビハインドザマスクを、十二人の執行人が取り囲んでいた。一人が言う。

「其そこ許もとは『Solemiaソレミア 七詠唱』の使い手、ビハインドザマスク殿どのとお見受けする。我らは中央守護職優ゆう駿しゆん隊。マスク殿は巨虫種の命を救いに、この場に現れたことと思われるが……。公務執しつ行こう妨ぼう害がいで、事情聴ちよう取しゆをさせて頂きたい」

　優駿隊の十二人はビハインドザマスクを連行しようと、彼に迫せまる。

　ビハインドザマスクは両手を軽く広げた。無む抵てい抗こうを示すというより、やれやれ困ったな、というジェスチャーに見えた。

　彼は突如、駆かけだした。

「どうか神しん妙みように！」

　優駿隊の一人が、疾しつ駆くするビハインドザマスクの足あし下もとを払はらうように長槍を振るう。

　彼は槍を躱かわすようにジャンプし――、その頭上をも跳とび越こえていく。

　ビハインドザマスクに飛ひ翔しよう補助魔ま法ほうの類たぐいを唱えた気配はなかった。全身に甲冑をまとっていながら、なんて身のこなしなの！

　滞たい空くう時間の長い跳ちよう躍やくから降り立ったビハインドザマスクに、

「せいやっ！」

　優駿隊の一人が、長槍を最上段から容よう赦しやなく振り下おろす――が、抜ばつ群ぐんの俊しゆん敏びんさで間合いを詰つめたビハインドザマスクは、柄えの部分を甲冑の籠こ手てで受け、そのまま肩かた口ぐちがぶつかるだけのタックルでなぎ倒たおしてしまう。

　なんていう力強さなの！　現代唯ゆい一いつの『Solemiaソレミア 七詠唱』の使い手であるほどの魔ま法ほう巧こう者しやであるはずなのに、まるで戦士のようなフィジカル。

「かくなる上は！」

　中央守護職優駿隊の名にかけて、大衆の前で公務執しつ行こう妨ぼう害がい者しやを取とり逃のがすことは許されないのだろう。

　ビバインドザマスクの進行方向にいた優駿隊の二人は、長槍で最速の突きを放った。軽くない傷を負わせてしまっても、回復魔法でなんとでもできると考えたのだろう。

　だが、回復魔法が必要な展開にはならなかった。

　ビハインドザマスクは、突き出された二本の槍を躱すと、その穂先に近い部分の柄を掴つかみ、いとも簡単に持ち上げてみせた。

　槍を握にぎったままだった優駿隊の二人は、大道芸のように、空にはためく旗になった。

「――――――――――――――！」

　客席では歓かん声せいが上がっている。

　厳おごそかな空気の中で執とり行おこなわれるはずだった公開安楽死処置だが、今や円形闘技場は武芸披露会オルフェーヴルの如く、盛り上がりを見せていた。

　ビハインドザマスクは持ち上げていた槍を後方に倒し、二人を安全に降ろす。彼は優駿隊に向かって、片手をかざした。

　なにかの魔法を発現させる気？　――ううん、違う。

　この場にいた誰もがきっと、表情の見えないビハインドザマスクのこのポーズに同じようなメッセージを感じた。

　俺おれに構わないでくれ。俺を追わないでくれ。と。

　ビハインドザマスクは、奇き跡せき（Solemiaソレミア 七詠唱）を目もく撃げきさせた多くの者を置き去りにして、円形闘技場を去って行く。

　優駿隊は、それでも彼を追っていった。

　石舞台上には、私とむかりんだけが残っていた。

　すぐそばから大きな視線を感じた。むかりんが私を見ていた。

　その瞳は、二日ぶりに穏やかな色を帯びていた。







第八章　アアリッコ







「５万ドバイ、あと５万ドバイ」

　それは一いつ緒しよに暮らしているエフデさんが、日に一度は口にする言葉だった。

　ブエナビスタ魔法学校の受験費用納付日は、一週間後に迫っていた。

　受験費用が工面できるか否いなかで、エフデさんの人生が――。

「クリスティア家に生まれた者として、立派なテイマーを目指す学園生活」ルートか、

「国際魔法能力指数レーテイングの高い相手（ブレイク）と、拒きよ否ひ権けんナシの見み合あい結婚」ルートか、

　どちらかに決まる。運命の分かれ道。

「巷ではブエナビスタの受験前は、テイムしている魔物パートナーにバカンスさせるのが流は行やってるっていうのに……。バカンスどころか、夜間にパートナーを働かせようとするなんて。そんな情なつさけないテイマー聞いたことないけど」

　ごめんねキズナ、背に腹はかえられないの。

　夜、サキュバスの格好でそう呟つぶやいたエフデさんが、俺を連れて外出する。

　目的地は、無認可ギルドだった。




　ギルドの女性職員の手には、衣類が抱えられている。

「ハーイ、ワーウルフくん」

　その衣類が俺の鼻先に近づいてくる。

「サァ、思いっきり嗅かぎまくってね」

　鼻先のこれは、母親とケンカするたびに家出する猫ねこ耳みみ少女が着ていた「洗せん濯たく前の洋服」らしかった。

　無認可ギルドでの依い頼らい「人ひと捜さがし」。

　警察犬よろしく、匂いを覚えて家出少女の足取りを。ということだった。

「ホ～ラ、クンクンして～、クンクンして～」

　まさか少女の衣類をクンクンすることを切望される日がくるとはな。

　俺の隣にいるエフデさんは、なにかに耐たえるような、やけに険しい表情をしていた。

「第二のカレンチャン目指してクンクン頑がん張ばってね～」

　カレンチャンは誰だよ？

　それはこのギルドにいる「失しつ踪そう者しや捜そう索さくのスペシャリスト」で、特にオスの匂いを嗅ぐのが大好きなオスのワーウルフのようだった。

　第二のカレンチャンになるつもりは微み塵じんもないが、ひとまずやるしかないようだ。

　心の準備を終え、クンクンしようとしたとき――別の女性職員が駆けてきた。手にハンカチのような白い布を持って。

「真空魔法で保存していた『脱ぬぎたて肌はだ着ぎ』も預かってんよー」

「アラいいわね。さっそくワーウルフくんの鼻先に巻き付けて。匂いをしこたま嗅いでもらいましょ」

　イヌ科特有の長い鼻はな面づらに、見ず知らずの猫耳少女のパンツが巻き付けられる――ことはなかった。

　エフデさんが我が慢まんできないといった様子で「やっぱナシ！　やっぱナシ！」と騒さわいだからだ。

　サキュバスのエフデさんが、女性職員に言いい募つのる。

「このワーウルフ彼は、ここに来る途と中ちゆう虹にじ色いろの果実を誤って少し食べちゃってて、だからその、完全に消化するまでは心しん拍ぱく数すう上げちゃマズいでしょ？　だから！」

　俺は当然、虹にじ色いろの果実を誤って食べてなどいなかった。どうしたんだ、エフデさん？

「ソレは心配ありませんよ。ワーウルフ種は他種族の匂いには全く興奮しない種族ですから～」

「でででも万が一ってことあるでしょ？」

「う～ん、そういった例は聞いたことありませんが……」

「彼は特別なの、他のワーウルフの前例なんか当てはまらないわ」

「あ～、それはそうかもですね。なにしろサキュバスさんのお供に選ばれるほどのワーウルフくんですから、種族関係なく興奮する『変態ウルフ』にお育ちになられていても、不思議ではないですよね」

「なっ、『変態ウルフ』って」エフデさんは赤面する。

「では～、人捜し案件の依頼を受けるのはやめられますか？」

「え、ええ、そうね。女の子の人捜しは辞退するわ。……オスの人捜しはないかしら？」

　もしかしたら、エフデさんは自分のパートナーが女の子の肌着をクンクンすることが嫌いやだったのかもしれない。

『…………』

　オスの人捜し依頼は、現在ギルドにゼロ件だった。

　俺は真空魔法で保存された『オスの脱ぎたて肌着』をクンクンしなくて済んだ。

　ありがとう。この夜、家出しないでくれていた全てのオス達に感謝した。




「ア、そうだサキュバスさん。先日の依い頼らい完かん了りようしてもらった『呪のろいの人形１５０体』の件で、依い頼らい主ぬしさんがなにかちょっと確かく認にんしたいことがあるみたいで……。依頼主さん、今月は夕方の時間帯によくいらっしゃるみたいなので、タイミング合うときに是ぜ非ひ来てくださいね」

　ギルドを出たエフデさんが苦しそうに言った。

「キズナ、当分ギルドには夕方に行かないようにしましょう」

『どういうことですかエフデさん？』

「完かん了りようした案件で依頼主さんがあとから確認したいことなんて……。たぶん解呪に漏れがあったとか言われて、報ほう酬しゆうの一割とか返へん還かんを求められるんだわ。……人形は全て、自信を持って、ちゃんと解呪されていたと思うけど……」

『…………』

「わたしはそういうことで依頼主さんと争いたくないから、素す直なおに返還には応じるつもり。でもそれは受験費用を無事納められてから」

　仕事にありつけず、それどころか報酬返還案件までどうやら発生したっぽいエフデさんが愛いとしの我わが家やの玄げん関かんを抜けるなり言った。

「こうなったら、家ん中の売れるものを質しち屋やに持ち込むしかない！」

　ハンモック直行で、ゆらゆらしながら室内を見み渡わたすエフデさんの視線が一周したところで、

「って質しち入いれできる値打ちもんがあったら、とっくに質入れしてるもん！」

『……エフデさん、おいたわしや』

　俺は家の中から質入れ品探しが本格的に始まらなくて、安あん堵どしていた。

　倉庫型住居の床ゆか下したに、甲冑とＳ級魔法アイテム「ビハインドザマスク」を隠かくしていたのだ。

　あのマスクを質入れすれば、エフデさんいわく、受験費用は余よ裕ゆうのよっちゃんで工面できるそうなのだが……。

　そのときはビハインドザマスクの正体が、俺だとバレてしまうだろうな。




　ブエナビスタ受験費用の不足分は依い然ぜんとして５万ドバイのまま――次の日。

　もうこうなりゃ「オスの脱ぎたて」嗅いででも受験費用を！

　そんな覚かく悟ごを決めた俺が、エフデさんと無認可ギルドに夕方を外した時間に到とう着ちやくすると。

　昨日まではなかった割のいい依頼仕事が見つかった。

　私設合唱団「メロディーレーン」亜あ人じん団員募ぼ集しゆう

　体験入団するだけで一日１万ドバイ。交通費別べつ途と支給。日ひ払ばらい可。

　依頼主が匿とく名めいであること、私設合唱団とは誰だれの私設なのか――わからないところがあるも。

　エフデさんはすぐに飛びついた。

　翌朝、さっそく体験入団に行くことを決める。

「わたし、歌って好きなの。キズナの鼓こ膜まくと心を震ふるわせてあげるわ、このエフデ・クリスティアの美声で！」




　郊こう外がいの、大草原と言っちゃっても差さし支つかえなさそうな草原だった。

　朝一の草っ原に突っ立っていても厳かな雰ふん囲い気きを失わない黒服の老ろう執しつ事じが、この日集まった体験入団者に言う。

「まずは『メロディーレーン』がどんな合唱団なのか知って頂きましょう。手始めに練習曲エチユードをお聞きください」

　トカゲの獣じゆう人じんが五人がかりで引く都市間バスみたいな馬車から、ピンクとオフホワイトのグラデーションが鮮あざやかな貫かん頭とう衣いを着た亜人娘むすめ達たちが降りてくる。

　整列し、高らかに歌い始めた。

　歌声は美しく、握あく手しゆ券がついてなくてもＣＤを買いたくなるような心ここ地ちよさだった。

　――ブレイク・コーレインは男の中の男～♪　彼と結けつ婚こんできたら世界一幸せな女～♪

　そんな歌詞を理解してしまうまでは。

　体験入団者達のド肝ぎもを抜かしたまま、歌詞は二番のサビにさしかかる。

　――ブレイク・コーレインは男の中の男～♪　彼の子を産めたら世界一幸せな母～♪

　コーラス隊の「子作り～♪」のハーモニーが、早朝の草原を駆け抜ける。

　合唱団「メロディーレーン」の正体は、ブレイク・コーレイン私設合唱団だったのだ。

　正規団員達の合唱が終わると、老執事は告げる。

　メロディーレーンにとっての晴れの舞ぶ台たいは、コーレイン家のご子息ブレイクおぼっちゃまの結けつ婚こん披ひ露ろう宴えんだと。

　合唱団で用いる曲は全て、幼少より音楽に慣れ親しんでいたというブレイク本人が作詞作曲したものだとも知った。

　老執事が朝っぱらから景気のいい嘘をついたわけでないのなら、「ブレイク愛の調べ」とカテゴライズされる練習曲は、すでに三十曲はあるそうだ。

　俺は、ブレイクの情熱と才能（？）になんだか圧あつ倒とうされる思い。

　エフデさんはというと、「げ。……」シンプルにドン引きしていた。

　ヴァンパイアの仮装をし、フェアリーの足先をレロついていた一件に続き、ブレイクは彼の知らぬところで、想おもい人であるエフデさんをドン引きさせる運命にあるようだった。

　自分と婚こん約やくしたがっている男が、量産した愛の調べを歌わせるために私設合唱団を創設していたとは思いもよらず、そこに体験入団しに来てしまったエフデさんは、このあとどうするつもりなのか？

　俺は、彼かの女じよのド根こん性じようを目まの当あたりにすることとなった。

　他の体験入団者達が「こういう歌はちょっと……」「すみません考えが甘あまかったです」と言って、バックレる中――。

　エフデさんは体験入団一日目をやり遂とげ、帰かえり際に１万ドバイを手にしていた。

　すべては受験費用を工面し、ブレイクとのお見合いを避さけるためだ。

　俺は、エフデさんが心を殺した完全なる無の表情で、コーラスパートの「子作り～♪」を歌っていたあの姿を、生しよう涯がい忘れることはないだろう。

　エフデ・クリスティアの美声は、確かに俺の鼓膜と心を打った。




「眠りたくないよー。寝ねて起きたら、もう仕事行かなきゃいけない、合唱ヤらぁー」

　夜だった。エフデさんは、ベッドの上で悶もだえていた。働くことは憂ゆう鬱うつなことだ。励ましの言葉一つかけられないワーウルフの俺。

　せめて今こ宵よいエフデさんの見る夢が、楽しい夢でありますように。祈いのるだけだ。

　――翌朝、私設合唱団の練習に行った帰り際、エフデさんは老執事に話しかけられた。

「わたくしは誤解しておりました」

「……？」

「サキュバス様といえば完全なる夜行性であり、朝はメッキリ弱い種族であると思っていましたが……。二日連続で日の出と共に活動し、早朝から美声を披ひ露ろうしていただけるなんて！　明日の練習にはブレイクおぼっちゃまもお見えになりますので、ぜひ今日のような美声を響かせてくださいませ」

「え？」

　サキュバスらしくないと思われている状じよう況きようで、ブレイクに会うのはマズいことこの上ない。

　エフデさんはこの日のギャラ１万ドバイを受け取り、一身上の都合により翌日からはバックレることとなった。

　そして、その後も「呪いの人形１５０体」の依頼主に遭そう遇ぐうしないように夕方を外した時間帯にギルド通いをしたものの、報酬をすぐに貰もらえるような仕事は見つけられず。

　ついに受験費用納付日の朝を迎むかえてしまった。

　不足分は３万ドバイだった。




※　※




「キズナ、今日は現代魔ま法ほう塾じゆく『トレセン』の終業式兼けん、受験の壮そう行こう会かいがあるの……」

『壮行会ですか』

「受験費用がないから……。わたしがブエナビスタを受験すらできない事態だって、誰も夢にも思ってないだろうけど……。お昼過ぎには帰ってくるね」

　元気のないエフデさんがいつものお嬢じよう様さまらしい格好で、倉庫型住居の扉を出て行った。一人になった。

『……………………』

　どれだけの時間、考え込んでいただろう。

　俺は床下を開けた。

　プロジェクションマッピングみたいに、様々な文様が浮うかんでは消え、また浮かぶ面。ビハインドザマスクを手に取る。

　言葉を交かわすことのできない低脳種が、質屋で相手にしてもらえるかわからないが……。

　このまま、家でお利口なお留守番をしていてもエフデさんの運命は変えられない。

　受験費用を工面できる可能性が少しでもあるのなら、

『……やるだけやってみよう』

　手て遅おくれになってしまう前に。

　それが馬鹿みたいに考え込んで出した結論だ。




　質屋の場所は、だいたいわかっていた。

　サキュバスの彼女とギルドに向かう途と中ちゆう、ある建物を通り過ぎるときエフデさんが恨うらめしそうに「質入れ」と呟いてたことが何度かあったから。あの建物がきっと質屋だったんだろう。

　ビハインドザマスクを入れた袋ふくろを腰に結ゆわえて、様々な者達たちが行いき交う街路を足早に歩いていた。

『――おーい』

『…………』

『おーい？』

『…………』

『……僕ぼくの声、聞こえてるよね』

『…………』

『無視しないでよー。ビハインドザマスク持って、お出かけ中のそこの貴方あなた』

『え？』

　てっきり俺に関係のない街角の声だと思っていた。

　横を見やると――そこには、花びらを集めてこしらえたような、けれど花びら不足を起こしているワンピースドレスの妖よう精せいが、俺の目線の高さに浮かんでいた。

『――久しぶりだね』

『……土牢の妖精？』

『どーも、土牢を司つかさどる妖精です、ってコラ。僕は二冠かん妖精なんだよ』

『お前はあのときの』

『ごめんね再会待ち遠しかったでしょ？　僕の名前やっとお伝えできる。アアリッコ。アーリッコじゃなくて、アを二つ発音して、アアリッコだよ』

『……アアリッコ』
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『うわぁ、浮ふ遊ゆう大陸の LeadingSireリーデイングサイアー ――聖狼ワーウルフ種の貴方に名前呼ばれるのって、なんかイイね』

『俺の言葉が……、俺がなんて言っているのか――』

『もっちろんわかってるよ。……可か哀わい想そうに。地上世界の低魔力保持者アウトブリードの中、誰とも話せない日々を過ごしたんだもんね。ねえ――』

　アアリッコは俺の毛むくじゃらの肩かたに降り立った。

　耳に最小の吐と息いきが吹ふきかけられる。

『裏路地に行こ』

『……裏路地？』

『僕と貴方の組み合わせ、傍はた目めからはレンタル彼女とそのお客みたいな、ヘンな風に見られかねないし。それに再会のキスは人気ひとけのない場所で、ね』

『…………』

　ワーウルフになった俺と唯一会話が可能なアアリッコだった。

　俺の知らないことを教えてくれそうな、圧あつ倒とう的てきな予感があった。

　――それでも。

　俺の意識の一番中心寄り場所に、エフデさんがいた。

　とにかく彼女の受験費用の工面をしたい。いち早く質屋に行って、金を作りたい。それをエフデさんに渡わたしたい。

『――質入れ』

　気づけば、質屋の前を通り過ぎるときのエフデさんみたいなことを呟いていた。

　俺の肩でアアリッコが言う。

『……もしかしてお金なんかがほしいの？　エフデ・クリスティアの受験費用のために、ってこと？』

『エフデさんを知ってるのか？　しかも懐ふところ事情まで？」

『フフッ、それぐらいのこと二冠妖精として、千里眼の水すい晶しようで見てればわかるよ』

『二冠妖精って、何の二冠なんだ』

『「涙なみだの心」と「最さい優ゆう秀しゆう可か憐れん妖よう精せい」の変則二冠。……僕はこれでもちょびっと凄すごい妖精なんですよ、えへへ」

『二冠のうちの一つは容姿で戴たい冠かんしたんだな』

『「最優秀可憐妖精」になれたから、僕が貴方をお迎えする役目を任せてもらえたの。エフデちゃんの受験費用だけど、もう心配はしなくていいと思うよ』

『ってか千里眼の水晶ってプライバシー侵しん害がい臭しゆうがすげえな。ん、心配しなくていいって？』

『貴方が地上世界で暮らした倉庫みたいなとこに、今さっき――』

　アアリッコはなんでもないことのように言った。留守のエフデさんちに、３００万ドバイと手紙を置いてきたことを。

『……３００万って』

　あまりに唐とう突とつすぎる現実味のない話だが、

『地上世界の紙し幣へいって、おもちゃみたいで可愛かわいいよね』

　そう言って笑うアアリッコは、嘘をついているようには見えなかった。

『…………』

　夢である進学か。望まぬ結婚か。エフデさんの人生を左右するお金の問題が、拍ひよう子し抜ぬけするほど突然解決したことになる。

『……手紙ってのは、なんだ？』

『なにを書いたかってこと？　いいよ教えたげるね。でも』

　子供がブランコから飛び降りるような勢いで、彼女は俺の肩から飛び立った。

『――も少し落ち着いたとこで話したいかな』




　俺とアアリッコは裏路地に向かった。

　エフデさんと屑くず米まいを運んだ思い出深い裏路地とは違う裏路地だったが、裏路地なんてどこもだいたい同じ。薄うす暗ぐらく、ホコリっぽく、どこかカビ臭くさく、街の喧けん騒そうがフッと遠くなる。

『裏路地って、いるだけでちょっと悪いことしてる気になるなぁ。――っと、手紙についてだったよね』

　アアリッコは顎あごの下に手を添そえて、わかりやすい思考のポーズ。

『「僕のワーウルフを保護してくださって有あり難がとうございました。本来は直接お会いしてお伝えすべきなのですが、お手紙にて失礼します」……あとはそうだなー、「心ばかりのお礼のしるしとして、お受け取りください」みたいなこと書いたかな。３００万ぽっちの小こ銭ぜにじゃなく、なんなら３００億ドバイくらい置いてってもよかったけど……。でも謝礼の紙幣で倉庫内を天てん井じようまでパンパンにしちゃうのって、非常識だよね？』

『ああ、そいつは非常識だな。３００万ぽっちの小銭って、そんな大金があれば豚の頬肉の塩漬けグアンチヤーレ何人前買えると思ってんだ全く』

『え？　何チャーレって？』

『いや、なんでもない』

『……でもさエフデちゃんは、お金の有る無しで受験できるかできないかの瀬せ戸と際ぎわで。そして魔法学校に入学できないと、銀ぎん髪ぱつに生まれてきた彼女は、女性の権利ガン無視上等な結婚制度のせいで、フェアリーのおみ足舐なめ太た郎ろうと結ばれるはめになるんだよね。ほんと地上世界って、未成熟でくだらない。――けどまあ、あの３００万があれば、エフデちゃんは受験できるし、ＧⅢどころかＧⅠクラスの魔ま物ものが集まるテイマー婚こん活かつパーティーだって行けるはずだし。きっと優ゆう秀しゆうなワーウルフを新たなパートナーにできるよね』

『あのさ』

『なあに？』

『俺って今日を境に』

『うん』




『――エフデさんとお別れすることになるのか？』




『…………』

　妖精アアリッコの意外にも黒みがかった瞳ひとみが、俺をひたと見み据すえていた。

『こないだ貴方と土牢で会ったときに約束したでしょ？　僕は迎えに来る、一緒に満たされた浮遊大陸せかいに行くって』

『……こないだ、か。ずいぶん昔のことのように思えるな』

『……僕が今、迎えに来なくても……。貴方とエフデちゃんはどっちみち離ればなれになる運命だったよ』

『どういうこと？』

『僕と再会していない場合、貴方は質屋にマスクを持っていってたでしょ』

『ああ』

『質屋の主人あるじがそれをすんなり買い取ってくれると思う？　どこの誰かもわからない低脳種が、いきなしＳ級魔法アイテムを持ち込んでくるんだよ』

『…………』

『トラブルは当然避けたい質屋の主人は、普ふ通つうに通報するんじゃないかな。運が良ければ、貴方は中央守護職に捕つかまる。悪ければ、キングヘイローの予言を盲もう信しんしてる組織――ロンシャンだっけ？　そっちに捕まる。もちろんエフデちゃんに、１ドバイたりとも渡すことはできずに』

『…………』

『僕と再会していない貴方が自主的にマスクを質屋に持ち込むのを思いとどまってても結果は同じ。その場合はお金が工面できなくて受験できず、テイマーの夢を絶たれたエフデちゃんが貴方を連れての結婚生活は難しい。職業テイマーと学生以外では、人間がワーウルフと生活を共にするのはダメみたいだから』

『…………』

『それにしてもエフデちゃんって、すっごく幸運な子だよね』

『エフデさんが幸運な子？』

『だって、もしオルフェーヴルの会場で貴方と出会っていなかったら、浮遊大陸暮らしの僕はエフデちゃんのことを気にかけるどころか、その存在を知ることもない。つまり今日こうして３００万ドバイを。なんてこともないわけだから、彼女の進学は絶対的に叶かなわなかった。エフデちゃんは、この地上世界では割とどこにでも転がっているストーリー「夢破れて愛なき結婚をした女の一生」のヒロインになってただろうから』

『…………』

　不意に、宙にいるアアリッコがその場でクルクルと何度かまわり、裏路地の狭せまい空を見上げる。彼女の翅はねが、裏路地に光の鱗りん粉ぷんを振りまいた。綺き麗れいで儚はかなく見えた。

『――浮遊大陸へのゲート、もうちょっとかな』

『なあ、その当たり前のように会話にちょこちょこ出てくる浮遊大陸ってなんだっけ？　あれ、土牢の時、なんか話してくれてたっけ？』

『もーぉ、覚えててくれてないしー』

　そう言うアアリッコは、心に何も嫌なものを感じさせない微笑ほほえみを浮かべていた。楽しげに言う。

『浮遊大陸ではね、貴方の言葉は誰にだって通じる。貴方は誰とだって会話ができるの。みんな貴方を放っておかないよ。街を歩けば、貴方とおしゃべりしたい女の子が偶ぐう然ぜんの出会いを装って、オリジナリティ溢あふれる接せつ触しよくを図はかってくるんだから』

『オスのワーウルフがそんなにモテる地域があるとはな、驚おどろきだ』

『こんな地上世界での低脳種扱あつかいとは比ひ較かくにならないよ』

『じゃあこの地上世界にいるワーウルフはみんな仲良く、その浮遊大陸とやらに行ければいいな』

『ううん、貴方以外には用は……。地上世界の低魔力保持者アウトブリード達は誰も気づけていないけど、貴方は極きわめて特別な存在なの』

『…………』

『特別な存在の聖狼ワーウルフには、浮遊大陸で社会的地位と世界貢こう献けん度どの高い仕事が、安らかな死を迎えるその日まで与あたえられる』

『死ぬまで働かされるのか。素す晴ばらしき仕事人生だな。で、浮遊大陸のどんなブラック企き業ぎようが終身雇こ用ようしてくれるんだ？』

『貴方には、美しい亜あ人じん種しゆへの種付け仕事が一年を通してある。もちろん、種付けの気分が乗らないときはいつでも休んでいいからね。よりよい種付けを行えるよう、貴方の食べるもの、住む場所、身につけるものは全すべて最上級が用意される。貴方が少しでもストレスのない毎日を送れるよう、煩わずらわしいことは従者達が排はい除じよし続けるの』

　アアリッコの視線が、俺の腹より下に流れた。

『浮遊大陸に着いたら、まずそのハーフパンツからお着き替がえだね』

『ん？』

『それこの世界の市し販はん品ひんだよね。そんな見み窄すぼらしいのは処分して、浮遊大陸原産の一流の素材で編まれたハーフパンツを用意してあるから、貴方好みのものを選んで』

『……………………』

『わっ、貴方の尻しつ尾ぽブルンブルンしてる。ワーウルフ種って、とっても嬉うれしかったりすると、無意識で尻尾を振ふっちゃうことあるんだよね」

『ああ、そうだな、今嬉しいんだと思うよ』

　俺は嬉しい気持ちだった。

　エフデさんがブエナビスタ魔ま法ほう学校に受験ができるようになったことが、兎とにも角かくにも嬉しかった。

　俺が浮遊大陸行きさえ受け入れれば、アアリッコは本当に３００万ドバイを置いていくんだとわかり、嬉しかった。

　俺との出会いでエフデさんがテイマーの夢を諦あきらめなくてよくなったことが、嬉しかった。

　ハンモックの寝ね床どこをくれて、ゴハンを食べさせてくれて、毛むくじゃらの身体を石せつ鹸けんでいつもキレイに洗ってくれたエフデさんに、少しでも恩返しができたようで嬉しかった。




　浮遊大陸へのゲートが開くのを待つ時間だった。

『なあ、そういえば』俺はあることを思い出していた。

『テイムロイヤルのときの闘とう技ぎ場じようや人外カップル喫きつ茶さで、アアリッコのことを見かけたような気がしたんだが……』

　するとアアリッコは、狂暴化現象ドウラメンテを引き起こしたものについて話すね、そう言った。

『浮遊大陸在住の、趣しゆ味みがガーデニングの某ぼう夫ふ人じんがさ――』

　ん？　狂暴化現象ドウラメンテの原因を話してくれるんだよな。趣味がガーデニング。長閑のどかなワードが気になったが、黙だまって続きを聞いた。

『華はなが咲さかなくなった含がん魔ま果かの実を大陸の果てから捨てて、それが地上世界特有の土で独自な育ち方をして、あの虹色の果実が生まれたみたいなの』

『……その某夫人とやらは』

『うん、なあに』

『地上世界に対して、なにか攻こう撃げき的てきな思想でも持ってたのか？』

　アアリッコは『ううん、ないない』と軽く笑った。

『月に一回の資源ゴミの日まで待つのが面倒めんどくて、大陸の果てから捨てたみたい』

『…………』

『僕も狂暴化現象ドウラメンテの現場を見たりしたけど……。あの程度の有害含魔果の摂せつ取しゆと心しん拍ぱくの上じよう昇しようで、狂暴化してしまうなんて……。地上世界の者達の魔まし性よう免めん疫えき力りよくの恵めぐまれてなさに、ちょっとなんていうか驚いちゃった』

　少なくない数の魔物が暴れ、被ひ害がいが出た。恐きよう怖ふや混乱も招いた。むかりんが安楽死処置されかけた。それらの事こと柄がらの元々の原因は、遙はるか空の上のガーデニングおばさんのポイ捨てだった。

『でもさ、地上世界の方も、虹色の果実に未知の成分が含ふくまれてることはわかったみたいだけど……。やっぱり浮遊大陸の存在そのものには気づきそうもないね』

『狂暴化現象ドウラメンテのことで、浮遊大陸は地上世界に迷めい惑わくかけたのに。謝罪とかしないものなのか』

『え、迷惑かけたって……』

　アアリッコの声に困こん惑わくが混じる。

『地上世界の粗そ悪あくな魔法から排はい出しゆつされる魔法スモッグが、魔法層を徐じよ々じよに壊こわしていることが大だい迷めい惑わくだよ。……第一、あの突とつ然ぜん変異の虹色の果実だって、魔法層のごく一部、魔ま法ほう濃のう度どが穴の空いたように激減したせいで起きたっていう論文もあるんだから」

　裏路地の向こう、表通りの賑にぎやかな声がここまで届いている。俺おれは言う。

『浮遊大陸の者達は、地上世界をこれからどうするつもりなんだ？』

『……そういう話は向こうに着いてから、沢たく山さんできるよ』

『…………』

『…………。浮遊大陸の職業賢けん人じんは、魔法層を守り、壊れた層を回復させる研究をしてる。でも……、なかなか結果が出ない研究に世界の命運を託たくすより、そもそも地上世界にいる者達を間引いて、魔法スモッグの排はい出しゆつ量りようを減少させるほうが確実だって世論もある』

『地上世界の者達を間引く、って……』

『でも浮遊大陸の誰も、地上世界と全面戦争しようだなんて考えてはいないはずだよ。戦争なんてしたら、低魔力保持者アウトブリード達が、浮遊大陸に抗あらがうために粗悪な魔法を使いまくって、結局魔法層の破は壊かいが加速しちゃうだろうから』

『アアリッコはどうしたいと思ってるんだ？』

「僕は……、どうだろ。どこにでもありふれた想いだけど――あの美しい浮遊大陸は、この豊かな星は、過去から受うけ継ついできた宝物、だから現代を生きる僕ぼく達たちは美しい世界の姿のまま、未来に受け継がなきゃいけない……。こういう考え方は、魔法社会の経済成長がもたらす資産的幸福を追い求めている地上世界の低魔力保持者アウトブリードには……、ちょっと理解不能かもね」

『そんな風に諦めないでさ……。地上世界と対話しようって考え方は、浮遊大陸の方々にはないのか？』

『え、対話？』

　黒っぽい瞳をまん丸にして、アアリッコは「どうやって？」と漏もらした。

『だって高魔力保有者インブリードは、低魔力保持者アウトブリードが何言っているのかわかるけど。低魔力保持者アウトブリードは、高魔力保有者インブリードが何言っているのか聞けないんだよ。そして、地上世界の文字はなぜか非根幹禁きん忌き象形だから、僕がエフデちゃん宛あてに書いたような偽いつわりの手紙は形にできても、真実だけを記した文面を残すことはできない』

『……言葉、伝わんないのか』

『もうこんな話は終わりにして、他のこと話そうよ。貴方の地上世界滞たい在ざい記きを聞きたいな。いろいろツラかったよね。ホラ、ツラい記き憶おくって声に出して、誰かに話したほうがラクになるっていうでしょ。貴方には過去と和解してほしいの。遠えん慮りよなく話して』

『…………』

　地上世界滞在中、ツラい記憶ってなにがあっただろうか？　エフデさんとの楽しかったことばかり止めどなく蘇よみがえってくる。

『…………』

『…………』

　アアリッコは辛しん抱ぼう強づよい笑え顔がおで、俺が話し出すのを待っていた。過去と和解。その言葉が、俺の心のどこかから思いも寄らぬ記憶をズルズルと引っ張り上げた。

『……ザボンさんとドリアンさんというのがいてさ』




「――――キズナ！」




　耳と心に馴な染じむ声がして、飛とび跳はねるように振り返かえった。

　陽光降り注ぐ表通りを背景に、こちらに駆かけてくる影かげ。

　布きれを首にグルグル巻いたワーウルフと、その後ろからは――人外カップル喫茶でサクラをすれば一晩２万は稼かせぎそうな麗うるわしいサキュバスの姿だった。

『エフデさん！』

「会えた！　キズナ！　会えたっ、会えたよ！」

　エフデさんはほとんどタックルの勢いで、俺に抱だきついてくれる。

　抱き合あいながら見た彼女の上うわ目め遣づかいの紫むらさきの瞳に水の膜まくが張っていくのが、わかった。

　今日の午前中は現代魔法塾に行っていたはずのエフデさんだった。どうしてここに？　なぜにサキュバス？

　俺から身体を離はなしたエフデさんが、一いつ緒しよにやってきたワーウルフの背をひと撫なでした。

「ありがとうカレンチャン。おかげでキズナに、もいちど会えました」

　カレンチャン♂といえば……、「失しつ踪そう者しや捜そう索さくのスペシャリスト」でしたっけ。

　つまりエフデさんは俺を見つけるために、サキュバスの格好をしてギルドに依い頼らいを。

『…………』

　カレンチャンの首に巻かれた、ボリューミーな布きれは、俺の寝床のハンモックと同じ色だなと思っていると、エフデさんは懐からボリューミーな紙の束を出した。紙幣にしか見えなかった。

　エフデさんの視線が、俺の隣となり――アアリッコに流れた。

「妖精さんはキズナの、本当のパートナーさんの使いの方ですよね……。この、お金はお返しさせてください」




　オスの匂においを嗅かぐのが好きすぎるワーウルフ♂が自身の首に巻いたハンモック（俺の！）に鼻先を埋うずめ、至福のクンクンに興じている裏路地の片かた隅すみで、

「……初めて、キズナと出会ったときから、こんな日が来るかも、って……。どこかで考えてたんです」

　エフデさんはポツポツと話し始めた。

「キズナはテイムロイヤルで闘技場いっぱいの観客を前にしても、落おち着つき払はらっていた。普通、沢山の視線を浴びることに慣れていないワーウルフは、イレ込むことも多いのに。もしかしたら、キズナは過去にテイムロイヤルに出たことがあったのかな。あとになってそう思ったんです。……わたしってば、初めはキズナのこと節操のないワーウルフだなんて。でも本当のキズナはとっても紳しん士し。――一緒に歩いているときかな、何度か街角にいた発情期のワーウルフギャルから挑発的な合図を送られてたけど、キズナは欲情した相手の前をいつも涼すずしい顔で素す通どおりしていった」

『…………』

「キズナにテイムロイヤルの出場経験があるんなら当然パートナーがいるわけで、こんなに紳士的で優やさしい子が見捨てられたりなんかするわけない……。もしかしてパートナーの人は、キズナを捜さがしているのかも。だからいつか……」

　エフデさんの頬を、涙の一ひと雫しずくが音もなく流れた。

　彼女は手の甲こうで擦こするように涙を拭ぬぐった。作り物のサキュバスの羽根が揺ゆれた。

「お別れの日が来てしまうのかも、って。キズナと過ごせる一日、一日を、大事にしよ、そう思ってたけど……、キズナにはいつも粗そ末まつなものしか食べさせてあげられなかった。――だから、こんな大金、とても受け取れません。わたしは、お金をもらえるような、立派な保護なんて何も、何も……」

　エフデさんの涙はもう止まらなくなって、続きは言葉にならなかった。

　泣いてる彼女を見るのはツラかった。目を逸そらすと、俺のハンモックをクンクンしてるワーウルフが見えた。目を逸らした。

　エフデさんがアアリッコに歩み寄り、３００万ドバイを返した。魔法の力でそのお金をどこかに収納したアアリッコが俺のほうを見て、おもむろに言った。

『……エフデちゃんの心の声、教えてあげよっか？』

『ん？』

『僕は、「涙の心」と「最優秀可憐妖精」の二冠妖精だから、わかるの。心に強い感情が生まれた故ゆえに流れた涙の場合、その波の周波数で心の声が』
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　最優秀可憐妖精は、優しい眼まな差ざしでエフデさんの涙を見つめた。

『――「……わたしはキズナ以外のワーウルフのテイマーになんてなれない」……。そう思ってるみたいだよ』

『そんなの困るよ！』

『急にどうしたの？　声荒あらげて』

『エフデさんを説得してくれ。３００万ドバイを渡してほしい。そのお金で、受験して、新しいワーウルフと出会って、テイマーの夢を諦めないように、どうか説得を。……頼たのむ』

『ごめんそれは無理だよ……。説得も何も、僕の発する言葉はそもそも彼女には届かないんだから。それに……、――「キズナがいなくなった代わりに得たお金で受験なんてできない」……。この想いはすごく強い。とてもじゃないけどお金受け取ってくれないよ』

『…………』

『あの、今いま更さらだけど……。僕が地上世界の者と会話できないって、こっちの人にバレるのはあんまりよろしくないんだ。エフデちゃんが居合わせた状況で長居はちょっと……。だから貴方、そろそろ……、浮遊大陸へのゲートがある場所まで移動魔法を使うから。彼女とお別れを済ませてもらっていい？』

『……エフデさんが３００万ドバイを受け取らないんなら……、俺は向こうには行かない』

『え』

『行く意味がない』

『な、なんでよ！』

　アアリッコは俺の肩かた口ぐちに飛び乗った。耳元で言う。

『ここに残りたいわけ？　あの子とは会話すらできない、誰だれとも会話すらできない。貴方はずっと低脳種のフリをし続けて、孤こ独どくな日々を生きることになるんだよ。貴方は浮遊大陸で満たされた世界を生きられるの。向こうでは、王のようにも神のようにもなれる。誰もが羨うらやむ暮らしが待ってるのに』

『……ザボンさんとドリアンさん』

『なに？』

『浮遊大陸に行けば俺はモテるんだっけか』

『そうだよ。貴方の中で「モテる」って言葉の定義が塗ぬり変わるくらい』

『俺のことをよく知りもしない女の人達が、初しよっ端ぱなから好意全開で、ガンガン積極的にきてくれるんだっけか』

『そう。貴方は巷ちまたに溢れてる流行物語のやれやれ系主人公のように無気力でいたって、女のほうが恋こいの小当たりをしてくるハーレム世界なの。夢のようでしょ』

『多分、悪夢に近いよ』

『…………』

『……ザボンさんとドリアンさんとのことがあったから、俺は女の人が苦手だったんだ……。いや、俺は今でも女の人のことが、どこか苦手なんだと思う。それでもエフデさんのように、まるで苦手に感じないでいられる女の人が俺にもできたこと、驚いた。嬉しかったんだ。……でもその浮遊大陸に行ったら、第二第三のザボンさんドリアンさんが現れる気しかしないよ』

『ザボンさんドリアンさんって、なんなの？』

『話せば長くなる。神社での告白とムカデ。年賀状またキスしたいよ。他ほかにもいろいろあった。あまり思い出したくないな』

『ねんがじょう……？　――貴方がこっちに残るということは、さっきも言ったけど、誰とも会話もできない日々を生きることになっちゃうんだよ。わかってるの？　孤独のままだよ。今日までだって孤独だったでしょ？』

『…………孤独……』

　俺は孤独だったんだろうか……？

　この世界にきて二日目から、俺の生活にはいつだってエフデさんがいてくれた。

『…………』

　いろんな場面のエフデさんが蘇ってきてくれる。




「…………わたしはね、初対面のワーウルフに好かれるのは……もちろん嬉しいけど。飛び上がって喜ぶほどチョロい女じゃないんだからね！」

　嬉しさが隠かくしきれてないエフデさん。




「……ムチャしすぎ、だよ……。きみの身にもしものことがあったら、……わたし、泣くよ」

　涙が隠しきれてないエフデさん。




「フンッ」

　屑米の入った麻あさ袋ぶくろを担かついで裏路地を歩き、勇ましい声をあげるエフデさん。




「フンッ」

　俺のためにハーフパンツを手て縫ぬい中、革かわに針を通すたびに勇ましくなるエフデさん。




「シャワータイム来そう。次のを逃のがしたら、明日までナシになっちゃう」

　自分が脱だつ衣いする前に、俺に目め隠かくしをするエフデさん。




「くぅー、うまっ、死ぬほどうまっ！」

　空から降ってきたオカズグアンチヤーレとゴハンを本当に美お味いしそうに食べるエフデさん。




「……わたし達、出会ったその日に同じ部屋で眠ねむるのね」

　謎なぞのタイミングで、異性を意識し出すエフデさん。




「キズナ、ごめんね、ありがとう、ごめんね」

　可哀想に。馬車酔よいして、軽くゲロっちゃったエフデさん。




「さあキズナ、いざ大人の世界へ、共に参りましょう」

　次の瞬しゆん間かんにはこのセリフに恥はずかしさを覚え、悶もん絶ぜつするエフデさん。




「キィジュナァ」

　ただただ酔っ払ぱらったエフデさん。




「たとえステージ上にいるキズナを嘗なめ回まわすように見てる娘こに気付いても……、わたしすごく頑がん張ばって、その娘と一ひと悶もん着ちやく起こさないようにするから」

　すっごく頑張り屋さんのエフデさん。




「５万ドバイ、あと５万ドバイ」

　お金のことに頭が支配されているエフデさん。




「わたし、歌って好きなの。キズナの鼓こ膜まくと心を震ふるわせてあげるわ、このエフデ・クリスティアの美声で！」

　自信が漲みなぎっているエフデさん。




「眠りたくないよー。寝ねて起きたら、もう仕事行かなきゃいけないー、合唱ヤらぁ」

　人間味が溢れてるエフデさん。




「…………きみは、どうしたい？」

　この世界で初めて俺の意思おもいを気にかけてくれたエフデさん。




「きみは控ひかえ室しつに連れてかれるの、ヤなんだね」

　この世界で初めて俺の意思おもいを汲くみ取とってくれたエフデさん。




※　※




『……会話ができないから、まどろっこしいことも盛大に勘かん違ちがいされることもしょっちゅうだけど。意思疎そ通つうができたときは、その奇き跡せきに毎回飛び上がって喜びたくなる。俺はエフデさんといて、なにも孤独ではなかったよ』

　昔いた世界で、女の人のことが苦手になるいくつかのことが続いて、俺は内側から壊れて、学校に行けなくなってしまった。短くない期間、引きこもっていた。そのときのことだと思う。孤独というのは。

　アアリッコは、困ったように息を吐はいた。

『地上世界でワーウルフが泣いちゃダメだよ。低脳種だと思われている貴方あなたが泣いたらヘンだから』

　俺は自分でも気づかないうちに泣いていたのか。涙を雑に拭った。

　アアリッコが言う。

『涙の周波数、わかっちゃったよ……。貴方の心の声、聞いた。本当に孤独感じてなかったんだね。そして、エフデちゃんのことを、とっても……。――うん、わかった。僕ぼくは一人、浮ふ遊ゆう大陸に帰るよ』

『……俺を無む理り矢や理り連れていくとか、しないのか？』

『しないしない。だって僕は二冠かん妖よう精せい、戦せん闘とう能力なんてないもん。しかも貴方は極めて特別な存在の聖狼ワーウルフ。敵かないっこない。貴方の対応はこれからどうするか、一いつ旦たん浮遊大陸に戻もどって指示を仰あおぐ。……また、いつか会おう、ね」

『そのときに、今日しそびれている分の再会のキスもする気か？』

『ううん』アアリッコは、力の抜ぬけた顔で笑った。『そんなことしない。心の声を聞けて、ほんの少しだけど貴方のことわかったから。貴方って、相手がとびっきり可愛い子でもよく知らない子からいきなりキスとか、心の中で嘔吐えずくくらい苦手なんでしょ』

　俺は笑顔で頷うなずいた。

　アアリッコは裏路地の隅すみへと飛んでいき、移動魔法を唱えたのだろう。彼かの女じよの姿は幻まぼろしのように消えた。

　裏路地には、サキュバスとワーウルフとワーウルフが残された。




※　※




　エフデさんは、妖よう精せいが俺を連れて行かなかったことを、「人ひと違ちがい」ならぬ「ワーウルフ違ちがい」だったんだと考えたようだった。

　裏路地を出た俺おれ達たちは、離はなれ離ばなれにならずに済んだ喜びを分かち合う――余よ裕ゆうもなく、ギルドに向かっていた。失しつ踪そう者しや捜そう索さくのスペシャリストのカレンチャンを送り届けない限り、依い頼らい料りようが時間ごとに跳ね上あがっていくというのだ。

「キズナ、今晩は贅ぜい沢たくするよ。小しよう宴うたげ。美味しいもの食べようね」

　走りながらエフデさんはそう言った。出費を抑おさえ、受験費用を捻ねん出しゆつする闘たたかいは終わったのだと察した。受験費用はもう到とう底てい工面できそうもない。だから受験費用のために貯ためていたお金をパーッと使おう。そういうことを意味していた。

　今はただ、今晩の小宴代を目減りさせないため、カレンチャンをいち早くギルドに届けよう。そんなことばかり考えていたのでギルドに到とう着ちやくしたのは、最近努めて避さけていた時間帯である夕方だった。

　呪いの人形１５０体の依頼主は、ギルドでサキュバスのエフデさんの姿を見つけるなり、歩み寄ってきた。てっきり成功報ほう酬しゆうの一部返へん還かんを求められると思っていたところに、友好的な笑顔で15万ドバイをこちらに手て渡わたしてきた。

　意味がわからない、って表情のエフデさん。依頼主が言う。

「いやはや、実は先日ご依頼した『呪いの人形１５０体の解呪』。こちらのミスで『未み曾ぞ有うの呪われ方をした人形』が混入しちまってたことがあとから判わかりまして。その節はご迷惑おかけしました」

「え、あ、はい」とエフデさん。

「にしても、サキュバスちゃんは鑑かがみだね、何かの鑑だね。明らかに報酬に見合わないレベルの呪いの人形があったってーのに文句一つ言わず、期日通り全て解呪してくれた。その心意気に感動しましたよ。だから是非とも直接この特別報酬をお渡わたししたかったわけでして。いやはや、また呪われた代しろ物ものが出てきたら、ひとつよろしく頼みますよ」

　上じよう機き嫌げんの依頼主のもとに、ギルドのスタッフが仕事の話でやってきて、二人はそのまま離れていった。

　ギルドの片隅にはエフデさんと俺だけが残された。

　突とつ如じよとして、舞まい込んだ15万ドバイ。エフデさんは呟つぶやいた。

「……未曾有の呪われ方をした人形なんて、なかったと思うけど……」

　俺は、当時その意味をわかっていなかった「Solemiaソレミア 七詠えい唱しよう」で、勝手に呪いを解いたことがバレるのではないかと内心ヒヤヒヤした。

　が、お金を手にしたエフデさんの意識は、今はどうしたって別のところに飛んでいく。

「……この特別報酬の15万ドバイ、あとで手違いでしたって返還を求められる可能性も、無なきにしも非あらずだけど。今はこのお金を無む駄だにしたくない、有効に使いたい！」

　今晩の小しよう宴うたげが大だい宴うたげになる、という話ではなかった。

　忘れてはいない。今日はブエナビスタ魔法学校の受験費用の納付日だった。

　そして、カレンチャンへの成功報酬を払い終えたエフデさんの持ち金は、受験費用を払ってもお釣つりがくる。

　このあと、俺とエフデさんは走った。受験費用を納めるために。

　そして今こ宵よい、俺とエフデさんは小宴をした。エフデさんが思おもい描えがいた未来へと大きく踏み出せたと感じた夜に食べる、豚の頬肉の塩漬けグアンチヤーレの旨うまさよ。

　数日後。

　エフデさんは魔法学校に無事合格した。

「ブエナビスタ魔法学校では寮りよう暮らしができるの。魔法学校には国から助成金も出ているから寮費５万ドバイぽっきり。今までの家賃１万６千ドバイよりか、かかっちゃうけど。寮費にはなんと食費も込みなの！　キズナに栄養のいいもの食べさせてあげられるからね。だから、入寮日までに家に残ってる屑くず米まいじゃんじゃん食べ切っちゃおうね」

　巷では、ブエナビスタに合格した女の子達たちは華はな々ばなしい学校デビューのため、入学式に向けてダイエットしたりもするそうなのだが……。

　うちのエフデさんときたら、屑米をじゃんじゃん食う気だった。

　……ところで女子寮生活って、俺もですか？




　それからの話。

　ある日の路地の掲けい示じ板ばんの新聞。

　狂暴化現象ドウラメンテのため延期になっていたミスターコンテストで、アドンとサムソンがダブル優勝した記事の隣に、「ビハインドザマスク」の目もく撃げき談だんが載のっている。俺はマスクを被かぶって出歩いていないので、完全なガセだろう。

　世間での、Solemiaソレミア 七詠唱使いのビハインドザマスクへの関心は終息化していかない。それどころか、より熱を帯びているように思える。

　女子寮のエフデさんと二人部屋になったパリピだって、ビハインドザマスク捜しに夢中の一人だ。安楽死処置からむかりんを助けてくれたお礼を生しよう涯がいをかけてする、と宣言してる。

　ビハインドザマスクに対して、謎なぞの宣言をした子ならほかにもいる。

　解呪魔法教「アパパネ」の白装束の女の子・エミーナミーナだ。

　彼女は、人外カップル喫茶で狂暴化した火蜥蜴サラマンダーに襲おそわれていた子だった。自分を助けてくれたビハインドザマスクに会って、解呪魔法教に伝わる未成年女性だけに行えるお礼をしたがっているとか。街の噂うわさだ。

　噂といえば、路地の掲示板の新聞に「低脳種狩がり」の記事が少しずつ増えてきた。

　キングヘイローの予言を盲もう信しんする過激派組織「ロンシャン」に、俺も拉ら致ちされないように気をつけないとな。




　最後に、エフデさんとの婚こん約やくルートが立ち消えになっても未いまだに私設合唱団に、エフデさんへの愛の曲を練習させている――フェアリーのおみ足舐なめ太た郎ろうのことではなく、俺の話。

　相変わらず低脳種のフリをしながら、いずれ浮遊大陸からの使者がまた俺のもとに来るだろう、と考えて過ごしていた。

　明日はどうなるかわからない。だから俺はエフデさんと過ごせる一日、一日を大事にしようと思って生きている。

　会話は相変わらずできない。意思疎通はたまにできる。そのたびに胸が熱くなって、天に向かって吠ほえたくもなった。でも夜よ更ふけの女子寮に、狼おおかみの遠とお吠ぼえを響ひびかせるわけにはいかない。

　だから、俺はエフデさんと心が繋つながったと感じられたとき、思わず吠えてしまわないように堪こらえた。

　ワーウルフの「ばーかあーほ」の鳴き声に快感を覚え、声を漏らしそうになるのをエフデさんの前では必死に堪えた、あのパチンカスのようにね。
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あとがき







　四ヶ月か半年のたびにあとがきを書くラノベ作家なら、楽しい近況報告を読者の貴方様にお届けしそうなものだけど。

　二、三年に一度、あとがきを書く五流の虫ケララノベ作家のオイラでは、どうもあとがきにダイイングメッセージ感があって、よくないね笑。

　実はね、あとがき用の文章を結構いっぱい書いていたんだ。

　でもここは２ページだから、「感謝」と「夢」について記させてもらうよ。

　夢。デビュー直後ならいざしれず、二巻打ち切りからの二巻打ち切りからの一巻打ち切りからの一巻打ち切りからの一巻打ち切りの末、約三年ぶりに新シリーズを出せたラノベ書きが自分から勝手に夢を語り出すなんて、たくさんの誰かを鼻白ませそうだけどね。

　比嘉智康の夢は、物語をオイラが思う最後まで書き切って、読者の貴方様に打ち切りじゃない物語の最後を見届けてもらうこと。多くのラノベ作家が胸に秘めているのと同じ、そういうことなんだ。

　オイラの小説を良いもののように思ってくれた方々の言葉を、ネット上で幾度ももらった。比嘉をいつも生き返らせてくれた。ありがとう。泣けたよ。忘れられないな。

　オイラはね、実は幸せ者なんだ。しかもかなりの。なにせデビューして十三年。結果も出せていないのに、こうして書く機会を再び与えてもらった。

　才能のある人が、情熱のある人が、センスのある人が、専門的な技術を持つ人が、そして優しい人が、オイラがまたライトノベルを刊行できるよう後押しして、支えてくれた。応援してくれている、味方の存在を絶えず感じる。もうとっくに敵はいない。

　オイラの胸には今日も感謝がある。感謝っていいね。受けた恩を返したい。そう思えるたびに、ドブに浸かったオイラのモチベーションに浮力を感じるんだ。

　読者の皆様、どうかいつまでもお元気で。貴方様の人生に、比嘉小説をお邪魔させてくれてありがとう！　本を読む人間は限られている。でもこの世界に本は際限なくある。なのにおっちょこちょいにもオイラの小説を手にしてしまう貴方様の存在が、心の底から愛おしく思うよ。ああ嬉しいったらない。大感謝ですよ！

　このあとがきは、比嘉智康の遺書じゃないはずなので。

　新しいあとがきを書ける日に向かって、しぶとく生きていきます。

　オイラが再び小説を出せたら、比嘉小説にまた会ってやってください。

比嘉智康　
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